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〃左、‘やJ’．二   

近年の新しい医療技術、あるいは医薬品の創製・適用における先端科学技  

術の進歩は、一倍額される薬剤師、良質な薬学研究者を遅滞無く養成すること  

を薬学教育の現場に強く求めている。これからの薬剤師や薬学研究者は、現  

代の国際化、情報化社会に適応する能力を充分に備え、生涯にわたって自ら  

系大学は、薬学教育の質を高め、それを一定水準以上に保持するよう努める  

ことi 

各大学あるいはそれぞれの科目担当教員の裁量に任されていた教育内容を、  

薬学教育全体の板野から見直し、進歩と時代の要請に合わせて厳選するとと  

もに、「教員主体」から「学習者主体」の教育に編成し直す必要がある。   

これらの事鹿に対応するた吟には、社会のニーズに応えることのできる薬  

剤師、薬学研究者の育成を目指し、従来の知識教育に偏っキカリキュラムに  

別れを告げ、知識教育に和えて薪たに技能教育、態度教育を組み込んだ「統  

合的カリキュラム」を作成することが急務であると考える。  

粛学蓼房子デニル′・コア′カグキュラムおよ躇学去訝梯穿ぎ・一卒巣宥野カグ  

キュラム携成の産廊   

平成13年8月に日本私立薬科大学協会薬剤師養成カリキュラム検討委員  

会から「薬学教育モデルカリキュラム（案）」が、同年9月には国公立大学  

薬学部長会議教育部会から「薬学モデル・コア・カリキュラム（案）」が、  

それぞれ作成され提示されたこ ついで、両案を統合する作業に際して、同年  

12月に日本薬学会が主催する「薬学教育カリキュラムを検討する協議会」  

（座長：市川 厚）が発足した。協議会では、先に提示された二案を基盤と  

して、新たなコンセプト甲もとに、学生に到達して欲しい教育目標（実務実  

習を含む）を明記した薬学教育モデルカリキュラム（案） 

にまとめた。   

本協議会では、このモデ／レカ▼リキュラム（案）を薬系46大学ならびに関  

連諸団床（日本薬剤師会、日本病院薬剤師会、文部科学省、厚生労働省、日  

本製薬工業協会等）に提示し、広く意見を求め、社会の要請、学生の将来の  

進路の多嘩化、教育環境の整備等を視野に入れつつ、ここに、薬学教育モデ  

ル・コアカリキュラム串よび薬学教育実務実習・卒業実習カリキュラムを作  

成した。  

農学教育モデンレ・コアカグキュラムおよび薯学教育具慶兵曹・卒業二穿ぎカグ  

キュラムの基本βク．な考えノ有   

本カリキュラムの基本的な考え方と 

薬学研究者を養成する、◎教員が主体となって、「何を教えるか」を記載す   



るのではなく、学習者が主体となって、「どこまで到澤すべきか」について  

記載する、③学生の到達度を客観的に評価できるように配慮する、①基礎薬  

学教育科目と臨床薬学教育科目との適正なバランネをとる、⑤実務実習、卒  

業実習の実習教育科目を充実させる 

☆ 何を学ぶかを学生がすぐに理解できるように、従来の「00学」‘という   

表現を避け、平易な表現を採用した。  

☆ 従来の、講座単位あるいは教官個々による個別の授業内容とせず、関連   

分野を統合的に整理し、内容を理解しやすいカリキュラムとした。  

☆ 知識偏重の内査でなく、技能、態度ともにバランスよく学べるよう配慮  

した。  

農学者穿モデル′・コアカグキュラムおよび穿単身者具慶貨晋・卒。若芽雷カタ  

キュラムの財ノ野な好い方   

案系大学における教育は、教養教育、薬学導入教育、薬学専門教育からな  

る。ここに提示する薬学教育モデル 

実習・卒業実習カリキュラムは、薬剤師、薬学研究者・等をめざす学生が学ん  

で欲しい内容を整理 

ぞれの特徴を生かし、薬学専門教育の内容の過不足を考慮しつつ柔軟に適用  

されることを期待する。さらに、教養教育、薬学導入教育、高度な専門教育  

について各大学の教学理念に基づいた独自のカリキュラムを組み合わせる 

ことにより、それぞれの大学に特徴のあ・る教育カリヰユラムを作成す芦こと  

になる。なお、本協議会では、教養教育、薬学導入教育の例を「薬学準備教  

育ガイドライン」として、また、高度専門教育の例を「薬学アドバンス■ト教  

育ガイドライン」として示している。   

さらに、本カリキュラムの内容が、近い将来に改訂が阜定されている贋剤  

師国家試験出題基準に反映されることを強く希望する。  

農学教育モデル／・コアカタキュラムおよび穿学蓼寮宕務。看ぎ・卒業二者ぎカグ   

辛エラムの尉  

（1） 薬学教育モデル・コアカリキュラムは、A全学年を通して一、Bイント  

ロダクション、C薬学専門教育∴からなる。薬学教育実務実習・卒業実習  

カリキュラムは、D実務実習カリキュラム、E卒業実習．カリキュラムを含  

む。  

（2） 薬学専門教育は、「物理系薬学を学ぶ」「化学系薬学を学ぶ」「生物  

系薬学を学ぶ」「健康と環境」「薬と疾病」「医薬品をつくる」イ薬学と社  

会」の7分野に分割されている。それぞれの分野は互いに密接に関連し   

あっているので、他の分野の進捗状況に充分配慮しつつ学習する必要が   

ある。  

宵■’  ■Iい－   



（3）薬学教育モデル 

√ 

されており、互いに関連している複数個のユニットをコースとしてまと   

めてある。それぞれのコースおよびユニシトには、一般目標（学習者が   

学習することによって得る成果）を示してある。   

必要な具体的な行動）が記載してある。到達目標の総数は1，446項目－で   

あり、それぞれは知識、技能、態度の三領域に分類される。  

（5） 教育目標に到達するための教育の方法、およ．び到達度を評価するた   

めの方法は記載していない。各大学で独自に工夫することになる。  

平成14年8月  

日本薬学会  

薬学教育カリキュラムを検討する協議会  

座長 市川 厚   



A 全学年を通して：ヒューマ土ズムについて学ぶ  

一般自標：   

生命に関わる職業人となることを自覚し、それにふさわしい行動・態度をとることができるようになるため  

に、人との共感的態度を身につけ、信頼関係を醸成し、さらに生涯にわたってそれらを向上させる習慣を身に  

つける。   

（1）生と死  

「股目標：   

生命の尊さを認識し、人の誕生から死までの間に起こりうる様々な問題を通して医療における倫理の重要性  
を学ぶ，   

【生命の尊赦】  

到達目標：  

1．人の誕生、成長、加齢、死の意味を考察し、討議する。（知識・態度）  
2．誕生に関わる倫理的問題（生殖技赦クロ⊥ン技術、出生前診断など）の概略と問題点を説明できる。  

3：医療に関わる倫理的問題を列挙し、その概略と問題点を説明できる。  
4．死に関わる倫理的問題（安楽死、尊厳死、・脳死など）の概略と問題点を説明できる。  

5． 

【医療の目的】  

到達目標：  

1．予防、治療、延命、QOLについて説明できる。   

【先進医療と生命倫理】  

到達目標：  

1．医療の進歩（遺伝子診断、遺伝子治療、移植・再生医療、難病治療など）に伴う生命観の変遷を概説でき  

る。   

（2）医療の担い手としてのこころ構え 

「役目標：   

常に社会に目を向け、生涯にわたって医療を通して社会に貢献できるようになるために必要なこころ構えを  
身につける。   

【社会の期待】  

到達目標：  

1．医療の担い手として、社会のニーズに常に目を向ける。（態度）  

2ご 医療の担い手として、社会のニーズに対応する方法を提案する。蜘識・態度）  

3．医療の担い手にふさわしい態度を示すム（態度）   

【医療行為に関わるこころ構え】  

到達目標：  

1．ヘルシンキ宣言の内容を概説できる。  

2．医療の担い手が守るべき倫理頒範を説明できる。  
3．インフォームド・コンセントの定義と必要性を説明できる。  

4．患者の基本的権利と自己決定権を尊重する。鰻渡）  

5．医療事由回避の重要性を自らの言葉で表現する。鵬  

1  
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【研究活動に求められるこころ構え】  

到達目標：  

1．研究に必要な独創的考え方、能力を醸成する。  

2．研究者に求められる自立した態度を身につける。（態度）  

3・他の研究者の意見を理解し、討論する膏訂〕を身につける。（態度）  

【医薬品の創製と供給に関わるこころ構え】  

到達目標：  

1．医薬品の創製と供給が社会に及ぼす影響に常に目を向けるb（態度）  

2．医薬品の使用に関わる事故回避の重要性を自らの言葉で表現する。（態度）   

【自白学習・生涯学習】  

到達目標：  

1・医療に関わる諸問題から、自ら課短を見出し、それを解決する能力を醸成する。鋲口識・技能・態度）  

2．医療の担い手として、生涯にわたって自ら学習する大切さを認識する。（態度）   

（3）信頼関係の確立を目指して  

一般目標：   

医療の担い手の－一員である薬学専門家として、患者、同凰地域社会との信頼関係を確立できるようになる  

ために、相手の心理、立場、環境を理解するための基本的知識、技能、態度を修得する。   

【コミュニケーション】  

到達目標：  

1．言語的および非言語的コミュニケーションの方法を概説できる。  

2・ 

3．相手の立場、文化、習慣などによって、コミュニケーションのあり方が異なることを例示できる。   

【相手の気持ちに配慮する】  

到達目標：  

1．対人関係に影響を及ぼす心理的要因を概説できる。  

2．二相手の心理状態とその変化に配慮し、適切に対応する。（知識・態度）  

3．対立意見を尊重し、協力してよりよい解決法を見出すことができる。（技船   

【患者の気持ちに配慮する】  

到達目標：  

1．病気が患者に及ぼす心理的影響について説明できる。  

2．患者の心理状態を把握し、配慮する。（知識・態度）  

3．患者の家族の心理状態を把握し、配慮する。（知帝・態風 

4．患者やその家族の持っ価値観が多様であることを認識し、柔軟に対応できるよう努力する。（態度）  

5／不自由体験などの体験学習を通して、患者の気持ちについて討蔑する。（知識・態度）   

【チームワーク】  

到達目標：  

1．チームワークの重要性を例示して説明できる。  

2．チームに参加し、協調的態度で役割を果たす。（態度）  

3．自己の能力の限界を認識し、必要に応じて他者に援助を求める。（態度）  

2  
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【地味社会の人々との信頼関係】  

到達目標：  

1．薬の専門家と地域社会の関わりを列挙できる。  

2．其の専門家に対する地域社会のニ⊥ズを収集し、討議する。（態度）  

B イントロダクション  

十板目標：  

薬学生としてのモチベーションを高めるために、薬の専門家として身につけるべき基本的知識、技蔽態度  

を修得し、卒業生の活躍する現場などを体験する。   

（1）薬学への招待  

「般目棲：   

其の専門家として必要な基本姿勢を身につけるために、医療、社会に対ナる薬学の役割、薬剤師の使命を知  

り、どのように薬学が発展してきたかを理解する。   

【薬学の歴史】  

到達目標：  

1．薬学の歴史的な流れと医療において薬学が果たしてきた役割を概説できる。  

2．薬剤師の誕生と変遷の歴史を概説できる。   

【薬剤師の活動分野】  

到達目標：  

1．薬剤師の活動分轟（医療機関、製薬企業、衛生行政など）について概説できる。  

2．薬剤師と共に働く医療チームの職種を挙げ、その仕事を概説できる。  

3．医薬品の適正使用における薬剤師の役割について概説できる。  

4．医薬品の創製における薬剤師の役割について概説できる。  

5．疾病の予防および健康管理たおける薬剤師の役割について概説できる。   

【薬について】  

到達目標：  

1．「薬とは何か」を概説できる。  

2．薬の発見の歴史を具体例を挙げて概説できる。  

3．化学物質が医薬品として拍療に使用されるまでの流れを概説できる。  

4．種々の剤形とその使い方について概説できる。  

5．一般用医薬品・と医療用医薬品の違いを概説できる。   

【現代社会と薬学との接点】  

到達目標：  

1．先端医療を支える医薬品開発の現状について概説できる。  

2．麻薬、、大麻、覚せい剤などを乱用することによる健康への影響を概説できる。  

3．薬害について具体例を挙げ、その背景を概説できる。   

【日本薬局方】  

到達目標：  

1．日本薬局方の意義と内容について概説できる。  
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【総合演習】  

到達目標：  

1．医療と薬剤師の関わりについて考えを述べる。（態度）  

2．身近な医薬品を日本案局方などを用いて調べる。（技能）  

一般目標：   

薬学生として学習に対するモチべ」ションを高めるたi捌こ、卒業生の活躍する現象などを体験する。   

到達目標：  

以下の例示を参考にして、到達目標を設定し適切に実施する。   

1．病院における薬剤師および他の医療スタッフの業務を見聞し、その重要性について自分の意見をまとめ、  

発表する。（知識・態度）  

2二 開局薬剤師の業務を見聞し、その重要性について自分の意見をまとめ、発表する。（知識・態度） 

3．製薬企業お 

て討議する。（知識・態度）  

生 保健、福祉の重要性を具体的な体験に基づいて発表する。（知識・態度）  

C 薬学専門教育  

【物理系薬学を学ぶ】  

Cl物質の物理的性質  

一般目標：   

化学物質の基本的性質を理解するために、原子・分子の構造、熱力学、反応速度論などの基本的知識を修得  

し、それらを応用する技能を身につける。   

（1）物質の構造  

一般目標：   

物質を構成する基本単位である原子および分子の性質を理解するために、原子構嵐分子構造および化学結  

合に関する基本的知識と技能を修得する。   

【化学結合】   

到達目標：   

1）化学結合の成り立ちについて説明できる。   

2）軌道の混成について説明できる。   

3）分子軌道甲基本概念を説明できる。   

4）共役や共鳴の概念を説明できる。   

【分子間相互作用】   

到達目標：   

1）静電相互作用について例を挙lブて説明できる。  
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2）フアンデルワールスカについて例を挙げて説明できる。   

3）双極子間相互作用について例を挙げて説明できる。   

4）分散力について例を挙げて説明できる。   

5）水素結合について例を挙げて醜明できる。   

6）毎荷移動について例を挙げて説明できる。   

7）疎水性相互作用について例を挙げて説明できる。   

【原子・分子】 

到達目標：  

1）電磁波の性質および物質との相互作用を説明できる。   
2）分子の振動、回転、電子遷移について説明できる。   

3）スピンとその磁気共鳴について説明できる。   

4）分子の分極と双極子モーメントについて説明できる。   

5）代表的な分光スペクトルを測定し、構造と？関連を説明できる。（知針技能）   

6）偏光および旋光性について説明できる。   

7）散舌u岩よび干渉について説明できる。   

8）結晶構造と回折現象について説明できる。   

【放射線と放射■能】   

到達目▼標：  

1）原子の構造と放射壊変について説明できる。   

2）電離放射線の種類を列挙し、それらの物質との相互作用にづいて説明できる。   

3）代表的な放射性核種の物理的性質について説明できる。   

4）核反応および放射平衡について説明できる。   

5）・放射線の測定原理について説明できる。   

（2）物質の状態I  

r般目標：   

物質の状態および相互変換過程を解析できるようになるために、熱力学の基本的知識と技能を修得する。   

【総論】   

到達目標：  

1）フアンデルワールスの状態方程式について説明できる。 

2）気体の分子運動とエネルギーの関係について説明できる。   

3）エネルギーの量子化とボルツマン分布について説明できる。   

【エネルギー】   

到達目標：   

1）系、外界、！亮界について説明できる。   

2）状態関数の種類と特徴について説明できる。   

3）仕事および熱の概念を説明できる。   

4）定容熱容量および定圧熱容量について説明できる。   

5）熱力学第一法則について式を用いて説明できる。   

6）代表的な過程（変イbにおける熱と仕事を計算できる。・（知識、技能）   

7）ェンクルピーについて説明できる。   

8）代表的な物理変化、化学変化に伴う標準エンタルビー一変化を説明し、計算できる。（知識、技能）   

9）標準生成エンタルピーについて説明できる。  
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【自発的な変化】   

到達目標：  

Ⅰ）エントロピーについて説明できる。   

2）熱力学第二法則について説明できる。   

3）‘代表的な物理変化、化学変化に伴うエントロピ十封ヒを計算できる。（知識、技能）   
4）熱力学革三法則について説明できる。 

5）自由エネルギーについて説明できる。   

6）熱力学関数の計算結果から、自発的な変化の方向と程度を予測できる。（知識、技能）   

7）自由エネルギーの圧力と温度による変化を、式を用いて説明できる。   

8）自由エネルギーと平衡定数の温度依存性（示血tHoぽの式）について説明できる。  

△9）共役反応について例を挙げて説明できる。   

（3）物質の状態Ⅱ  

一般目標：   

複雄な系における物質の状態および相互変換過程を熱力学に基づき解析できるようになるために、溶液およ  

び電気化学に関する基本的知識と技能を修得する。   

【物理平衡】   

到達目標：  

1）相変化に伴う熱の移動（ual血憬－Cl叩eymnの式など）について説明できる。   

2）相平衡と相律について説明できる。   

3）代表的な状態図（－一成分系、二成分系、三成分系相図）について説明できる。   

4）物質の溶解平衡について説明できる。   

5）溶液の束一的性質（浸透圧、沸点上昇、凝固点降下など）について説明できる。   
6）界面における平衡について説明できる。   

7）吸着平衡について説明できる。  

△8）代表的な物理平衡を観測し」平衡定数を求めることができる。（技能）   

【う容液の化学】   

到達目標：  

1・）化学ポテンシャルについて説明できる。   

2）活量と活量係数について説明できる。   

3）平衡と化学ポテンシャルの関係を説明できる。   

4）電解質のモル伝導度の濃度変化を説明できる。  

5）イオンの輸率と移動度について説明できる。   

6）イオン強度について説明できる。   

7）電解質の括量係数の濃度依存性（加bye・Hilcblの式）について説明できる。   

【電気化学】   

到達目標：  

1）代表的な化学電池の種類とその構成について説明できる。   

2）標準電極電位について説明できる。   

3）起電力と標準自由エネルギー変化の関係を説明できる。  

△4）Nernstの式が誘導できる。   

5）濃淡電池について説明できる。  

△6）膜電位と能動輸送について説明できる。  
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（4）物質の変化  

」投目標：   

物質の変換過程を理解するために、化学反応速度論、および反応速度に影響を与える諸因子に関する基本的  

知識と技能を修得する。   

【反応速度】   

到達目標：  

1）反応次数と速度定数につレ 

2）微分型速度式を積分型速度式に変換できる。・（知識・技青扮  

3）代表的な反応次数の決定法を列挙し、説明できる。   

4）代表的な㈲一次反応の反応速度を測定し、速度定数を求めることができる。（技能）   

5）代表的な複合反応（可逆反応、’平行反応、連続反応など）．の特徴について説明できる。   

6）反応速度と温度との関係仏打払血偶の式）を説明できる。  

△7）衝突理論について概説できる。  

△8）遷移状態理論について概説できる。   

9）代表的な触媒反応（酸・塩基触媒反応など）について説明できる。  

10）■酵素反応、およびその括抗阻害と非括抗阻害の機構について説明できる。   

【物質の移動】   

到達目標：  

1）拡散および溶角牢速摩について説明できる。   

2）沈降現象について説明できる。   
3）流動現象および粘度について説明できる。  

C2 化学物質の分析  

一丁一般目標：   

化学物質（医薬品を含む）をその性質に基づいて分析できる 

要な基本的知識と技能を修得する。   

（1）化学平衡  

「般目標：   

水掩液中での物質の性質を理解するために、各種の化学平衡に関する基本的知識と測定の基本的技能を修得  

する。 

【酸と塩基】   

到達目標：  

1）酸・塩基平衡を敦明できる。  

△2）溶液の水素イオン濃度bH）を測定できる。（技青む   

3）溶液のpHを計算できる。（知識・技能）   

4）緩衝作用について具体例を挙げて説明できる。   

5）代表的な緩衝液の特徴とその調製法を説明できる。   

6）化学物質のpHによる分子形、イオン形の変化を説明できる。   

【各種の化学平衡】   

到達目標：   

1）－錯鮮・キレート生成平衡について説明できる。  
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2）沈殿平衡（溶解度と溶解度積）について説明できる。  

3）酸化還元電位について説明できる。  

4）酸化還元率衡について説明できる。  

5）分配平衡について説明セきる。  

6）イオン交換について説明できる。  

（2）化学物質の検出と定量  

－「般目標：   

試料中に存在する物質の種類および濃度を正確に知るために、代表的な医薬品、その他の†物質の定性・  

定量法を含む各種の分離分析法の基本的知識と技能を修得する。   

【定性試険】   

到達目標：  

1）代表的な無機イオンの定性反応を説明できる。   

2）日本案局方収載の代表的な医薬品の確認試験を列挙し、その内容を説明できる。  

3）日本薬局方収載の代表的な医薬品の純度試験を列挙し、その内容を説明できる。   

【定量の基礎】   

到達目標：  

△1）実験値を用いた計算および統計処理ができる。（技能）   

2）医薬品分析法のバリデーションについて説明できる。   

3）日本薬局方収載の重量分析法の原理および操作法を説明できる。   

4）日本薬局方収載の容量分析法について列挙できる。   

5）日本案局方収載の生物学的定量法の特徴を説明できる。   

【容量分析】   

到達目標：  

1）中和滴定中原理、操作法および応用例を説明できる。   

2）非水滴定の原理、操作法および応用例を説明できる。   

3）キレート滴定の原理、操作法および応用例を説明できる。   

4・）沈殿滴定の原理、操作法および応用例を説明できる。   

5）酸化還元滴定の原理、換作法および応用例を説明できる。   

6）電気満定（電位差滑走、電気伝導度滴定など）の原理、操作法および応用例を説明できる。  

△7）日本薬局方収載の代表的な医薬品の容量分析を実施できる。（技能）   

【金属元素の分析】   

到達目標：  

1）原子吸光光度法の原理、，操作法および応用例を説明できる。   

2）発光分析法の原理、操作法および応用例を説明できる。   

【クロマトグラフイ」】   

到達目標：  

1）クロマトグラフイ」の種類を列挙し、それぞれの特徴と分離機構を説明できる。   

2）クロマトグラフィーで用いられる代表的な検出法と装置を説明できる。  

△3）薄層クロマトグラフィー、液体クロマトグラフィーなどのクロマトグラフィーを用いて代表的な化学物  

質を分離分析できる。（知識・技能）  
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（3）分析技術の臨床応用・  

「般目標：   

薬学研究や臨床現場で分析技術を適切に応用するために、代表的な分析法の基本的知識と技能を修得するご   

【分析の準措】   

到達目標：  

△1）代表的な生体試料について、目的に即した前処理と適切な取扱いができる。（技能）   

2）臨床分析における精度管理および陳準物質の意義を説明できる。   

【分棚   
到達目標：  

1）臨床分析の分野で用いられる代表的な分析法を列挙できる。  

2）免疫反応を用いた分析法の原理、実施法および応用例を説明できる。   

3）酵素を血、た代表的な分析法の原理を説明し、実施できる。伽識・鹿詑） 
4）電気泳動法の原理を説明し、実施できる。．（知識・・技音扮   

5）代表的なセンサーを列挙し、原理および応用例を説明セきる。  

△6）代表的なドライケミストリーについて概説できる。   

7）代表的な画像診断技術Ⅸ線検査、CTスキャン、MH、超音波、核医学検査など）について概説セき  

る。   

8）画像診断薬（造影剤、放射性医薬品など）について概説できる。  

△9）薬学領域で繁用されるその他の分析技術（バイオイメージング、マイクロチップなど）について概説できる。   

【薬毒物の分析】   

到達目標：  

1）毒物中毒における生体試料の取扱いiとっいて説明できる。   

2）代表的な中毒原因物質（舌佃薬物を含む）のスクリーニング法を列挙し、説明でき．説  

△3）代表的な中毒原因物質を分析できる。（技能） 

C3 生体分子の姿・かたちをとらえる  

一般目標：   

生体の機能や医薬品の働きが三次元的な相互作用によって支配されていることを理解するために、生体分子  

の立体惜息生体分子が関与する相互作用、およびそれらを解析する手法に関する基本的知識と技能を修得す  

る。   

（1）生体分子を解析する手法  

一般目標：   

生体分子、化学物質の姿、かたちをとらえるために、それらの解析に必要な方法に関する基本的知識と技能  

を修得する。   

【分光分析法】   

到達目標：  

1）紫外可視吸光度測定法の原理を説明し、生体分子の解析への応用例につレ予て説明できる。   

2）蛍光光度法の原理を説明し、生体分子の解析への応用例について説明できる。  

△3）赤外・ラマン分光スペクトルの原理と、生体分子の解析への応用例について説明できる。  

△4）電子スピン共鳴肛SR）スペクトノl頒り定法の原理と、生体分子の解析への応用例について説明できる。   

5）旋光度測定法（旋光分散）、円偏光二色性測定法の原理と、生体分子の解析への応用例について説明できる。  
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△6）代表的な生体分子（核酸、タンパク質）の紫外および蛍光スペクトルを測定し、構造上の特徴と関連付  

けて説明できる。鋲口識・技青め  

【核磁気共鳴スペクレレ】  

到達目標：  

｝ト杉捷気共鳴スペクトル剥走法の原理を説明でぎ  

△2）生体分子の解析への核磁気共鳴スペクナノt々則定法の応用例について説明できる。   

【質量分析】   

到達目標  

1）質量分析法の原理を説明できる。  

△2）生体分子の解析への質量分析の応用例について説明できる。   

lx瀬結晶解析】   

到達目標  

1）Ⅹ凍結晶解析の原理を概説できる。  

△2）生体分子の角噺へのⅩ線結晶解析の応用例について説明できる。   

【相互作用の解析法】   

到達目標  

△1）生体分子間相互作用の解析法を概説できる。   

（2）生体分子の立体構造と相互作用  

一般目標：   

生体分子の機能および医薬品の働きを立体的、動的にとらえるために、タンパク質、核酸および脂質などの  

立体構造やそれらの相互作用に関する基本的知識を修得する。   

【立体櫛割   

到達目標：   

1）生体分子（タンパク質、核酸、脂質など）の立体構造を概説できる。  

△2）タンパク質の立体構造の自由度について概説できる。   

3）タンパク質の立体構造を規定する因子（疎水肘目互作用、静電相互作用、水素結合など）について、具  

体例を用いて説明できる。  

△4）タンパク質の折りたたみ過程について概説できる。   

5）－核酸の立体構造を規定する相互作用について、具体例を挙げて説明できる。   

6）生体膜の立体構造を規定する相互作用について、具体例を挙げて説明できる。   

【相互作用】   

到達目標：   

1）鍵と鍵穴モデルおよび誘導適合モデ両こついて、具体例を挙げて説明できる。  

△2）転写・都訳、シグナル伝達における代表的な生体分子間相互作用に？いて、具体例を挙げて説明できる。   

3）脂質の水中における分子集合構造（膜、ミセル、膜タンパク質など）について説明できる。  

△4）生体高分子と医薬品の相互作用における立体構造的要因の重要性を、具体例を挙げて説明セきる。  
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【化学系薬学を学ぶ】  

C－4 化学物質の性質と反応  

一般目標：  

化学物質（医薬品および隻脚あ質を含初の基本的な反応性を理解するために、代表的な反瓜分離法、構  

造決定法などについての基本的知識と、それらを実施するための基本的技能を修得する。   

（1）化学物質の基本的性質  

十般目標：   

基本的な無勝および有機化合物の構監物阻反応性を理解するために、電子配置、電子密度、化学結合の  

性質などに関する基本的知識を修得する。   

【基本＝事項】   

到達目標：  

1）基本的な化合物を命名し、ルイス構造式で書くことができる。   

2）薬学静或で用いられる代表的化合物を慣用名で記述できる。   

3）有機化合物の性質に及ぼす共鳴の影響たっいて説明できる。   

4）有機反応における結合の開裂と生成の様式について説明できる。   

5）基本的な有機反応（置換、付加、脱離、転阻の特徴を概説できる。  

6）′ルイス酸・塩基を定義することができる。   

7）炭素原子を含む反応中間体（カルポカチオン、カ／レバニオン、ラジカルカノレベン）の構造と性質を説  

明できるふ   

8）反応の進行を、エネルギー図を用いて説明できる。   

9）有機反応を、電子の動きを示す矢印を用いて説明できる。   

【有機化合物の立体構造】   

到達目標：  

1）構造異性体と立体異性体について説明できる。   

2）キラリティーと光学静性を概説できる。   

3）ェナンチオマーとジアステレオマ一について説明できる。   

4）ラセミ体とメソ化合物について説明できる。   
5）絶対配置の表示法を説明できる。   

6）n監kr投影式と沌wman投影式を用いて有機化合物の構造を書くことができる。   

7）エタンおよびブタンの立体配座と安定性について説明できる。   

【無機化合物】   

到達目標：   

1）代表的な典型元素を列挙し、その特徴を説明できる。   

2）代表的な遷移元素を列挙し、その特徴を説明できる。   

3）窒素酸化物の名称、構造、性質を列挙できる。   

4）イオウ、リン、ハロゲンの酸化物、オキソ化合物の名称、構造、性質を列挙できる。   

5）代表的な無放医薬品を列挙できる。   

【錯体】   

到達目標：   

1）代表的な錯体の名称、構造、基本的性質を説明できる。  
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2）配位結合を現明できる。  

3）代表的なドナー原子、配位基、キレート試薬を列挙できる。  

4）鐸体の安定度定数について説明できる。  

5）錯体の安定性に与える配位子の構造的要素（キレート効果）について説明できる。  

6）錯体の反応性について説明できる。  

7）夜薬品として用いられる代完的な錯捧を列挙  

（2）有機化合物の骨格  

－一一般目標：   

脂肪族および芳香族炭化水素の性質を理解するために、．それぞれの基本構造、物理的楓反応性に関する  
基本的知識を修得する。 

【アルカン】   

到達目標：  

1）基本的な炭化水素およびアルキル基をImの規則に従って命名することができる。   
2）アルカンの基本的な物性について説明できる。   

3）アルカンの構造異性体を図示し、その数を示すことができる。   

4）㌣クロアルカンの環の歪みを決定する要因について説明できる。   

5）シクロヘキサンのいす形配座と舟形配座を図示できる。   

6）シクロヘキサンのいす形配座における水素の結合方向（アキシァル、エクアトリアノりを図示できる。   

7）置換シクロヘキサン甲安定な立体配座を決定する要因について説明できる。   

【アルケン・アルキンの反応性】   

到達目標：  

1）アルケンヘの代表的なシン型付加反応を列挙し、反応機構を説明できる。   

2）アルケンへの臭素の付加反応の機構を図示し、反応の立体特異性、（アンチ付加）を説明できる。   

3）アルケンへのハロゲ珂ヒ水琴の付加反応の位置選択性（ぬrkovnikov則）について説明できる、。   

4）カルポカチオンの殻数と安定性について説明できる？   

5）共役ジェンヘ？ハロゲンの付加反応の特徴について説明できる。   

6）アルケンの酸化的開裂反応を列挙し、構造解析への応用について説明できる。   
7）アルキンの代表的な反応を列挙し、説明できる。   

ノ 【芳香疲化合物の反応性】   

到達目標：   

1）代表的な芳香族化合物を列挙し、その物性と反応性を説明できる。   
2）芳香族性（H此bl如の概念を説明できる。   

3）芳葡尉ヒ合物の求電子置換反応の機構を説明できる。   

4）芳観ヒ合物の求電子置換反応の反応性および配向性に及ぼす置換基の効果を説明できる。   
5）芳香族化合物の代表的な求核置換反応について説明できる。   

（3）官能基  

一般目標：   

官能基が有機化合物に与える効果を理解するために、カルポニノ像アミノ基などの官能基を有する槻ヒ  

合物について、反応性およびその他の性質に関する基本的知識を修得し、それらを応用するための基本的技能  

を身につける。  
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【概説】   

到達目標■：  

1）代表的な官能基を列挙し、個々の官能基を有する化合物をⅣ払Cの規則に従って命名できる。   

2）複数の官能基を有する化合物をⅠ皿Cの規則に従って命名できる。   

3）生体内高分子と薬物の相互作用における各官能基の役割を説明できる。  

△4）代表的な官能基の定性試験を実施セきる。（技能）   

5）官能基の性質を利用した分離精製を実施できる。（技掲   

6）．日常生活で用いられる化学物質を官能基別に列挙できる。   

【有機ハロゲン化合物】   

到達目標：  

1）有機ハ白ゲンイヒ合物の代表的な性質と反応を列挙し、説明できる。   

2）求核置換反応（SNlおよびSN2反応）の機構について、立体化学を含めて説明できる。   

3）ハロゲン化アルキルの脱ハロゲ珂ヒ水素の機構を図示し、反応の位置選択性（S画鱒則）を説明でき  

る。   

【アルヲーノレフェノール・チオ」ル】   

到達目標：  

1）アルコール類の代表的な性質と反応を列挙し、説明できる。   

2）フェノール類め代表的な性質と反応を列挙し、説明できる。   

3）フェノーノ傾、チオール類の抗酸化作用について説明できる。   

【ェーテノり   

到達目顔：  

1）エーテル類の代表的な性質と反応を列挙し、説明できる。   

2）オキシラン類の開環反応における立体特異性と位置選択性を説明できる。   

【アルデヒド・ケトン・カルポン酸】   

到達自標：  

1）アルデヒド類およびケトン類の性質と、代表的な求核付カロ反応を列挙し、説明できる。   

2）カルポン酸の代表的な性質と反応を列挙し、説明できる。 

3）カルポン酸誘導体（酸ハロゲン化物、酸無水物、エステル、アミド、ニトリノりの代表的な性質と・反応  
を列挙し、説明できるp   

【アミン】   

到達目標：  

1）アーミン類の代表的な性質と反応を列挙し、説明できる。   
2）代表的な生体内アミンを列挙し、構造式を書くことができる。   

【官能基の酸性度・塩基性度】   

到達目標：   

1）アルコール、チオール、フェノール、カルポン酸などの酸性度を比較して説明できる。   

2）アルコール、フェノール、カルポン酸、およびその誘導体の酸性度に影響を及ぼす因子を列挙し、説明  

できる。   

3）含窒素化合物の塩基性度を説明できる。  
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（4）化学物質の構造決定  

一般目標： 

基本的な化学物質の構造決定ができるようになるために、核磁気共鳴（NMR）スペクトル、赤外吸収OR）  
スペクトノhマススペク 

得する。  

【総論】  

到達目標：  

1）化学物質の構造決定に用いられる機韓分析法の特徴を説明できる。   

【1HNMR】  

到達目標：  

1）NMRスペクトルの概要と測定法を説明できる。  

2）化学シフトに及ぼす構造的要因を説明できる。  

3）有機化合物中の代表的水衰原子について、おおよその化学シフト値を示すことができる。  

4）重水添加による重水素直換の方法と原理を説明できるこ  

5）1HNMRの積分値の意味を説明できる。  

6）1HNMRシグナルが近接プロトンにより分裂（カップリンのする理由と、分裂様式を説明できる月  

7）1HNMRのスピン結合定数から得られる情報を列挙し、その内容を説明できる。  

8）代表脚ヒ合物の部分構造を1HNMRから準定できる。（捜組   

【13CNMR】  

到達目標：  

1）13CNMRの測定により得られる情報の概略を説明できる。  

2）代表的な構造中の炭素について、おおよその化学シフト値を示すことができる。   

【mスペクトル】  

到達目標： 

1）mスペクトルめ概要と測定法を説明できる。  

2）＿Rスペクトル上め基本的な官能基の特性吸収を列挙し、帰属することができる。（知識・技能）   

【紫外可視吸収スペクトル】  

到達目標：  

1）化学物質の構造決定における紫外可視吸収スペクトルの役割を説明できる。   

【マススペクトル】  

到達目標：  

1）マススペクトルの概要と蜘定法を説明できる。  

2）イオン化の方法を列挙し、それらの特徴を説明できる。  

3）ピークの種類（基準ピ㌻ク、分子イオンピーク、同位体ピー久フラグメントピーク）を説明ができる。  

4）塩素原子や臭素原子を含む化合物のマススペクトノlの特徴を説明できる。   

5）代表的なフラグメンテーションについて概説できる。  

6）高分解能マススペクトルにおける分子式の決定法を説明できる。   

7）基本的な化合物のマススペクトルを解析できる。（技抱  
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【比旋光度】   

到達目標：  

1）比旋光度測定法の概略を説明できる。  

△2）実測値を用いて比旋光度を計算できる。・（技能）  

△3）・比旋光度と絶対配置の関係を説明できる。  

△4）旋光分散と円二色性について、原理の概略と用途を説明できる。   

【総合演習】   

到達目標：  

1）代表的な機器分析法を用いて、基本的な化合物の構造決定かできる。（技昔日  

C－5 ターゲット分子の合成  

「股目標：  

入手容易なイ蛤物を出発物質として、匝琴張を含む目肘掛、イヒ学変換するために、有機合成法の基本的  

知識、・技能、態度を修得する。   

（1）官能基の導入・変換  

一「般目標：  

個々の官能基を導入、変換するために、それらに関する基本的知識と技能を修得する。  

到達目標：   

1）アルケンの代表的な合成法について説明できる。   

2）．アルキンの代表的な合成法について説明できる。   

3）有機ハロゲン化合物の代表的な合成法について説明できる。   

4）アルコールの代表的な合成法について説明できる。   

5）フェノールの代表的な合成法について説明できる。   

6）エーテルの代表的な合成法について説明できる。   

7）アルデヒドおよびケトンの代表的な合成法について説明できる。   

8）カノレポン酸の代表的な合成法について説明できる。   

9）カルポン酸誘導体（エステル、アミド、ニトリノh酸ハロゲン化物、酸無水物）の代表的な合成法につ  
いて説明できる。  

10）アミンの代表的な合成法について説明できる。  

11）．代表的な官能基選択的反応を列挙し、その機構と応用例について説明できる。  

12）代表的な官能基を他の官能基に変換できる。（技閑   

（2）複雑な化合物の合成  

一般目標：   

医薬品を含む目的化合物を合成するために、代表的な炭素骨格の構築法などに関する基本的知識、技能、態  

度を修得する。   

【炭素骨格の構築法】  

到達目標：   

1）Diels－Alder反応の特徴を具体例を用いて説明できる。   

2）転位反応を用いた代表的な炭素骨格の構築法を列挙できる。   

3）代表的な炭素酸のbXaと反応性の関係を説明できる。  
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4）代表的な炭素一炭素結合生成反応（アルドール反応、マロン酸エステノレ合・成、アセト酢酸エステル合成 

M立地el付加、Man山血反応、蝕i酔ad反応、Ⅷ血g反応など）について概説できるこ  

【位置および立体選釈性】  

到達目標：  

－     一憫な位置選択占ちj丈応を列挙し、そ端と応用例iこ？欄   

2）代表的な立体選択的反応を列挙し、その機構と応用例について説明できる。   

【保護基】   

到達目標：  

△1）官能基毎に代表的な保護墓を列挙し、その応用例を説明できる。   

【光学瀞l封ヒ合物】   

到達目標：  

1）光学浄財ヒ合物を得るための代表的な手法（光学分割、不斉合成など）を説明できる。   

【給合演習】   

到達目標：  

1）課題として与えられた化合物の合成法を立案できる。（知識■技有鉛  

△2）課題として与えられた医薬品を合成できる。（技音斡  

△3）反応廃液を適切に処理する。（技能・態度）  

C－6生体分子・医薬品を化学で理解する  

一般目標：   

生体分子の機能と医薬品の作用を化学構造と関連づけて理解するために、それらに関連する基本的知識と技  

能を修得する。   

（1）生体分子のコアとパーツ  

ー般目標：   

生体分子の機能を理解するために、生体分子の基本構造とその化学的性質に関する基本的知識を修得する。   

【生体分子の化学構造】  

到達目標：  

1）タンパク質の高次構造を規定する結合（アミド基間？水素結合、ジスルフィド結合など）および相互作  

用について説明できる。   

2）糖類および多糖類の基本構造を概説できる。   

3）糖とタンパク質の代表的な結合様式を示すことができる。   

4）核酸の立体構造を規定する化学結合、相互作屑について説明できる。   

5）生体膜を構成する脂質の化学構造の特徴を説明できる。 

【生体内で機能する複素環】   

到達目標：   

1）生体内に存在する代表的な複…転封ヒ合物を列挙し、構造式を書くことができる。   

2）核酸塩基の構造を書き、水素結合を形成する位置を示すことができる。  

△3）複素環を含む代表的な補酵素（フラビン、NAD、チアミン、ビリドキサーノh葉酸など）の機能を化学  

反応性と関連させて説明できる。  
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【生体内で機能する錯体・無擁化合物】   

到達目標：  

1）生体内に存在する代表的な金属イオンおよび錯体の機能について説明できる。   

2）活性酸素の構造、電子配置と性質を説明できる。   

3）一酸化窒素の電子配置と性質を説明できる。   

【化学から観る生体ダイナミクス】   

到達目標：  

1）代表的な酵素の基質結合部位が有する構造上の特徴を具体例を挙げて説明できる。  

△2）代表的な酵素（キモトリプシン、リボヌクレアーゼなど）の作用機構を分子レベルで説明できる。  

△3）タンパク質リン酸化におけるAI？の役割を化学的に説明できる。   

（2）医薬品わコアとパーツ  

ー般目標：   

医薬品の作用を化学構造と関連づけて理解するために、医薬品に含まれる代表的な構造とその性質に関する  

基本的知識と技能を修得する。   

【医薬品のコンポーネント】   

到達目標：  

1）代表的な医薬品のコア構造（ファーマコフォア）を指摘し、分類できるご  

△2）医薬品に含まれる代表的な官能基を、その性質によっ 

【医薬品に含まれる複素環】   

到達目標：  

1）医薬品として複素卿ヒ合物が繁用される根拠を説明できる。   

2）医薬品！こ含まれる代表的な複素衆化合物を指摘し、分類することができるD   

3）代表申な芳香族複素環化合物の性質を芳香族性と関連づけて説明できる。   

4）代表的芳香族複素環の求亀子試薬に対する反応性および配向性について説明できる。   

5）代表的芳香族複素環の求核試薬に対する反応性および配向性について説明できる。   

【医薬品と生体高分子】   

到達目標：   

1）生体高分子と非共有結合的に相互作用しうる官能基を列挙できる。  

2）生体高分子と共有結合で相互作用しうる官能基を列挙できる。  

△3）分子模型、コンピューターソフトなどを用いて化学物質の立体構造をシミュレートできる。伽識・技舌扮   

【生体分子を模倣した医薬品】   

到達目標：  

1）カテコールアミンアナログの医薬品を列挙し、亘れらの化学構造を比較できる。   
2）アセチルコリンアナログの医薬品を列挙し、それらの化学構造を比故できる。   

3）ステロイドアナログの医薬品を列挙し、それらの化学構造を比較できる。   

4）核酸アナログの医薬品を列挙し、・それらの化学構造を比較できる。   

5）ペフチドアナログの医薬品を列挙し、それらの化学構造を比較できる。   

【生体内分子と反応する医薬品】   

到達目標例示）：   

1）アルキ／叫ヒ剤とDNA塩基の反応を説明できる。  
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2）インタ∵カレークーの作用機序を図示し、説明できる。  

3）β－ラクタムを持つ医薬品の作用磯序を化学的に説明できる。  

C－7 自然が生み出す薬物  

および天然物質の含有成分の単離、構温物性、生合成系などについての基本的知識と、それらを活用するた  

めの基本的技能を修得する。   

（1）薬になる動植鉱物  

一般目標：   

薬として用いられる動物・植物・鉱物由来の生薬の基本的性質を理解するために、それらの基原、性状、含  

有成分、生合皮品質評価、生産と流通、歴史的背景などについての基柵およびそれらを活用するた  

めの基本的技能を修得する。   

【生薬とは何か】   

到達目標：  

1）代表的な生薬を列挙し、その特徴を説明できる。 

2）生薬の歴史について概説できる。  

△3）生薬の生産と流通について概説できる。   

【薬用植物】   

到達目標：  

△1）代表的な薬用植物の形態を観察する。（技能）   

2）代表的な薬用植物の学名、薬用部位、薬効などを列挙できる。   

3）代表的な生薬の産地と基原植物の関係について、具体例を挙げて説明できる。  

△4）代表的な薬用植物を形態が似ている植物と区別できる。（技能）   

5）代表的な薬用植物に含有される薬効成分を革明できる。   

【植物以外の医薬資源】   

到達目標：   

1）動物、鉱物由来の医薬品について具体例を挙げて説明できる。   

【生薬成分の構造と生合成】  

到達目標：   

1）代表的 

2）代表的なテルペノイドり構造を生合成経路に基づいて説明し、その基原植物を挙げることができる。   

3）代表的な強心配糖体の構造を生合成経路に基づいて説明し、その基原植物を挙げることができる。   

4）代表的なアルカロイドの構造を生合成経路に基づいて説明し、その基原植物を挙げることができる。   

5）代表的なフラボノイドの構造を生合成経路に基づいて説明し、その基原植物を挙げることができる。   

6）代表的なフ▲ェニルプロパノイドの構造を生合成経路に基づいて説明し、その基原植物を挙げることができ  

る。   

7）代表的なポリケチドの構造を生合成経路に基づいて説明し、その基原植物を挙げることができる。   

【農薬、香粧品としての利用】   

到達目標：   

1）天然物質の農薬、香粧晶などの原料としての有用性について、具体例を挙げて説明できる。  
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【生薬の同定と品質評価】   

到達目標：  

1）日本薬局方の生薬総則および生薬試験法について説明できる。   

2）代表的な生薬を鑑別できる。（技能）  

△3）代表的な生薬の確諮試験を実施できる。（技能）  

△4）代表的な生薬の純度試験を実施できる。（技能）   

5）生薬の同定と品質評価法について概説できる。   

（2）薬の宝庫としての天然物  

「般目標：   

医薬品開発における天然物の重要性と多様性を理解するために、自然界由来のシーズ（医薬品の種）および  

抗生物質などに関する基本的知識と技能を修得する。   

【シーズの探索】   

到達目標：  

1）医薬品として使われている天然有機化合物およびその誘導体を、具体例を挙げて説明できる。  

△2）シーズの探索に貢献してきた伝統医学、民族植物学を例示して概説できる。  

△3）医薬原料としての天然物質の資源確保に関して問短点を列挙できる。   

【天然物質の取扱い】   

到達目標：  

1）天然物質の代表的な抽出法、分離精製法を列挙し、実施できる。■（技能）  

牟2）代表的な天然有機化合物の構造決定法について具体例を挙げて概説できる。   

【微生物が生み出す医薬品】   

到達目標：   

1）抗生物質とは何かを説明し、化学構造に基づいて分類できる。   

【発酵による医薬品の生産】   

到達目標：   

1）微生物による抗生物質（ペニシリン、ストレプトマイシンなど）生産の過程を概説できる。   

【発酵による有用物質の生産】   

到達目標：   

1）微生物の生産する代表的な糖質、酵素を列挙し、利用法を説明できる。   

（3）現代医療の中の生薬・漢方薬 

「股目標：   

現代医療で佐用される生薬・漢方薬について理解するために、漠方医学の考え方、代表的な漢方処方の適用、  

薬効評価法についての基本的知識と技能を修得する。   

【漢方医学の基経】   

到達目標：   

1）漢方医学の特徴について概説できる。   

2）漢方薬と民間薬、代替医療との相違について説明できる。   

3）漢方薬と西洋薬の基本的な利用法の違いを概説できる。   

4）漢方処方と「証」との関係について概説できる。  
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5）代表的な漢方処方の適応症と配合生薬を説明できる。   

6）漢方処方に配合されている代表的な生薬を例示し、その有効成分を説明できる。  

△7）漢方エキス製剤の特徴を煎液と比較して列挙できる。   

【漢方処方の応用】  

対達呂掠：  

1）代表的な疾患に用いられる生薬及び漢方処方の応用、使用上の注意について概説できる。  

2）漢方薬の代表的な副作用や注意事項を説明できる。  

【生物系薬学を学ぶ】  

C8 生命体の成り立ち  

一般目標：   

生命体の成り立ちを個体、器官、細胞レベルで理解するために、生命体の構造と機能調節などに関する基本  

的知識、技能、態度を修得する。   

（1）ヒトの成り立ち  

「般目標：   

人体の基本構造を理解するために、各器官系の構造と機能に関する基本的知識を修得する。   

【概論】  

到達目標：  

1）ヒトの身体を構成する勝誇の名称、形態および体内での位置を説明できる。   

2）ヒトの身体を構成する各臓器の役割分担について概説できる。   

【神経系】   

到達目標：  

1）中枢神経系の構成と機能の概要を説明できる。  

2）俸街中経系の構成と機能の概要を説明できる。   

3）自律神経系の構成と機能の概要を説明できる。   

【骨格系・筋肉系】   

到達目標：  

1）主な骨と関節の名称を挙げ、位置を示すことができる。   

2）主な骨格筋の名称を挙げ、位置を示すことができる。   

【皮膚】   

到達目標：  

1）皮膚について機能と構造を関連づけて説明できる。   

【循環器系】   

到達目標：  

1）心臓について機能と構造を関連づけて説明できる。   

2）血管系について機能と構造を関連づけて説明できる。   

3）リンパ系について機能と構造を関連づけて説明できる。  
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【呼吸器系】  

到達目標：●  

1）肺、気管支について機能と構造を関連づけて説明できる。  

【消化器系】  

到達目標：  

1）胃、小陽、大腸などの消化管について機能と構造を関連づけて説明できる。  

2）月刊臥膵臓、月旦嚢について機能と構造を関連づけて説明できる。  

【泌尿器系】   

到達目標：  

1）腎臓、膀胱などの泌尿器系臓呂割こついて機能と構造を関連づけて説明できる。   

【生殖器系】   

到達目標：  

1） 

【内分泌系】   

到達目標：  

1）脳下垂体こ 甲状腺、副腎などの内分泌系臓掛こついて機能と構造を関連づけて説明できる。   

【感覚器系】   

到達目標：  

1）眼、耳、鼻などの感覚器について機能と構造を関連づけて説明できる？   

【血液■造血誰系】   

到達目標：  

1）骨髄、牌臓、胸腺などの血液t造血米系臓掛こついて機能と構造を関連づけて説明できる。   

（2）．生命体の基本単位としての細胞  

一般目標：   

多細胞生物の成り立ちを細胞レバンレで理解するために、細胞の増殖、分化、死の制御と組織構築に関する基  

本的知識を修得し、それらを扱うための基本的技能を身につける。   

【細胞と組織】  、   

到達目標：  

1）細胞集合による組織構築につヤ、て説明できるb   

2）臓乱組織を構成する代表的な細胞の種棟を列挙し、形態的串よび機能的特徴を説明できる。  

△3）代表的な細胞および組織を顕微鏡を用いて観察できる二（技能）   

【細胞膜】   

到達目標：  

1）細拗莫の構造と性質について説明できる。   

2）細月割莫を構成する代表的な生体分子を列挙し、その機能を説明できる。   

3）細月湖莫を介した物質移動について説明できる。  
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【細胞内小器官】  

到達目標：  

1）卿包内小器官骸、ミトコンドリア、′＝抱体、リソソーム、カレジ軋ペルオキシソームなど）の構造  
と機能を説明できる。  

【細胞の分裂と元】   

到達目標：  

1）体細胞分裂の機構について説明できる。   

2）生殖細胞の分裂機構について説明できる。   

3）アポトーシスとネクローシスについて説明できる。   

4）正常細胞とがん細胞の違いを対比して説明できる。   

【細胞間コミュニケーション】   

到達目標：  

1）細胞間の接着構造、主な細胞接着分子の種類と特徴を説明できる。   

2）主な細胞外マトリックス分子の種類、分布、性質を説明できる。   

（3）生体の機能調節  

一般目標：   

ホメオスタシス（恒常性）の維持機構を個体レベルで理解するために、生体のダイナミックな調節機構に関  

する基本的知識を修得する。   

【神経・筋の調節1幾常】   

到達目標：  

1）神経系の興奮と伝導の調節機構を説明できる。   

2）シナプス伝達の調節機構を説明できる。   

3）神経系、感覚器を介するホメオスタシスの調節機構の代表例を列挙し、概説できる。   
4）筋収縮の調節機構を説明できる。   

【ホルモンによる調節機構】   

到達目標： 

1）主要なホルモンの分泌除構および作用機構を説明できる。   

2）血糖の調節機構を説明できる。   

【循環・呼吸系の調節機構】   

到達目標．：   

1）血圧の調節機構を説明できる。   

2）肺および組織におけるガス交換を説明できる。   

3）血液凝固・線捧系の機構を説明できる。   

【体液の調節機構】   

到達目標：   

1）体液の調節機構を説明できる。   

2）尿の生粛幾構、尿量の調節機構を説明できる。  
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【消化・吸収の調節梯構】  

到達目標：  

■1）消化、吸収における神経の役割について説明できる。  

2）消イヒ吸収におけるホルモンの役割について説明できる。  

【体温の調節機構】  

到達目標：  

1）体温の調節ヰ幾構を説明できる。  

（4）小さな生き物たち  

一般目標：   

微生物の基本的性状を理解するために、微生物の分類、構造、生活史などに関する基本的知識を修得し、併  

せて代表的な微生物取扱いのための基本的技能と態度を身につける。   

【】   

到達目標：  

1）生態系の中での微生物の役割について説明できる。   

2）原核生物と真核生物の違いを説明できる。  

【細   

到達目標：  

1）細菌の構準と増殖機構を説明できる。  

△2） 

3）グラム陽性菌と陰性菌、好気性菌と嫌気性菌の違いを説明できる。   

4）マイコプラズマ、リケッチア、クラミジア、スピロへ⊥タ、放線菌についてその静性を説明できる。   
5）腸内細菌の役割について説明できる。   

6）細菌の遺伝子伝達（接合、形質導入、形質転換）について説明できる。  

【細菌毒素】   

到達目標：  

1）代表的な細菌毒素の作用を説明できる。   

lウイノレス】   

到達目標：  

1）代表的なウイルスの構造と増殖過程を説明できる。  

△2）ウイルスの分類法について概説できる。  

△3）代表的な動物ウイルスの培養法、定量陰について説明できる。   

【真菌■・原虫・その他の微生物】   

到達目標：  

1）主な真菌の性状について説明できる。  

△2）主な原虫、寄生虫の生活史について説明できる。   

【消毒と滅菌】   

到達目標：  

1）滅菌、消毒、防腐および殺菌、静菌の概念を説明できる。  

△2）主な消毒薬を適切に使用する。（技能■態度）  
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△3）主な滅菌法を実施できる。（技能）   

【検出方法】   

到達目標：  

△1）グラム染色を実施できる。（技能）  

（OSCEの対象）  

△3）代表的な細菌または真菌の分離培養、  

△4）細菌の同定に用いる代表的な試験法  

説明できる。  

△5）代表的な細菌を同定できる。（技能）  

純培養を実施できるn（技能）  

（生化学的性状試験、血清型別試験、分子生物学的試験）について  

C9 生命をミクロに理解する  

「般目標：   

生物をミクロなレ′勺レで理解するために、細胞の機能や生命活動を支える分子の役割についての基本的知識  

を修得し、併せてそれらわ生体分子を取り扱うための基本的技能と態度を身につける。   

（1）細胞を構成する分子  

一般 

生命の活動単位としての細胞の成り立ちを分子レベルで理解するために、その構成分子の構造、生合成、性  

状、＿機能に関する基本的知識を修得し、それらを取り扱うための基本的技能を身につける。   

【質】   

到達目標：   

1）脂質を分類し、構造の特徴と役割を説明できる。   

2）脂肪酸の種類と役割を説明できる。   

3）脂肪酸の生合成経路を説明できる。   

4）コレステロールの生合成経路と代謝を説明できる。   

【糖質】   

到達目標：  

1）グルコ」スの構造、性質、役割を説明できる・。   

2）グルコース以外の代表的な単糖、および二糖の種類、構造、性質、役割を説明できる。   

3）代表的な多糖の構造と役割を説明できる。  

△4．）糖質の定性および定量試験法を実施できる」（技昔日   

【アミノ酸】   

到達目標：   

1）アミノ酸を列挙し、その構造に基づいで性質を説明できる。   

2）アミノ酸分子中の炭素および窒素の代謝について説明できる。  

△3）アミノ酸の定性および定量試験法を実施できる。肢謁   

【ビタミン】   

到達目標：  

1）水溶性ビタミンを列挙し、各々の構造、基本的牡監補酵素や構欠分子として関与すも生体内反応につ  
いて説明できる。   

2）脂溶性ビタミンを列挙し、各々の構息基本的性質と生理機能を説明できる。  
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3）ビタミンの欠乏と過剰による症状を説明できる。   

（2）生命情報を担う遺伝子  

一般目標：   

生命のプログラムである遺伝子を理解するために、核酸の敵機能および代謝に関する基本的知識を修得  

する。   

【ヌクレオチドと核酸】   

到達目標：   

1）核酸塩基の代謝（生合成と分解）を説明できる。   

2）DNAの構造について説明できる。   

3）・RNA．の構造について説明できる。   

【遺伝情報を担う分子】   

到達目標：  

1）遺伝子発現に関するセントラルドグマについて概説できる。   

2）・DNA鎖とRNA鎖の類似点と相違点を説明できる。   

3）ゲノムと遺伝子の関係を説明できる。   

4）染色体の構造を説明できる。   

5）遺伝子の構造に関する基本的用語（プロモーター、エンハンサー、エキソン、イントロンなど）を説明  

できる。   

6）RNAの種類と働きについて説明できる云   

【転写と翻訳のメカニズム】   

到達目標：  

1）DNAからRNAへの転写について説明できる。   

2）転写の調節について、例を挙げて説明できる。   

3）RNAのプロセシングについて説明できる。   

4）RNAからタンパク質への翻訳の過程について説明できる。   

5）リボソームの構造と機能について説明できる。   

【遺伝子の複製・変異・修復】   

到達目標．：  

1）DNAの複製の過程について説明できる。   

2）遺伝子の変異（突然変異）について説明できる。   

3）DNAの修復の過程について説明できる。   

【遺伝子多型】   

到達目標：  

1）一塩基変異岱NPs）が機能におよぽす影響について概説できる。   

（3）生命活動を担うタンパク質  

「一一般目標‾：   

生命活動の担い手であるタンパク質、酵素について理解するために、その構造、性状、代謝についての基本  

的知識を修得し、それらを取り扱うための基本的技能を身につける。  
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【タンパク質の構造と機能】  

到達目標：  

1）タンパク質の主要な機能を列挙できる。  

2）タンパク質の一次、二次、三次、四次構造を説明できる。  

3）タンパク質の機能発現に必要な翻訳後修飾について説明できる。  

【酵素】   

到達目標：  

1）酵素反応の特性を一般的な化学反応と対比させて説明できる。 

2）酵素を反応様式により分類し、代表的なものについて性質と役割を説明できる。   

3）酵素反応における補酵素、 

4）酵素反応速度論について説明できる。   

5）代表的な酵素活性諦節機構を説明できる。  

△6）代表的な酵素の活性を測定できる。 

【酵素以外の機能タンパク質】   

到達目標：  

1）細胞内外の物質や情報の授受に必要なタンパク質（受容体、チャネルなど）の構造と機能を概説できる。   

2）物質の輸送を担うタンパク質の構造と機能を概説できる。   

3）血梁リポタンパク質の種類と機能を概説できる。   

4）細胞内で情報を伝達する主要なタンパク質を列挙し、その機能を概説できる。   

5）細胞骨格を形成するタンパク質の種類と役害耶こついて概説できる。   

【タンパク質の取扱い】   

到達目標：  

△1）タンパク質の定性、定量試験法を実施できる。（技能）   

2）タンパク質の分離、精製と分子量の測定法を説明し、実施できる。（知識・・技能）  

△3）タンパク質のアミノ酸配列決定法を説明できる。   

（4）生体エネルギー  

ー般目標：  

生命活動が生体エネルギーにより支えられていることを理解するために、食物成分からのエネルギーの産生、  

および糖質、脂質、タンパク質の代謝に関する基本的知識を修得し、．それらを取り扱うための基本的技能を身  

につける。   

【栄養素の利用】   

到達目標：  

1）食物中の栄養成分の消化・吸収、体内過般について概説できる。   

【A：鱒の産生】   

到達目標：   

1）ÅⅠ？が高エネルギー化合物であることを、化学構造をもとに説明できる。   

2）解糖系について説明できる。   

3）クエン酸回路について説明できる。   

4）電子伝達系（酸化的リン酸化）について説明できる。   

5）脂肪酸のβ酸化反応について説明できる。   

6）アセチルCoAのエネルギー代謝における役割を説明できる。  
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7）エネルギー産生におけるミトコンドリアの役割を説明できる。   

8）ÅⅠ？産生阻害物質を列挙し、その阻害機構を説明できる。   

9）ベントースリン酸回路の生理的役割を説明できる。  

1d）アノ｝コーノ巧発酵、乳酸発酵の生理的役割を説明できる。   

【飢餓状態と飽食状態】 

到達目標：  

1）グリコーゲンの役割について説明できる。   

2）、糖新生について説明できる。   

3）飢餓状態のエネルギー代謝（ケトン体の利用など）について説明できる。   

4）余剰のエネルギーを蓄えるしくみを説明できる。   

5）食餌性の血糖変動について説明できる。   

6）インスリンとグルカゴンの役割を説明できる。   

7）糖から脂肪顧卜の合成経路を説明できる。   

8）ケト原性アミノ酸と糖尿性アミノ酸について説明できる。   

（5）生理活性分子とシグナル分子  

一般目標：   

生体のダイナミックな情報ネッ 

の種類、作用発現健棒などに関する基本的知識を修得する。 

【ホルモン】   

到達目標：  

1）代表的なべフチド性ホルモンを挙げ、その産生株数生理作用および分泌調節機構を説明できる。  

2）代表的なアミノ酸誘導俸ホルモンを挙げ、その構嵐産腺生理作用および分泌調節機構を説明で  

きる。  

3）代表的なステロイドホルモンを挙げ、その様喜、産生除数生理作用および分泌調節機構を説明できる。   

4）代表的なホルモン異常による疾患を挙げ、その病態を説明できる。   

【オしタコイドなど】  

到達目標：  

1）エイコサノイドとはどのようなものか説明できる。   

2）代表的なエイコサノイドを挙げ、その生合成経路を説明できる。   

3）代表的なェイコサノイドを挙げ、その生理的意義（生理活性）を説明できる。   

4）主な生理活性アミン（セロトニン、ヒスタミンなど）の生合成と役割について説明できる。   

5）主な生理活性ペプチド（アンギオテンシン、ブラジキニンなど）の役割について説明できる。   

6）一酸化窒素の生合成経路と生体内での役割を説明できる。   

【神経伝達物質】   

到達目標：  

1）モノアミン系神経伝達物質を列挙し、その生合成経路、分解経路、生理悟性を説明できる。 
2）アミノ酸系神経伝達物質を列挙し、その生合成経路、分解経路、生理活性を説明できる。   

3）ペプチド系神経伝達物質を列挙し、その生合成経路、分解経路、生理括瞳を説明できる。   

4）アセチルコリンの生合成経路、分解経路、生理活性を説明できる。  

27  

32   

ー．r  t●  

「1l   



【サイトカイン・増殖因子・ケモカイン】   

到達目標：  

1）代表的なサイトカインを挙げ、それらの役割を概説できる。   

2）代表的な増殖因子を挙げ、それらの役割を概説できる。  

△3）代表的なケモカインを挙げ、それらの役割を概説できる。  

【細胞内情報伝達】   

到達目標：  

1）細胞内情報伝達に関与するセカンドメッセンジャーおよびカノレンウムイオンなどを、具体例を挙げて説  

明できる。 

2）細月割莫受容体からGタンパク系を介して細胞内へ情報を伝達する主な経路について概説できる。   

3）細胞膜受容体タンパク質などのリン酸化を介しで情報を伝達する主な経路について概説できる。   

4）代表的な細胞内（核内）受容体の具体例を挙げて説明できる。   

（6）適転子を操作する  

一般目標：   

バイオテクノロジーを薬学領域で応用できるようになるために、遺伝子操作に関する基本的知識、技能、態  

度を修得する。   

【遺伝子操作の基本】   

到達目標：   

1）組換えDNA技術の概要を説明できる。  

△2）細胞からDNAを抽出できる。（技能）  

△3）DNAを制限酵素により切断し、電気泳動法により分離できる。（技能）  

△4）組換えDNA実験指針を理解し守る。（態度）  

△5）遺伝子取扱いに関する安全性と倫理について配慮する。（態度）   

【遺伝子のクローニング技術】   

到達目標：   

1）遺伝子クロゝ－ニング法の概要を説明できる。   

2）d〕NAとゲノミックDNAの違いについて説明できる。   

3）遺伝子ライブラリーについて説明できる。   

4）PCR法による遺伝子増幅の原理を説明し、実施できる。（知識・技能）   

5）mの逆転写と逆転写酵素について説明できる。   

6）．DNA塩基配列の決定法を説明できる。  

△7）コンピューターを用いて特徴的な塩基配列を検索できる。（技能）   

【遺伝子機能の解析技術】   

到達目標：   

1・）細胞（組織）における特定のDNAおよびRNAを検出する方法を説明できる。   

2）外来遺伝子を柵月包中で発現させる方法を概説できる。  

△3）特定の遺伝子を導入した動物、あるいは特定の遺伝子を破壊した動物の作成法を概説できる。  

△4）遺伝子工学の医療分野での応用について例を挙げて説明できる。  
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ClO 生体防御  

一硬目標：   

内的、外的要甲によって生体の恒常性が崩れた時に生ずる変化を理解するために、生体防御機構とその破綻  

による疾患、および代表的な外的要因としての病原微生物に関する基本的知識と技能を修得する。 

（1）身体をまもる  

－一般目標：  

ヒトの主な生体防御反応について、その機構を組織、細胞、分子レ／勺レで理解するために、免疫系に関する  

基本的知識を修得する。   

【生体防御反応】   

到達目標：  

1）自然免疫と獲得免疫の特徴とその違いを説明できる。 

2）■異物の直入に対する物理的、生理的、化学的バリアーにつ∨、て説明できる。   

3）補体について、その活性化経路と機能を説明セきる。   

4）免疫反応の特徴（自己と非自己、特異性、記憶）を説明できる。   

5）クローン選択説を説明できる。   

6）体液性免疫と細胞性免疫を比較して説明できる。   

【免疫を担当する範織・細胞】   

到達目標：  

1）免疫に関与する組織と細胞を列挙できる。   

2）免疫担当細胞の種板と役割を説明できる。   

3）食細胞が自然免疫で果たす役割を説明できる。   

4）免疫反応における主な細胞間ネットワークについて説明できるこ   

一分子レベルで見た免疫のしくみ】   

到達目標： 

1）抗体分子の種類、嘩造、役割を説明できる。   

2）MHC抗原の構造と機能およ 

3）■T細胞によ●る抗原の認識について説明できる。   

4）抗体分子およびT細胞抗原受容体の多様性を生み出す機構（遺伝子再構成）を概説できる。   

5）免疫系に関わる主なサイトカイン、ケモカインを挙げ、その作用を説明できる。   

（2）免疫系の破綻・・免疫系の応用  

一般目標：   

免疫反応に基づく生体の異常を理解するために、代表的な免疫関連疾患についての基本的知識を修得する。  

併せて、免疫反応の臨床応用に関する基本的知識と技能を身につける。   

【免疫系が関係する疾患】 

到達目標：   

1）アレルギーについて分類し、担当細胞および反応機構を説明できる。  

2）炎症の一般的症状、担当細胞および反応機構について説明できる。   

3）代表的な自己免疫疾患の特徴と成因について説明できる。   

4）代表的な免疫不全症候群を挙げ、その特徴と成因を説明できる。  
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【免疫応答のコントロール】  

到達目標：  

1）臓器移植と免疫反応の関わり（拒絶反応、免疫抑制剤など）について説明できる。  

2）細菌、ウイルス、寄生虫などの感染症と免疫応答との関わりについて説明できる．  

3）腫瘍排除に関与する免疫反応について説明できる。  

△4）代表的な免疫賦括療時について概説できる。   

【予防接種】   

到達目標：  

1）予防接種め原理とワクチンにつレ）て説明できる。   

2）主なワクチン（生ワクチン、不倍化ワクチン、トキソイド、混合ワクチン）について基本的特徴を説明  

でき卑。   

3）予防接種について，その種類と実施状況を説明できる。   

【免疫反応の利用】   

到達目標：  

△1）モノクローナル抗体とポリクローナ）レ抗体の作製方法を説明できる。   

2）抗原抗体反応を利用した代表的な検査方法の原理を説明できる。  

△3）沈降、凝集反応を利用して抗原を検出できる。（技能）  

△4）EuSA法、ウエスタンプロット法などを用いて抗原を検出、判定できる。（技能）   

（3）感染症にかかる  

「般目標： 

代表的な感染症を理解するため、・病原微生物に関する基本的知識を修得する。   

【代表的な感染症】   

到達目標：   

1）主なDNAウイ／レス（△サイトメガロウイルス、△EBウイルス、ヒトノリレペスウイルス、△アデノウ  

イルス、△パルボウイルスB19、B型肝炎ウイルス）が引き起こす代表的な疾患について概説できる。   

2）主なRNAウイルス（△ポリオウイルス、△コクサッキーウイルス、△エコーウイルス、△ライノウイ  

ルス、A型肝炎ウイルス、d型肝炎ウイルス、インフルエンザウイルス、△麻疹ウイルス、△ムンブスウ  

イルス）が引き起こす代表的な疾患について概説できる。   

3）レトロウイルス 仕ⅡⅤ、IiⅥ＿Ⅴ）が引き起こす疾患について概説できる。   

4）グラム陽性球菌（ブドウ球菌、レンサ球菌）の細菌学的特徴とそれが引き起こす代表的な疾患について  

概説できる。   

5）グラム陰性球菌（淋菌、△髄膜炎菌）の細菌学的特徴とそれが引き起こす代表的な疾患について概説で  

きる。   

6）グラム陽性梓菌（破傷風菌、△ガス壊症菌、ボツリヌス菌、△ジフテリア菌、△炭症菌）の細菌学的特  

徴とそれが引き起こす代表的な疾患について概説できる。   

7）グラム陰性梓菌（大腸菌、赤痢菌、サルモネラ菌、△チフス菌、△ペスト菌、コレラ菌、△百日咳菌、  

腸炎ビブリオ菌、緑膿菌、△ブルセラ菌、レジオネラ菌、△インフルエンザ菌）の細菌学的特徴とそれ  

が引き起こす代表的な疾患について概説できる。   

8）グラム陰性スビリルム属病原菌（ヘリコバククー・ピロリ菌）の細菌学的特徴とそれが引き起こす代表  

的な疾患にっいて概説できる。   

9）抗酸菌（結核菌、非定型抗酸菌）の細菌学的特徴とそれが引き起こす代表的な疾患について概説できる。  

10）スピロヘー一夕、マイコプラズマ、リケッチア、クラミジアの微生物学的樹敦とそれが引き起こす代表的  

な疾患について概説できる。  
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11）裏革（アスペルギルス、クリプトコックス、カンジグ、△ムーコノりの微生物学的特徴とそれが引き起   

こす代表的な疾患について概説できる云  

12）代表的な原虫、寄生虫の代表的な疾廠こついて概説できる。．  
13）プリオン感染症の病原体の特徴と発症機序について概説できる。   

【感染症の予防】  

到達目標  

1）院内感染について、発生要因、感染経路、原因微生物、・およびその防止対策を概説できる。  

【健康と環境】  

Cll健康  

一般目標：   

人とその集団の健康の維持、向上に貢献できるようになるために、栄養と健康、現代社会における疾病とそ  

の予防に関する基本的知識、技畝．．態度を修得する。   

（1）栄養と健康  

一般目標：   

健康維持に必要な栄蕪を科学的に理解するために、栄蓑素、代謝、食品の安全性と衛生管理などに関する基  
本的知識と技能を修得する。   

【栄養素】   

到達目標：  

1）栄養素（三大栄養素、ビタミン、ミネラル）を列挙し、それぞれの役割について説明できる。   
2）各栄養素の消化、吸収、代謝のプロセスを概説できる。   

3）脂質の体内運搬における血祭リポタンパク質の栄養学的意義を説明できる。   

4）食品中めタンパク質の栄養的な価値（栄養価）を説明できる。   

5）エネルギー代謝に関わる基礎代謝象呼吸商、エネルギー所要量の意味を説明できる。   

6）栄養素の栄養所要量の意義について説明できる。   

7）日本における栄養摂取の現状と問題点について説明できる。  

8）栄養素の過不足による主な疾病を列挙し、説明できる，   

【食品の品質と管理】   

到達目標：   

1）食品が腐敗する機構について説明できる。   

2）・油脂が変敗する機構を説明し、油脂の変質試験を実施できる。扶口識・技能）   

3）食品の褐変を引き起こす主な反応とその機構を説明できる。   

4）食品の変質を防ぐ方法（保存法）を説明できる。   

5）食品成分由来の発がん物質を列挙し、その生成1箆棒を説明できる。   

6）代表的な食品添加物を用途別に列挙し、それらの働きを説明できる。   

7）食品添加物の汝的規制と問題点について説明できる。  

△8）主な食品添加物の試験法を実施できる。（技能）   

9）代表的な保健機能食品を列挙し、その特徴を説明できる。  

10）遺伝子親換え食品の現状を説明し、その間題割こついて討議する。伽識・態度）  
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【食中毒】  

到達目標：  

1）食中毒の種類を列挙し、発生状況を説明できる。  

2）代表的な細菌性・ウイルス性食中毒を列挙し、それらの原因となる微生物の性質、症状、原因食品およ  

び予防方法にっいて説明できる。   

4）代表的なマイコトキシンを列挙し、それによる健康障革こついて概説できる。   

5）．化学物質（重金属、殊留農薬など）による食品汚染の具体例を挙げ、ヒトわ健康に及を封‾影響を説明で  

きる。   

（2）社会・集団と健康  

一一般目槙：   

社会に斜ナる集団の健康と疾病の現状およびその影響要因を把握するために、保健統計と疫学に関する基本  

的知識、技能、態度を修得する。   

【保健統計】   

到達目標：  

1）集団の健康と疾病の現状を把握する上で？人口統計の意義を概説できる。   

2）人口静態と人口動態にっいて説明できる。   

3）国勢調査の目的と意義を説明できる。   

4）死亡に関する様々な指標の定義と意義について説明できる。   

5）－人口の将来予測に必要な指標を列挙し、その意義について説明できる。   

【健康と疾病をめぐる日本の現状】   

到達目標：   

1）死因別死亡率の変遷について説明できる。  

2）日本における人口の推移と将来予測について説明できる。   

3）高齢化と少子化により一もたらされる問題点を列挙し、討議する。（知識・態度）   

【疫学】   

到達目標：  

1）疾病の予防における疫学の役割を説明できる。   

2）疫学の三要因（病因、環境要因、宿主要因）について説明できる。   

3）疫学の種類（記述疫学、分析疫学など）とその方法について説明できる。   

4）患者・対照研究の方準の概要を説明し、オッズ比を計算できる。（知識・技能）   

5）要因・対照研究（コホート研究）の方法の概要を説明し、相対危険度、寄与危険度を計算できる。牧口識・  

技個  

△6）医薬品の作用・副作用の調査における疫学的手法の有用性を概説できる。  

△7）疫学データを解釈する上での注意点を列挙できる。   

（3）疾病の予防  

∵般目標：   

公衆衛生の向上に貢献するために、感染症、生活習慣病、職業病についての現状とその予防に関する基本的  

知識、技能、態度を修得する。  
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【健康とは】  

到達目標：  

1）健康と疾病の概念の変遷と、その理由を説明できる。   

2）世界保健機構（1略IO）・の役割について概説できる。   

【疾病の予防とは】   

到達目標：  

1）疾病中予防について、一次、二次、三次予防という言葉を用いて説明できる。   

2）疾病の予防における予防接種の意義につい七説明できる。   

3）新生児マススクリーニングの意義について説明し、代表的な検査項目を列挙できる。  

△4）疾病の予防における薬剤師の役割について討蔑する。（態度）   

【感簸症の現状とその予防】   

到達目標： 

1）現代における感染症（日和見感染、院内感染、．国際感染症など）の特徴について説明できる。   

2）新興惑染症および再興感染症について代表的な例を挙げて説明できる。 

3）⊥、二、三類感染症および代表的な四類感染症を列挙し、分類の根拠を説明できる。   

4）母刊感染する疾患を列挙し、その予防対策について説明できる。   

5）性行為感染症を列挙し、その予防対策と治療について説明できる。   

6）予防接種法と結核予防法の定める定期予防接種の種類を挙げ、．接種時期などを説明できる。   

【生活習慣病とその予防】   

到達目標：  

1）生活習慣病の種類とその動向について説明できる。   

2）生活習慣病のリスク要因を列挙できる。   

3）食生活と喫煙などの生活習慣と疾病の関わりについて説明できる。   

【職業病とその予防】   

到達目標：  

1）主な職業病を列挙し、その原因と症状を説明できる。  

C12 環境  

「般目標：  

人あ健康にとってより良い環境の維持と向上に貢献できるようになるために、化学物質の人への影響、およ  

び生活環境や地球生態系と人の健康との関わりについての基本的知識、技能、壌度を修得する。   

（1）・化学物質の生体への影響  

「般目標：   

有害な化学物質などの生体への影響を回避できるようになるために、化学物質の寺性などに関する基本的知．  

識を修得し、これに関連する基本的技能と態度を身につける。   

【化学物質の代謝・代謝的矧財ヒ】   

到達目標：  

1）代表的な有害化学物質の吸収、分布、代謝、排泄の基本的なプロセスについて説明できる。   

2）第丁相反応が関わる代謝、代謝的活性化について概説できるこ   

3）第二相反応が関わる代謝、代謝的活†封ヒについて概説できる。  
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【化学物質による発がん】  

到達目標：  

1）発がん性物質などの代謝的活性化の機構を列挙し、その反応機構を説明できる。  

2）変異原陛試験仏mes試験など）の原理を説明し、実施できる。（知識・技掲  

3）発がんのイニシエーションとプロモーションについて概説できる。  

【化学物質の毒性】   

到達目標：  

1）化学物質の善性を評価するための主な試験法を列挙し、概説できる。   

2）肝臓、閉嵐神経などに特異的に毒性を示す主な化学物質を列挙できる。   

3）重金属、農薬、PC玖ダイオキシンなどの代表的な有害化学物質の急性毒性、慢性毒性の特徴について 

説明できる。 

4）重金属や活性酸素による障害を防ぐための生体防御因子について具体例を挙げて説明できる。   

5）寿陛試験の結果を評価するのに必要な畳反応関係、開値、無毒性量肘OAEL）などについて概説でき  

る。   

6）化学物質の安全摂取量（1日許容摂取量など）について説明できる。   

7）′有害化学物質による人体影響を防ぐための法的規制（化審法など）を説甲できる。   

8）環境ホルモン（内分泌撹乱化学物質）が人の健康に及ぼす影響を説明し、その予防策を提案する。（態度）   

【化学物質による中毒と処置】   

到達目標：  

1）代表的な中毒原因物質の解毒処置法を説明できる？  

△2）化学物質の中毒量、作用器官、ヰ毒症状、救急処置法、解毒法を検索することができる。（技能）   

【電離放射線の生体への影響】   

到達目標：  

1）人に影響を与える電離放射線の種類を列挙できる。   

2）電離放射線被曝における線量と生体損傷の謀痕を体外被曝と体内被曝に分けて説明できる。   

3）電離放射線および放射性核種の標的臓器・組織を挙げ、その感受性の差異を説明できる。   

4）電離放射線の生体影響に変化を及ぼす因子（酸素効果など）について説明できる。   

5）電離放射線を防御する方法について概説できる。   

6）電離放射線の医療への応用について概説できる。   

【非電離放射線の生体への影響】   

到達目標：   

1）非電離放射線の種類を列挙できる。   

2）紫外線の種額を列挙し、その特徴と生体に及ぼす影響について説明できる。   

3）赤外線の種類を列挙し、その特徴と生体に及ぼす影響について説明できる。 

（2）生活環境と健康  

一般目標：   

生態系や生活環境を保全、維持するために、それらに影響を及ぼす自然現象、人為的活動を理解し、環境汚  

染物質などの成因、人体への影響、汚染防止、汚染除去などに関する基本的知識と技能を修得し、環覧の改善  

に向かって努力する態度を身につける。  
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【堆味環境と生態系】   

到達目標：  

1）地球環境の成り立ちについて概説できる。   

2）生態系の構成員を列挙し、その特徴と相互関係を説明できる。  

△3）人の健康と環境わ関係を人が生態系の一員であることをふまえて討議する。（態度）   

4）地球規模の環境問題の成因、人に与える影響について説明できる。   

5）食物連鎖を介した化学物質の生物濃縮について具体例を挙げて説明できる。   

6）化学物質の環境内動態と人の健康への影響につ†、て例を挙げて説明できる。   

7）環境中に存在する主な放射性核種・（天然、人工）を挙げ、人の健康への影響について説明できる。   

【水環境】   

到達目標：  

1）原水の種類を挙げ、特徴を説明できる。  

2）水の浄化法につし†て説明できる。   

3）水の塩素処理の原理と問題点について説明できる。   

4）水道水の水質基垂の主な項目を列挙し、測定できる。（知識・技能）   

5）下水処理および排水処理の主な方法について説明できる。   

6）水質汚濁の主な指標を水域ごとに列挙し、その意味を説明できる。  、  

△7）DO，BOD，CODを測定できる。（技能）  

8）富栄養化の原因とそれによってもたらされる問題点を挙げ、対策を説明できる。   

【大気環境】   

到達目標：  

1）空気の成分を説明できる。   

2）主な大気汚染物質を列挙し、その推移と発生源について説明できる。   

3）主な大気汚染物質の濃度を測定し、健康影響について説明できる。（知識・技能）   

4）大気汚染に影響する気象要因（逆転層など）を概説できる。   

【室内環境】   

到達目標：  

1）室内環境を評価するための代表的な指標を列挙し、測定できる。（知識・技音靭   

2）・室内環境と健廉との関係について説明できる。   

3）室内環境の保全のために配慮すべき事項について説明できる。   

4）シックハウス症候群について概説できる。   

【廃棄物】   

到達目標：  

1）廃棄物の種類を列挙できる。   

2）廃棄物処理の問題点を列挙し、その対策を説明できる。 

△3）医療廃棄物を安全に廃棄、処理する。（技能・態度）  

4）マニフェスト制度について説明できる。   

5）PRm法にづいて概説できる。   

【環境保全と法的規制】   

到達目標：  

1）典型七公害とその現状、および四大公害について説明できる。   

2）環境基本法の理念を説明できるこ  
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3）大気汚染を防止するための法規制について説明できる。  

4）水質汚濁を防止するための法規制について説明できる。  

【薬と疾病】  

C13薬の効くプロセス  

「般目標：   

医薬品の作用する過程を理解するために、代表的な薬物の作用、作用枚序」および体内での運命に関する基  

本的知識と態度を修得し、それらを応用する基本的技能を身につける。   

（1）薬の作用と生体内運命  

一般目標、：   

作用部位に達した薬物の量と作用により薬効が決まることを理解するために、薬物の生体内における動きと  

作用に関する基本的知識、技能、態度を修得する。   

【薬の作用】   

到達目標：  

1）薬物の用量と作用の関係を説明できる。   

2）アゴニストとアンタゴニストについて説明できる。   

3）薬物の作用するしくみについて、受容体、酵素およびチャネルを例に挙げて説明できる。   

4） 
5）薬物の作用発現に関連する代表的な細胞内情報伝達系を列挙し、浄財ヒされた場合の生理反応を説明で  

きる。   

6）薬効に個人差が生じる要因を列挙できる。   

7）代表的な尭物相互作用の機序について説明できる。   

8）薬物依存性について具体例を挙げて説明できる。   

【薬の運命】   

到達目標：  

1）薬物の体内動態（吸収、分布、代謝、排泄）と薬効発現の関わりについて説明できる。   

2）薬物の代表的な投与方法（剤形、投与経路）を列挙し、その意義を説明できる。   

3）経口投与された製剤が吸収されるまでに受ける変化脇壊、分散、溶解など）を説明できる。   

4）薬物の生体内分布における循環系の重要性を説明できる。   

5）生体内の薬物の主要な排泄経路を、例を挙げて説明できる。   

【薬の副作用】   

到達目標：  

1）薬物の主作用と副作用（有害作用）、毒性との関連について説明できる。   

2）副作用と有害事象の違いについて説明できる。   

【動物実験】   

到達目標：  

△1）動物実験における倫理について配慮する。（態度）  

△2）代表的な実験動物を適正に取り扱うことができる。（技能）  
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△3）実験動物での代表的な薬物投与法を実施できる。（技官扮   

（2）薬の効き方I  

r般目標：   

神経系、循環＝器系、呼吸器系に作用する薬物に関する基本的知識を修得し、その作用を検出するための基本  

的技能を身につける。   

【中枢神経系に作用する薬】   

到達目標：  

1）代表的な全身麻酔薬を挙げ、その薬理作用、機序、主な副作用について説明できる。   

2）代表的な催眠薬を挙げ、その薬理作用、機序、主な副作用について畠明セきる。   

3）代表的な鎮痛薬を挙げ、その薬理作用、機序、主な副作用について説明できる。   

4）代表的な中枢神経疾患（てんかん、イヾ－キンソン病、アルツハイマー病など）の治療薬を挙げ、その薬  

理作用、機序、主な副作用について説明できる。 

5）代表的な精神疾患（統合失調症、うつ病など）の治療薬を挙げ、その薬理作用、機序、主な副作用につ  

いて説明できる。  

△6）中枢神経に作用する代表的な薬物の効果を測定できる。   

【自律神経系に作用する薬】   

到達目標：  

1）交感神経系に作用し、その支配器官の機能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な副作  

用について説明できる。   

2）副効南中経系に作用し、その支配器官の機能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な副  

作用について説明できる。   

3）神経節に作用する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用について説明できる■。  

△4）自律神経系に作用する代表的な薬物の効果を測定できる。（技能））△技能であるからCm一には馬”染ま  

ない   

【知覚神経系・運動神経系に作用する薬】   

到達目療：  

1）知覚神経に作用する代表的な薬物備所麻酔薬な8を挙げ、薬理作用、磯序、主な副作用にちいて説  

明できる。   

2） 
△3）知覚神経、運動神経に作用する代表的な薬物の効果を測定できる。（技青斡） 

【循環轟系に作用する薬】   

到達目標：  

1）代表的な抗不整脈薬を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用について説明できる。   

2）代表的な心不全治療薬を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用について説明できる。   

3）代表的な虚血性心疾患治療薬を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用について説明できる。   

4）代表的な高血圧治療薬を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用について説明できる。   

【呼吸器系に作用する薬】   

到達目標：  

1）代表的な呼吸興奮薬を挙げJ薬理作用、機序、主な副作卿こついて説明できる。   

2）代表的な鎮咳・去疾薬を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用について説明できる。   

3）代表的な気管支喘息治療薬を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用について説明できる。  
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【化学構造】  

到達目標：  

1）上記の薬物のうち代表的なものについて基棉造を示すことができる。   

（3）薬の効き方Ⅱ   

内分泌系、消化器系、腎、血液・造血器系、代謝系、炎症、アレルギーに作用する薬物に関する基本的知辣  

を修得する。   

【ホルモンと薬】   

到達目標：  

1）ホルモンの分泌異常に用いられる代表的治療薬の薬理作用、機序、主な副作用を説明できる。   

2）代表的な糖質コルチコイド代用薬の薬理作用、機序、・臨床応用および主な副作用について説明できる。   

3）■代表的な性ホルモン代用薬および括抗薬の薬理作用、機序、臨床応用および主な副作用について説明で  

きる。   

【消化器系に作用する薬】   

到達目標：  

1）代表的な胃・十二指腸積蕩治療薬を挙げ、薬理作用、機序、主な岳り作用について説明できる。   

2）その他の消化性疾患た対する代表的治療薬を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用について説明できる。 

3）代表的な催吐薬と制吐薬を挙げ、作用機序および主な副作用につい七説明できる。   

4）代表的な肝臓疾患治療薬を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用について説明できる。   

5）代表的な膵臓疾患治療薬を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用について説明できる。   

【腎に作用する薬】   

到達目標：  

1）利尿薬を作用機序別に分類し、臨床応用および主な副作用について説明できる。   

【血液J造血器系に作用する薬】   

到達目標：  

1）代表的な止血薬を挙げ、作用観序と主な副作用について説明できる。   
2）代表的な抗血栓薬を挙げ、作用機序と主な副作用について説明できる。   

3）代表的な造血薬を挙げ、作用機序と主な副作用について説明できる。   

【代謝系に作用する薬】 

到達目標：  

1）代表的な糖尿病治療薬を挙げ、作用機序と主な副作用について説明できる。   

2）代表的な高脂血症治療薬を挙げ、作用機序と主な副作用について説明できる。   

3）代表的な高尿酸血症▲痛風治療薬を挙げ、作用機序と主な副作用について説明できる。   

4）カルシウム代謝調節・骨代謝に関連する代表的な治療薬をあげ、薬理作用、機序、主な副作用について  

説明できる。   

【炎症・アレルギーと薬】   

到達目標：   

1）代表的な炎症拍療薬を挙げ、作用機序および主な副作用について説明できる。   

2）慢性関節リウマチの代表的な治療薬を挙げ、作用機序および主な副作用について説明できる。   

3）アレレギーーの代表的な治療薬を挙状作用機序、臨床応用、および主な副作用たっいて説明できる。  
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【化学構造】   

到達目標：  

1）上記の薬物のうち代表的なものについて基本構造を示すことができる。   

（4）薬物の臓器への到達と消失  

一般目標 

薬物の生体内運命を理解するために、吸収、分布、代謝、排泄の過程に関する基本的知識とそれらを解析す  

るための基本的技能を修得する。   

【吸収】   

到達目標：  

1）薬物の主な吸収部位を列挙できる。   

2）消化管の構造、機能と薬物吸収の関係を説明できる。   

3）受動拡散（単純拡散）、促進拡散の特徴を説明できる。   

4）能動輸送の特徴を説明できる。   

5）非経口投与後の薬物吸収について部位別に説明できる。   

6）薬物の吸収に影響する因子を列挙し説明できる。   

【分布】   

到達目標：  

1）薬物が生体内に取り込まれた後、組織間で濃度差が生じる要因を説明できる。   

2）薬物の脳への移行について、その機構と血液・脳関門の意義を説明できる。   

3）薬物の胎児への移行について、その機構と血液一胎盤関門の意義を説明できる。   

4）薬物の体液中での存在状態（血祭タンパク結合など）を組織への移行と関連づけて説明できる。   

5）薬物分布の変動要因（血流量、タンパク結合性、分布容積など）について説明できる。   

6）分布容積が著しく大きい代表的な薬物を列挙できる。  

△7）代表的な薬物のタンパク結合能を測定できる。（技能）   

【代謝】   

到達目標：  

1）薬物分子の体内での化学的変化とそれが起こる部位を列挙して説明できる。   

2）薬物代謝が東効に及ぼす影響について説明できる。   

3）薬物代謝様式とそれに関わる代表的な酵素を列挙できる。   

4）シトクロムP・450の構造、性質、反応様式について説明できる。   

5）薬物の酸化反応について具体的な例を挙げて説明できる。   

6）薬物の還元・加水分解、抱合について具体的な例を挙げて説明できる。   

7）薬物代謝酵素の変動要因（誘導、，阻害、加齢、SNPsなど）について説明できる。   

8）初回通過効果について説明できる。   

9）肝および固有クリアランスについて説明やきる。   

【排泄】   

到達目標：   

1）腎における排泄榛構について説明できる。   

2）腎クリアランスについて説明できる。   

3）糸球体ろ過速度について説明できる。   

4）月旦汁中排泄に？いて説明できる。   

5）月別‡循環を説明し、代表的な腸肝循環の薬物を列挙セき 
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6）唾液・乳汁中への排泄について説明できる。   

7）尿中排泄率の高い代表的な薬物を列挙できる。   

【相互作用】   

垂り遠目標： 

ム 

2）薬効に起因する相互作用の代表的な例を挙げ、回避のための方法を説明できる。   

（5）．薬物動態の解析  

一般目標：   

薬効や副作用を体内の薬物動態から定量的に理解できるようになるために、薬物動態の理論的解析に関する  

基本的知識と技能を修得する。   

【薬動学】   

到達目標：  

1）薬物動態に関わる代表的なパラメーターを列挙し、、概説できる。   

2）薬物の生物学的利用能ゐ意味とその計算法を説明できる。   

3）線形1・コンパートメントモデルを説明し、これに基づいた計算ができる。（知識・技有鉛  

△4）線形2・コンパートメントモデルを説明し、これに基づいた計算ができる。扶口識・技昔日   

5）線形コンパー一トメントモデルと非線形コンパートメントモデルの違いを説明できる。   

6）生物学的半減期を説明し、計算できる。（知識・技能） 

7）全身クリアランスについて説明し、計算できる。（知識・技能）   

8）非線形性の薬物動態について具体例を挙げて説明できる。   

9）モデルによらない薬物動態の解析法を列挙し説明できる。  

△10）薬物の肝および腎クリアランスの計算ができる。（技能）  

△11）点滴静注の血中濃度計算ができる。（技能）  

△12）連続投与における血中濃度計算ができる。（技㈲   

【Ⅵ⊃M（Tk叩u血mug丸紅）血血∂】   

到達目標：   

1）治療的薬物モニタリング什DM）の意義を説明できる。 

2）TDMが必要とされる代表的な薬物を列挙できる。  

△3）薬物血中濃度の代表的な測定法を実施できる。（技能）  

△4）至適血中濃度を維持するための投与計画について、薬動学的パラメーターを用いて説明できる。  

△5）代表的な薬物についてモデルデータから投与計画をシミュレートできる。（技能）  

C14 薬物治療  

一般目標：   

疾病に伴う症状と臨床検査値の変化など的確な患者情報を取得し、患者個々に応じた薬の選択、用法・用量  

の設定臣よび各々の医薬品の「使用上の法敵を考慮した適正な薬物治療に参画できるようになるために、薬  

物治療に関する基本的知識と技能を修得する。   

（1）体の変化を知る  

「般目標：   

身体の病的変化を病態生理学的に理解するために、代表的な症険（呼吸困難、発熱など）と臨床検査値に関  

する基本的知識を修得する。  
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【症候】 

到達目標：  

1）以下の症候について、生じる原因とそれらを伴う代表的疾患を翠明できる。   

発熱、頭痛、発疹、黄症、チアノーゼ、脱水、浮腫、惑ぃ嘔吐、嘆下障害、腹痛・下痢、   

便秘、腹部膨満、貧血、出血傾向、胸痛、．心障克進・動惇、高血圧、低血圧、ショック、   

呼吸困難、咳、口渇、月経異常、痛み、意識障害、運動障害、知覚障害、記憶障害、しび 

れ、けいれん、血尿、頻尿、排尿障害、視力障害、聴力障害、めまい   

【症候と臨床検査†直】   

到達目標：  

1）代表的な月刊耐幾能検査を列挙し、その検査値の異常から推測される主な疾病を挙げることができる。   

2）代表的な腎臓機能検査を列挙し、その検査値の異常から推測される主な疾病を挙げることができる。   

3）代表的な呼吸機能検査を列挙し、その検査値の異常から推測される主な疾嘩を挙げることができる。   

4）代表的な心臓機能検査を列挙し、その検査値の異常から推測される主な疾病を挙げることができる。   

5）代表的な血液および血液凝固検査を列挙し、その検査値の異常から推測される主な疾病を挙げること．が  

できる。 

6）代表的な内分泌・代謝疾患に関する検査を列挙し、そめ検査値の異常から推測される主な疾病を挙げる  

ことができる。   

7）感知寺および炎症暗に認められる代表的な臨床検査値の変動を述べることができる。   

8）悪性腫瘍に関する代表的な臨床検査を列挙し、推測される腫瘍部位を挙げることができる。   

9）尿および糞便を用いた代表的な臨床検査を列挙し、その検査値の異常から推測される主な疾病を挙げる  

ことができる。  

10）動脈血ガス分析の検査項目を列挙し、その検査値の臨床的意義を説明できる。  
11）代表的なバイタノレナインを列挙できる。   

（2） 

一般目標：  

将来、適切な薬物治療に貢郵できるようになるために、心臓と血管系疾息血液・造血器疾息消化器系疾  

患、およびそれらの治療に用いられる代表的な医薬品に関する基本的知識を修得する。併せて、薬物治療実施  

に必要な情報を自ら収集するための基本的技能を身につける。   

【薬物治療の位置づけ】   

到達目標：  

1）代表的な疾患における薬物治療と非薬物治療（外科手術、食事療法など）の位置づけを説明できる。   

2）適切な治療薬の選択について、薬効薬理、薬物動態に基づいて判断できる。（知識・技青田   

【心臓・血管系の疾患】  

到達目標：  

1）ノ山鹿および血管系における代表的な疾患を挙げることができる。   

2）不整脈の病態生理、適切な治療痕およびその使用上の注意について説由できる。   

3）心不全の病態生理こ．適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。   

4）高血圧の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。   

5）虚血性心疾患の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。   

6）以下の疾患について概説できる。  

閉塞性動脈醇化症、心靡性ショック  
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【血液・造血器の疾患】  

到達目標：  

1）血液・造血器における代表的な疾患を挙げることができる。  

2）貧血の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。  

3）白血病の病態生理、・適切な治療薬、およびそゐ使用上の注意について説明できる。  

（DIC）の病態生理、適切な治療薬、およびその朗上の注意について説明で  

きる。   

5）以下の疾患について概説できる。  

血友病、悪性リンパ腫、紫斑病、白血球減少症、血栓・塞栓   

【音削ヒ器系疾患】   

到達目標：  

1）消化器系の部位別（食道、胃・十二指腸い朝敵大腸、月旦道、月刊臥膵臓）に代表的な疾患を挙げること  

ができる。   

2）消化性潰瘍の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。   

3）腸炎の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。   

4）肝炎・肝硬変の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。   

5）膵炎の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意につい七説明できる。   

6）以下の疾患について概説できる。  

食道癌、胃癌、肝癌、大腸癌、胃炎、薬剤性肝障害、月旦石症、虫垂炎、クローン病 

【総合演習】   

到達目標：  

△1）指定された疾患例にづいて必要な情報を収集し、適切な薬物治療法を考案することができる。（技能）   

（3）疾患と薬物治療（腎臓疾患等）  

「般目標：   

将来，適切な薬物治療に貢献できるようになるために、腎勝と尿路の疾患、生殖器疾患、呼吸器・胸師疾息  

内分泌系の疾患、代謝性疾患、神経・筋疾患、およびそれらの治療に用いられる代表的な医薬品に関する基本  

的知識を修得する。併せて、薬物治療実施に必要な情報を自ら収集するための基本的技能を身につける。   

【腎臓・尿路の疾患】   

到達目標：  

1）腎臓および尿路における代表的な疾患を挙げることができる。   

2）腎不全の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。   

3）ネフローゼ症候群の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。   

4）以下の疾患について概説できる。  

糸球体腎炎、糖尿病性腎症、尿路感染症、薬斉l惟腎症、尿路結石   

【生殖器疾患】   

到達目標：  

1）男性および女性生殖器に関する代表的な疾患を挙げることができる。   

2）前立腺肥大症の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。   

3）以下の疾患について概説できる。  

前立腺癌、異常妊娠、異常分娩、不妊、子宮癌、子宮内膜症  
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【呼吸器・胸部の疾患】   

到達目標：  

1）肺と気道に関する代表的な疾患を挙げることができる。   

2）閉塞性気道疾患（気管支喘息、肺贈の病態生理、適切な治療薬、▲・およびその使用上の注意について  

説明できる。   

3）以下の疾患について概説できる。 
上気道炎（かぜ症候群）、インフルエンザ、慢性閉塞性肺疾患、肺炎、肺結核、肺癌、乳癌   

【内分泌系疾患】   

到達目標：  

1）▲ホルモンの産生臓旨誤りに代表的な疾患を挙げることができる。   

芦）甲状腺機能異常症の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。   

3）クッシング症候群の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。   

4）尿崩症の病態生理、適切な治療薬、 

5）以下の疾患について概説できる。  

上皮小体機能異常症、、アイレドステロン症、’ァジソシ病   

【代謝性疾患】 

到達目標：  

1）糖尿病とその合併症の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。   

2）高脂血症の病態生理、適切な治療薬、およびその朗上の注意について説明できる。   

3）高尿酸血症・痛風の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。   

【神経・筋の疾患】   

到達目標：  

1）神経・筋た関する代表的な疾患を挙げることができる。   

2）脳血管疾患の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。   

3）てんかんの病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。   

4）パ」キンソン病の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。   

5）アルツハイマー病の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。   

6）以下の疾患について概説できる。  

重症筋無力症、脳炎・髄暁炎、熱性けいれん、脳腫瘍、一過性脳虚血発作、脳血管性痴呆  

【給合演習】  

到達目標：  

△1）指定された疾患例について必要な情報を収集し、適切な薬物治療法を考案することができる。   

（4）疾患と薬物拍療（精神疾患等）  

一般目標：   

将来，適切な薬物治療に貢献できるようになるために、精神疾患、耳鼻咽喉の疾患、皮膚の疾患、眼疾息、  

感染症、アレルギー・免疫疾患、骨・関節疾患、およびそれらの治療に用いられる代表的な医薬品に関する基  

本的知識を修得する。併せて、薬物治療実施に必要な情報を自ら収集するための基本的技能を身につける。   

【精神疾患】   

到達目標：   

1）代表的な精神疾患を挙げることができる。   

2）統合失調症の病態生理、適切な治療薬、．およびその使用上の注意に？いて説明できる。  
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3）うつ病、躁うつ病の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。  

4）以下の疾患を概説できる。  

神経症、心貞′症、薬物依存症、アルコール依存症   

【耳鼻咽喉の疾患】  

1）耳鼻咽喉に関する代表的な疾患を挙げることができる。  

2）めまいの病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。  

3）以下の疾患を概説できる。   

メニエール病、アレルギー性鼻炎、花粉症、副鼻腔炎、中耳炎  

【皮膚疾患】  

到達目標：  

1）皮膚に関する代表的な疾患を挙げることができる。  
アトピー性皮膚炎の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。  

皮膚真菌症の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。  

）
．
）
 
 

2
 
3
 
 

4）以下の疾患を概説できる。  

専麻疹、薬疹、水痘症、乾癖、接触性皮膚炎、光線過敏症   

【眼疾虐】  

到達目標：  

1）▼眼に関する代表的な疾患を挙げることができる。  

2）緑内障の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。  

3）白内障の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。  

4）以下め疾患を概説できる。  

細莫炎、網膜症   

【骨・関節の疾患】  

到達目標：  

1）骨、関節に関する代表的な疾患を挙げることができる。  

2）骨租軽症の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。  

3）慢性関節リウマチの病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。   

4）以下の疾患を概説できる。  

変形性関節症、骨軟化症   

【アレルギー・免疫疾患】  

到達目標：  

1）代表的なアレルギー・免疫に関する疾患を挙げることができる。   

2）アナフィラキシーショックの病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。   

3）自己免疫疾患（全身性エリテマトーデスなど）の病態生凰適切な治療薬、およびその使用上の注意に  

ついて説明できる。   

4）後天性免疫不全症の病態生理、適切な拍療薬、およびその使用上の注意について説明できる。   

【移植医療】   

到達目．標：  

1）移植に関連した病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる∴  
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【頒牙ロケアと長期療養】   

到達目標：  

1）癌性痺痛に対して使用される薬物を列挙し、使用上の注意について説明できる。  

△2）長期療養に付随する合併症を列挙し、その薬物治療について説明できる。   

【総合演習】   

到達目標：  

△1）指定された疾患例について必要な情報を収集し、適切な薬物治療法を考案することができる。（技能）  

（5）病原微生物・悪性新生物と戦う  

丁一般目標：   

生体内で異常に増殖あるいは複製することにより人体に疾患を生じる細菌、ウイルスなど、および悪性新生  

物に対する薬物の作用機序を理解し、薬物指療へ応用できるようになるために、抗菌薬、抗悪性腫瘍薬などに  

関する基本的知識を修得する。   

【感染症】   

到達目標：  

1）主な感染症を列挙し、その病態と原因を説頭セきる。   

【抗菌薬】   

到達目標：  

1）抗菌薬を作用点に基づいて分類できる。  

2）代表的な抗菌薬の基本構造を示すことができる。   

3）代表的なβうクタム系抗菌薬を抗菌スペクトルに基づいて分類し、有効な感染症を列挙できる。   

4）テトラサイクリン系抗菌薬の抗菌スペクトルと、有効な感染症を列挙できる。   

5）マク■ロライド系抗菌薬の抗菌スペクトルと、有効な感染症を列挙できる。   

6）アミノ配糖体系抗菌薬を抗菌スペクトルに基づいて分類し、有効な感染症を列挙できる。   

7）ビリドンカルポン酸系抗菌実の抗菌スペクトルと、有効な感染症を列挙できる。   

8）サルファ薬（ST合剤を含む）の有効な感染症を列挙できる。   

9）代表的な抗結核薬を列挙し、作用機序を説明できる。  

△10）細菌感染症に関係する代表的な生物学的製剤を挙げ、その作用機序を説明できる。  

11）代表的な抗菌薬の使用上の注意にづいて説明できる。  

12）特徴的な組織移行性を示す抗菌薬を列挙できる。   

【抗原虫・寄生虫薬】 

到達目標：  

△1）代表的な抗原虫・寄生虫薬を列挙し、作用機序および臨床応用を説明できる。   

【抗真菌薬卜   

到達目標：   

1）代表的な抗真菌薬を列挙し、作用機序および臨床応用を説明できる。   

【抗ウイルス薬】   

到達目標：   

1）代表的な抗ウイルス薬を列挙し、作用磯序および臨床応用を説明できる。  

△2）抗ウイルス薬の併用療法において考慮すべき点を挙げ、説明できる。  
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【抗菌薬の耐性と副作用】   

到達目標：  

△1）主要な化学療法薬の耐性獲得機構を説明できる。   

2）主要な化学療法莱の主な副作用を列挙し、その症状を説明できる。   

到達目標：  

1）悪性腫瘍の病態生理、症状、治療について概説できる。  

△2）悪性睦瘍の治療における薬物治療の位置づけについて概説できる。  

△3）化学療法薬が有効な悪性瞳瘍を、治療飢を挙げて説明できる。   

【抗悪性腫瘍薬】   

到達目標：  

1）代表的な抗悪性腫瘍薬を列挙できる。   

2）代表的なアルキノ呵ヒ薬を列挙し、作用機序を説明できる。   
3）代表的な代謝括抗薬を列挙し、作用機序を説明できる。   

4）代表的な抗腫瘍抗生物質を列挙し、作用機序を説明できる。   

5）抗腫瘍薬として用いられる代表的な植物アルカロイドを列挙し、作用機序を説明できる。   

6）抗腫瘍薬として用いられる代表的なホルモン関連薬を列挙し、作用機序を説明できる。   

7）代表的な白金緒体を挙げ、作用機序を説明できる。  

△8）代表的な抗悪性腫瘍薬の基本構造を示すことができる。   

【抗悪性腫瘍実の耐性と副作用】   

到達目標： 

△1）主要な抗悪性腫瘍薬に対する耐喝軒引幾構を説明できる。   

2）主要な抗悪性睦瘍薬の主な副作用を列挙し、その症状を説明できる。   

3）副作用軽械のための対処法を説明できる。  

C15 薬物治療に役立つ情報  

一般目標：   

衰物治療に必要な情報を医療チームおよび患者に提供するために、医薬品情報ならびに患者から得られる情  

報め収集、評価、加工などに関する基本的知識を修得し、それらを活用するための基和独技能と態度を身につ  

ける。   

（1）医薬品情報  

十般目標：   

医薬品の適正使用に必要な医薬品情報を理解し、正しく取り扱うことができるようになるために、医薬品情  

報の収集、評価、加工、提供、管理に関する基本的知識、技能、態度を修得する。  

【情報】  

到達目標：  

1）医薬品として必須の情報を列挙できる？  

2）医薬品情報に関わっている職種を列挙し、その役割を説明できる。  

3）医薬品の開発過程で得られる情報の種類を列挙できる。－  

4）医薬品の市販後に得られる情報の種板を列挙できる。  

5）医薬品情報に関係する代表的な法律と制度について概説できる。  
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【情報源】   

到達目標：  

1）医薬品情報源の一次資料、二次資料、三次資料について説明できる。   

2）医薬品情報源として代表的な二次資料、三次資料を列挙し、それらの特徴を説明できる。   

3）厚生労働乱製薬企業などの発行する資料を列挙し、それらの特徴を説明できる。   

4）医薬品添付文書（医療用、一般用）の法的位置づけと廟途を説明できる。   

5）医薬品添付文書（医療用、一般用）に記載される項目を列挙し、その必要性を説明できる。   
6）医薬品インタビューフォーム臆けと用途を説由できる。  

△7）医療用医薬品添付文書と医薬品インタビューフォームの使い分けができる。（技勅   

帖集・評価・加工ノ提供・管理】   

到達目標：  

△1）目的㈲能効果、副作用、相互作用、薬剤鑑別、妊婦への投与、中毒など）に合った適切な情幸蹄を選  

択し、必要な情報を検索、収集できる。（技能）   
2）医薬品情報を質的に評価する際た必要な基本的項目を列挙できるい  

△3）医薬品情報を目的に合わせて適切に加工し、提供できる。（技昔日  
△4）・医薬品情報の加工、提供、管理の際に、知的所郁監守秘義務に配慮する。衡識・態度  

△5）主な医薬品情報の提供手段を列挙し、それらの特徴を説明できる。   

【データ′ミーーース】   

到達目標：  

1）代表的な医薬品情報データベースを列挙し、それらの特徴を説明できる。  

△2）医学・薬学文献データベース検索におけるキーワード、・シソーラスの重要性を理解し、適切に検索でき  

る。（知識・技能）  

△3）インターネット寧どを利用して代表的な医薬品情報を収集できる。（技能）   

【EBM軌ideI雌－Ba∈だdM血）】   

到達目標：  

1）EBMの基本概念と有用性について説明できる。   

2）EBM実践のプロセスを概説できる。  

△3）臨床研究法（ランダム化比較試験、コホート研免症例対照研究など）の長所と短所を概説できる0  
△4）メタアナリシスの概念を痙解し、・結果を評価できる。伽識・技能）  
△5）真のエンドポイントと代用のエンドポイントの違いを説明できる。  

△6）臨床適用上の効果指標（オッズ比、必要治療数、相対危険度など）につレ？て説明できる。   

【総合演習】   

到達目標：  

△1）医薬品の採用、選択に当たって検討‾す「べき項目を列挙できる。  

△2）医薬品に関する論文を評価、要約し、臨床上の問題を解決するために必要な情報を提示できる。蜘識・  

技青診   

（2）患者情報  

「股目標：  

個々の患者への適正な薬物治療に貢献できるようになるために、患者からの情報の収集、評価に必要な基本  

的知識、技能、態度を修得する。  
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【情報と情報源】   

到達目標：  

1）薬物治療に必要な患者基本情報を列挙できる。   

2）患者情報源の種類を列挙し、それぞれの違いを説明できる。   

・ 【収集諸姉丁管理】  

到達目標：  

1）問題志向型システム 伊OS）を説明できる。  

△2）薬歴、診療録、看護記録などから患者基本情報を収集できる。（技能）  

△3）患者、■介護者と‘の適切なインタビューから患者基本情報を収集できる。（技能）  

△4）得られた患者醜から医薬品の効果おキび副作用などを評価し、対処法を提案する。（知識・．挽抱  

△5）SOAPなどの形式で患者記録を作成できる。・（技饉）  

△6）チーム医療において患者情報を共有することの重要性を感じとる。（態度）  

△7）患者情報の取扱いにおいて守秘義務を遵守し、管理の重要性を説明でき亭。 

（3）テナラーメイド薬物治療を目指して  

「般目標－：   

個々の患者に応じた投与計画を立案できるようたなるために、薬物治療の個別化に関する基本的知識と技能  

を修得する。   

【遺伝的素因】   

到達目標：  

1）薬物の作用発現に及ぼす代表的な遺伝的素因について、例を挙げて説明できる。   

2）薬物動態に影響する代表的な遺伝的素因について、例を挙げて説明できる。   

3）逮伝的素因を考慮した薬物治療について、例を挙げて説明できる。   

【年齢的要因】   

到達目標：   

1）新生児、乳児に対する薬物治療で注意すべき点を説明できる。   

2）幼児、小児に対する薬物治療で注意すべき点を説明できる。   

3）高齢者に対する薬物治療で注意すべき点を説明できる。 

【生理的要因】   

到達目標：   

1）生殖、妊娠時における薬物治療で注意すべき点を説明できる。   

2）授乳婦に対する薬物治療で注意すべき点を説明できる。  

△3）栄養状態の異なる患者用巴満など）に対する薬物治療で注意すべき点を説明できる。   

【合併症】   

到達目標：   

1）腎臓疾患を伴った患者における薬物治療で注意すべき点を説明できる。   

2）肝臓疾患を伴った患者における薬物指療で注意すべき点を説明できる。 

3）心臓疾患を伴った患者に対ナる薬物治療で注意すべき点を説明できる。   

【投与計画】  

到達目標：  

△1）患者固有の実動学的パラメータ」を用いて投与設計ができる。（知識・技掲  
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2）ポピュレーションファーマコキネテイクスの概念と応用について概説できるム  

△3．）薬動力学的パラメーターを用いて投与設計ができる。（知識・技音扮   

4）薬物作用の日内変動を考慮した用法について概説できる。  

【医薬品をつくるト  

C16 製剤化のサイエンス  

ー般目標：   

製剤化の方法と意義を理解するために、薬物と製剤材料の物性、医薬品への加工、および薬物送達システム  

に関する基本的知識と技能を修得する。 

（1）製剤材料のl生質  

「般目標：  

薬物と製剤材料の性質を理解し、応用するために、それらの物性に関する基本的知識、および取扱いに関す  

る基本的技能を修得する。   

【物質の溶解】   

到達目標：  

1）t溶液の濃度と性質にっいて説明できる。   

2）物質の溶解とその速度に？いて説明できる。   

3）溶解した物質の膜透過速度について説明できる。 

4）物質の溶解に対しF酸・塩基反応が果たす役割を説明できる。   

【分散系】   

到達目標：  

1）界面の性質にっいて説明できる。   

2）代表的な界面活性剤の種類と性質について説明できる。   

3）乳斉りの型と性質について説明できる。   

4）代表的な分散系を列挙し、その性質について説明できる。   

5）分散粒子の沈降現象について説明できる。   

【製剤材料の物性】   

到達自標：  

1）流動と変形（レオロジー）の概念を理解し、代表的なモデルについて説明できる。  

△2）高分子の構造と高分子溶液の性質について説明できる。 

3）製卿扮野で汎用される高分子の物性について説明できる。   

4）粉体の性質について説明できる。   

5）製剤材料としての分子集合体について説明できる。   

6）薬物と製剤材料の安定性に影響する要因、安定化方法を列挙し、説明できる。  

△7）粉末Ⅹ繰回折測定法の原理と利用法について概略を説明できる。  

△8）製河財料の物性を測定できる。（技能））  
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（2）剤形をつくる  

一般目標：   

医薬品の用途に応じた適切な剤形を調製するために、・製剤の種類、有効性、安全性、品質などに関する基本  

的知識と、 

【代式的な製剤】   

到達目標：  

1）代表的な剤形の種類と特徴を説明できる。  

2）代表的な固形製剤の種類と性質について説明できる。   

3）代表的な半固形製剤の種類と性質について説明できる。   

4）代表的な液状製剤の種類と性質について説明できる。   

5）代奉的な無菌製剤の種類と性質について説明できる。   

6）エアゾーノl項りとその類似製剤について説明できる。   

7）代表的な製剤添加物の種類と性質について説明できる。   

8）代表的な製剤の有効性と安全性評価法について説明できる。   

【製剤化】   

到達目標：  

1）製斉田ヒの単位操作および汎用される製剤機械について説明できる。  

△2）■単位操作を組み合わせて代表的製剤を調製できる。（技能）  

△3）汎用される容器、包装の種類や特徴について説明できる。   

【製剤試験法】   

到達目標：  

1）日本薬局方の製剤に関連する試験法を列挙できる。  

△2）日本案局方の製剤に関連する代表的な試験法を実施し、品蛮管理に適用できる。（技青む   

（3）DDSのrugIkliverySystem：薬物送達システム）  

「役目標：   

薬物治療の有効性、安全性、信頼性を高めるために、薬物の投与形態や薬物体内動態の制御法などを工夫し  

たDI〕Sに関する基本的知識を修得する。   

【DI〕Sの必要性】   

到達目標：  

1）従来の医薬品製剤の有効性、安錬信頼性における主な問題点を列挙できる。   

2）DDSの概念と有用性について説明できる。   

【放坤制御型製剤】   

到達目標：   

1）放出制御型製剤徐放性製剤を含む）の利点について説明できる。   

2）代表的な放出制御型製剤を列挙できる。   

3）代表的な徐放性製剤における徐財ヒの手顔について説明できる。   

4）徐放性製剤に用いられる製剤材料の種類と性質について説明できる。   

5）経度投与製剤の特徴と利点について説明できる   

6）腸溶製斉りの特徴と利点について説明できる。  
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【ターゲティング】   

到達目標：  

1）ターゲティングの概要と意義について説明できる。   

2）■代表的な軒ラッグキャリアーを列挙し、そのメカニズムを説明できる。   

【プロドラッグ】 

到達目標：  

1）代表的なプロドラッグを列挙し、そのメカニズムと有用性について説明できる。   

【その他のDDS】   

到達目標：  

△．1）代表的な生体膜透過促進法について説明できる。  

C17 医薬品の開発と生産  

「般目標：   

将来、医薬品開発と生産に参画できるようになるために、医薬品開発の各プロセスについての基本的知識を  

修得し、併せてそれらを実施する上で求められる適切な態度を身につける。   

（1）医薬品開発と生産のながれ  

「般目標：   

医薬品開発と生産の実際を理解するために、医薬品創製と製造の各プロセスに関する基本的知識を修得し、  

社会的重要性に目を向ける態度を身につける。   

【医薬品開発のコンセプト】   

到達目標：  

△1）医薬品開発を計画する際に考慮すべき因子を列挙できる。  

2）疾病統計により示される日本の疾病の特徴について説明できる。   

【医薬品市象と開発すべき医薬品】   

到達目標：  

△1）医療用医薬品で日本市場および世界市簸での売上高上位の医薬品を列挙できる。  

△2）新規医薬品の価格を決定する要因について概説できる。   

3）ジェネリック医薬品の役割について概説できる。  

△4）希少疾病に対する医薬品（オーファンドラッグ）開発の重要性について説明できる。  

【非臨床試験】   

到達目標：  

△1）非臨床試験の目的と実施概要を説明できる。  

【医薬品の承認】   

到達目標：  

△1）臨床試験の目的と実施概要を説明できる。  

△2）医薬品の販売承認申請から、承認までのプロセスを説明できる。   

3）市販後調査の制度とその意義について説明できる。  

△4）医薬品開発における国際的ハーモナイゼーション任CH）について概説できる。  
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【医薬品の製造と品質管理】   

到達目標：  

△1）医薬品の工業的規模での製造工程の特色を開発レベルのそれと対比させて概説できる。  

△2）医薬品の品質管理の意義と、薬剤師の役割について説明できる。  

△3）医薬品製造において環簸保全に配慮すべき点を列挙し、その対処法を概説できる。  

【親範】   

到達目標三  

1）GLP（GcKXILatx｝ratOryPrad血）、GMP炬odManu血：t11血gPrachc）、GCP炬∞dC】血icalPtac丘α）、  

GPMSP如Post－Marke血gSumih∝Prac血鷲）の概略と意義について説明できる。   

【準許】   

到達目標：  

△1）医薬品の創製における知的財産権について概説できる。   

【薬害】   

到達目標：  

1）代表的な薬害の例（サリドマイド、スモン、非加熱血液製剤、ソリブジンなど）について、その原因と  

社会的背景を説明し、これらを回避するための手段を討議する。（知識・態度）  

（2）リーMヒ合物の創製と最適化  

一般目標：  

ドラ）グデザインの科学的な考え方を理解するために、標的生体分子との相互作用および基盤となるサイ畢  

ンスと技術に関する基本的知識と技能を修得する。   

【医薬品創製の歴史】   

到達目標：  

1）古典的な医薬品開発から理論的な創葉への歴史について説明できる。   

【標的生体分子との相互作用】   

到達目標：  

△1）医薬品開発の標的となる代表的な生体分子を列挙できる。  

△2）医薬品と標的生体分子の相互作用をこ具体例を挙げて立尉ヒ学的観点から説明できる。  

△3）立体異性体と生物活性の関係について具体例を挙げて説明できる。  

△4）医薬品の構造とアゴニスト活性、アンタゴニスト活性との関係について具体例を挙げて説明できる。   

【スクリーニング】   

到達目標：  

△1）スクリーニングの対象となる化合物の起仮について説明できる。  

△2）代表的なスクリーニング法を列挙し、概説できる。   

【リー何ヒ合物の農園ヒ】   

到達目標：  

△1）定量的構造活性相関のパラメーターを列挙し、その薬理瀞性に及ぼす効果について概説できる。（5）  

△2）生物学的等価性（バイオアイソスター）の意義について概説できる。（1）（5）  

△3）薬物動態を考慮したドラッグデザインについて概説できる。（1）（5）  

52  

57   



（3）バイオ医薬品とゲノム情報  

一般目標：   

医薬品としてのタンパク質、遺伝子、細埠を適正に軒」用するために、それらを用いる治療に関する基本的知  

識を修得し、倫理的態度を身につける。併せて、ゲノム情報の利用に関する基本的知識を修得する。   

【親換え体医薬品】   

到達目標：  

1）組換え体医薬最の特色と有用性を説明できる。   

2）代表的な組換え体医薬品を列挙できる。   

3）鱒換え体医薬品の安全性について概説できる。   

【遺伝子指療】   

到達目標：  

△1）遺伝子治療の原理、方法と筆順、現軋および倫理的問題点を概説できる。知識・態度）   

【細胞を利用した治療】   

到達目標：  

△1）再生医療の原理、方法と手順、甥状、および倫理的問題点を概説できる。（知識・態度）   

【ゲノム情報の創薬への利用】   

到達目標：  

△1）ヒトゲノムの構造と多様性を説明できる。  

△2）バイオインフォマテイクスについて概説できる。  

△3）遺伝子多型（欠損、増幅）の解析に用いられる方法（ゲノミックサザンブロツ寸法など）について概説  

できる。  

△4）ゲノム情報の創案への利用について、創案ターゲットの探索の代表例（イマチニブなど）を挙げ、ゲノ  

ム創案の流れについて説明できる。  

【疾患関連遺伝子】   

到達目標：  

△1）代表的な疾患（癌、糖尿病など〉関連遺伝子について説明できる。  

△2）疾患関連遺伝子情報の薬物療法への応用例を挙坑 

（4）治験  

一般目標：   

医薬品開発において治験がどのように行われるかを理解するために、治験に関する基本的知識とそれを夷施  

する上で求められる適切な態度を修得する。   

【治験の意義と業務】   

到達目標：  

1）治験に関してヘルシンキ宣言が意図するところを説明できる。   

2）医薬品創製における拍験の役割を説明できる。   

3）治験（第Ⅰ、Ⅱ、およびⅢ相）の内容を説明セきる。  

△4）、公正な治験の推進を確保するための制度を説明できる。  

△5）治験における被験者の人権の保護と安全性の確保、および福祉の重要性について討議する。（態度）  

△6）治験業務に携わる各軸織の役割と責任を概説できる。  
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【治験における薬剤師の役割】   

到達目標：  

△1）治験における薬剤師の役割（治験薬管理者など）を説明できる。  

△2）治験コーディネーターの業務と責任を説明できる。  

△3）治験に際し、被験者に説明すべき】頁目を列挙できる。  

■   △4）イン■  新断1態度  口堺旧苧区†し  

（5）ノVオスタテイスティクス  

一頃目標：   

医薬品開発、薬剤疫学、薬剤経済学などの領域において、プワトコル立案、データ解析、および評価に必要  

な統計学の基軸勺考口識と技能を修得する。   

【生物統計の基礎】   

到達目標：  

△1）帰無仮覿の概念を革明できる。  

△2）パラメトリック検定とノンパラメトリック検定の使い分けを説明できる。  

△3）主な二群問の平均値の差の検定法（t・検定、Marn・WhitneyU検定）たっいて、適用できるデータの特  

性を説明し、実施できる。（知識・技能）  

△4）ズ2検定の適用できるデータの特性を説明し、実施できる。（知識・技青む  

△5）最小二乗法による直線回帰を説明でき、回帰係数の有意性を検定できる。（知識・技能）  

△6）主な多重比較検定法（分散分析、Dume比検定、nlby検定など）の概要を説明できる。  

△7）主な多変量解析の概要を説明できる。   

【臨床への応用】   

到達自標：  

△1）‘臨床試験の代表的な研究デザイン（症例対照研究、コホート研究、ランダム化比較試験）の特色を説明  

できる。  

△2）バイアスの種類をあげ、特徴を説明できる。  

△3）バイアスを回避するための計画上の技法（盲検化、ランダムイ0 について説明できる。  

△4）リスク因子の評価として、オッズ比、相対危険度および信頼区間について説明し、計算できる。（知識・  

技禍  

△5）基本的な生存時間解鞘去∝apbn－Mb血曲線など）め特徴を説明できる。  

【薬学と社会】  

C18 薬学と社会  

し般目標：   

社会において薬剤師が果たすべき責任、義務等を正しく理解できるようになるために、薬学を取り巻く法律、  

制度、経済および薬局業務に関する基本的知識を修得し、それらを活用するための基柵技能と態度を身につ  

ける。   

（1）薬剤師を取り巻く法律と制度  

一般目標：   

患者の権利を考慮し、責任をもって医療に参画できるようになるために、薬事法、薬剤師法などの医療およ  

び薬事関係法規、制度の精神とその施行に関する基本的知識を修得し、それらを遵守する態度を身につける。  

54  

59   



【医療の担い手としての使命】   

到達目標：  

△1）薬剤師の医療の担い手としての倫理的責任を自覚する。（態度）  

△2）医療過乱リスクマネージメントにおける薬剤師の責任と義務を果た丈（態度）   

【法律と制度】   

到達目標：  

1）薬剤師に関連する法令の構成を説明できる。   

2）薬事法の重要な項目を列挙し、その内容を説明できる。   

3）薬剤師法の重要な項目を列挙し、その内容を説明できる。   

4）薬剤師に関わる医療法の内容を説明できる。  

△5）医師数歯科医師法、保健師助産師看護師法などの関連法規と薬剤師の関わりを説明できる。   

6）医襲品による副作用が生じた蓼合の被害救済について、その制度と内容を概説できる。   

7）製造物責任法を概説できる。   

【管：嘩薬】   

到達目標：  

1）麻薬及び向精神薬取締法を概説し、魂制される代表的な医薬品を列奉できる。   

2）覚せい剤取締汝を概説し、穎刺される代表的な医薬品を列挙できる。   

3）大麻取締法およびあへん法を概説できる。   

4）事物及び劇物取締法を概説できる。   

【放射性医薬品】   

到達目標：  

ム1）放射性医粟晶峨軸軌、に関する基準・惚射性医薬品基準など）および制度について概説できる。  

△2）代表的な放射性医薬品を列挙し、その品質管理に関する試験法を概説できる。   

（2）社会保障制度と薬剤経済  

一般目標：   

公平で質の高い医療を受ける患者の権利を保障するしくみを理解するために、社会保障制度と薬剤経済の基  

本的知識と技能を修得する。   

【社会保障制度】   

到達目標：   

1）日本における社会保障制度のしくみを説明できる。  

2）社会保障制度の中での医療保険制度の役割を概説できる。   

3）介護保険制度ゎしくみを説明できる。   

4）高齢者医療保障制度ゎしくみを説明できる。  

【医療保険】   

到達目標：   

1）医療保険の成り立ちと現状を説明できる。   

2）医療保険のしくみを説明できる。   

3）医療保険の種類を列挙できる。  

△4）国民の福祉隆康における医療保険の貢献と問題点について概説できる。  
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【薬剤経済】   

到達目標：  

△1）国民医療費の動向を概説できる。   

2）保険医療と薬価制度の関係を概説できる。  

△3）診療報酬と勇引函基準について説明できる。  

こ  

△5）薬物治療の経済評価手法を概説できる。  

△6）代表的な症例をもとに、薬物治療を経済的な観点から解析できる。（知識・技能）   

（3）．コミュニティーファーマシー  

「般目標：   

コミュニティ」ファーマシー （地域薬局）のあり方と業務を理解するために、薬局の役割や業務内容、医薬  

分業の意義、セルフメディケーションなどに関する基軸蜘識と、それらを活用するための基本的態度を修得  

する。   

【地域薬局の役割】   

到達目標：  

1）地域薬局の役割を列挙できる。   

2）在宅医療および居宅介護における薬局と薬剤師の役割を説明できる。   

3）学校薬剤師の役割を説明できる。   

【医薬分業】   

到達目標：  

1）医薬分業のしくみと意義を説明できる。  

△2）医薬分業の現状を概説し、将来像を展望する。（知識・態度）  

△3）かかりつけ薬局の意義を説明できる。   

【薬局の業務運営】   

到達目標：  

1）保険薬剤師療養担当規則および保険医療養担当規則を概説できる。  

△2）薬局の形態および業務運営ガイドラインを概説できる。  

△3）医薬品の流通のしくみを概説できる。  

△4）調斉悍臣酬および調剤報酬明細書（レセプト）について説明できる。   

【OTC薬・セルフメディケーション】   

到達目標：  

△1）地域住民のセルフメディケーショシのために薬剤師が果たす役割を討議する。（態度）   

2）主な一般用医薬品（ロrC薬）を列挙し、使用目的を説明できる。   

3）漢方薬、生活改善薬、サプリメント、保健機能食品について概説できる。  
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実務実習モデル・コアカリキュラムの作成について  
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・コアカリキュラ  

する小  

1．モデル・コアカリキュラム作成の経緯  

（1）モデル・コアカリキュラム作成の必要性  

薬学教育の改善・充実に関する調査研究協力者会議（以下、「協力者会議」という。）   

において、すべての薬学生にとって必須なものとして実務実習を位置づけ、その充実   

を図ることが重要であるとの尽で認識の一致が見られた。他方、実務実習の現状を見   

る▲と、．実施期間、実施内容ともに大学毎に異なっており、また、受け入れ体制につい   

ても、各団体において碑織的な受け入れ方策についての検討が行われているものの、   

現長那皆では学生自身の努力に委ねられている部分が大きいとの指摘が行われた。  

そこで、実務実習の長期化も含めた充実を図るためには、実務実習に関するコア・   

カリキュラムとなる到達目標を策定し、それを実施するための方略を作成することが   

必要である、との点で協力者会議は一致し、実務実習モデル・コアカリキュラムを作   

成することとなった。  

（2）作成の経緯  

小委員会は第1回の会合を平成15年7月2日に開催し、作業の方針及び作業部会   

の設置について合意が行われた。．7月16日に小委員会と作業部会の合同会合が開催   

され、作業の方針及び今後のスケジュールが示された。  

作業部会は平成1与年7月26日一、27月及び8月10日に会合を開催した。この   

作業部会には、大学関係者、病院関係者、薬局関係者が参加し、実務実習モデル 

アカリキュラムの目標（一般目標と到達目標）及び方略についての検討を行った。こ   

の作業部会における検討の結果は、平成1■5年9月5日付で全国の薬科大学（薬学部）   

にアンケート形式でフィードバックされ、各大学から提出された意見を踏まえて、小   

委員会において9月22日に検討が行われた占  

（3）作業に当たっての留意事項  

（D 大学教育に必要なものとして作成したこと  

本モデル・コアカリキュラムは大学教育における薬学教育として必要となる実務実   

習内容を盛り込んだものである。すなわち、薬系大学・尊部・研究科において、共通   

して学んでおくべき事項を整理したものである。  

② 積み上げ方式で作成したこと   

今後の薬学教育において必要となる内容は何か、それを十分に学生に履修させるた  
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めに必要となる各種資源や時間数は何か、という観点から積み上げ式で作成を行った。  

③・大学関係者及び薬局・病院関係者の協力のもと作成したこと  

実務実習モデル・コアカリキュラムの到達目標及び方略は、それが効果的かつ現実   

的に実施される必要がある。そのため、主な実習受け入れ機関である薬局及び病院関  

係者が′J、委員会及び作業部会に参加し、作成が行われた。  

醸こも十分忙配慮モモ  

ル・コアカリキュラムの作成が可能となった。  

芳夫百1＝フ‾  

2．目標について  

目標においては、各大学が編成するカリキュラムの参考となるよう、習得すべきと考   

えられる必須の基本となる事項を提示しており⊥各薬科大学（薬学部）における実務実   

習において必ず習得させることが必要な事項を列挙している。また、さらに充実した実   

務実習を目指して、この到達目標に基づき作成されたカリキュラムの他に、各薬科大学  

（薬学部）がその教育理念や特色に基づいたカリキュラムを設定し、各大学の特色に串   

わせた多彩なメニューを発展的・選択的なカリキュラムとして作成することも可能であ   

る。  

3．方略について  

（1）現状における実務実習の問題点  

医療薬学教育の充実のため、実務実習を量的にも質的にも充奏することが必要であ  

・るが、実務実習の現状は、必修とされているところもあれば選択とされているところ  

もあり、その期間も2週間から1ケ月までと、大学によってまちまちである。また、   

病院実習のみが行われている場合もあり、病院と薬局においてバランスよく実習が行  

われているとは言い難い。  

薬科大学（薬学部）における実務実習は、附属病院が必置とされている医学部や歯   

学部における臨床実習と異なり 

院・薬局において実施されているのが通例である。組織上の関係を有しない病院や薬   

局において実務実習が行われるという薬科大学（薬学部）特有の事情故、教育内容の   

水準が担保しづらく、また、指導体制の構築、受け入れ体制の構築にあたって様々▲な  

困難がある。これが、これまでの薬科大学（薬学部）における実務実習への取り組み  

がまちま，ちなものとなってきた原因の⊥っであると考えられる。  

（2）方賂作成の必要性及び方略の性格  

実務実習のさらなる充実を検討する際には、すべての大学でこれを十分に実施する  

ことができるようにすることが必要であり、かつ、すべての大学で均〟な内容のもの  

として行われる必要がある。  

そこで、本′j、委員会においては、すべての大学キごぉいて十分に教育の質が担保され  

た実務実習が行われるようにするため、また、そのために充実した指導体制及び受け  

入れ体制が構築されるために、到達目標の作成とともに方略の作成を行った。  

この方略は、到達目標を実現するために必要となる学習方法、場所、▼人的資源、物  

的資漁、時間数の「標準」を示したものである。実務実習の質を担保するとともに、  
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すべての大学において均一で良質な内容の実務実習が実施されるようにするためには、  

この方略に基づき、各大学においてカリキュラム編成が行われることが望ま▲しい。  

4．評価について   

このモデル・コアカリキキラムにおいては、到達目標と、当該目標に到達するための   

教育の方法である方略について記載しているが、到達度を評価するための方法は記載   

していない。この評価の在り方については、後述するように、大学が中心となり、関   

係機関との間で評価方法の標準化も含めた検討が行われる必要がある。 

5．実務実習モデル・コアカリキュラムの内容について  

（1）「到達目標」には、実務実習事前学習（「事前学習」）、「病院実務実習」及び「薬   

局実務実習」における到達目標を掲載した。  

（2）「事前学習」においては、医療に参画できるようになるために、病院実務実習・薬   

局実務実習に先立っ七、大学内で調剤串よび製剤、服薬説明などの薬剤師職務に必要   

な基本的知識、技能、態度を修得することを一般目標として、到準目標を列挙してい  

る。  

（3）「病院実務実習」においては、病院粟剤師の業務と責任を理解し、チー 

画でき．るようになるために、調剤、製剤、服薬指導などの薬剤師業務に関する基本的   

知識、技能、態度を修得することを一般目標として、到達目標を列挙している。  

（4）t「薬局実務夷習」においては、薬局の社会的役割と責任を理解し、地域医療に参画   

できろようになるために、保険調剤、医薬品などの供給・管理、情報提供、健康相談、   

医療機関や地域との関わりについての基本的な知識、技能、態度を修得することを一   

般目標として、・到達目標．を列車している。  

（5） 

指すにせよ必要となる内容であり、双方を行うことが必要である。なお、病院実務実   

習と薬局実務実習の到達目標に一部重複が生じているが、この重複を避け、大学教育   

における効率的な学習を可能とするため、病院と薬局いずれかにおいて先に履修した   

事項を、別の機関において実習を行う際をキは履修済みとして免除可能にすることとし、   

病瞑実務実習と薬局実務実習のどちらを先に履修しても、同様の学習効果が得られる   

ようにした。・（』で卑した項目が該当。なお、免除の度合いについては、各大学にお   

ける教育目標が達成できるよう、夷習施設となる病院及び薬局との間で十分に調整を  
行うことが望ましいム）  

6．実習の実施時期と効果について  

（1）「事前学習」については、共用試験受験前に行うことも可能である。なお、早期に   

実習の導入教育を行うことは、学生のモチベーションを高めるという観点、また、医   

療人としての知識・技能・態度が一体化した総合的な教育を実施するための有機的な   

カリキュラム構築という観点から望ましい。  

（2）「病院実務実習」及び「薬局実務実習」については、実際に調剤等を行い、患者と   

接することになることから、原則として共用試験実施後に行われることが望ましい。  
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（3）医療の現場における実務実習を経てモチベーションを高めた学生が卒業実習を履修   

することにより、根拠に基づく医療に貢献できる能力、研究する心と態度、高い創造   

性と倫理性、問題発見・解決型の能力、論理的思考力、生涯にわたり学び続ける意思   

と能力を養うことが可能となる。  

7．実務実習モデル・コアカリキュラム実施に当たっての留意事項  

実務実習モデル・コアカリキュラムを実施した場合の単位数については、講義・演   

習については15時間から30時間を1単位、●実習については30時間から45時間   

で1単位という大学設置基準の定めに従い、各大学において適切に定めることが必要   

である。  

（2）受け入れ体制整備の必要性  

方略に記された人的資源・物的資療の確保及び時間数の確保に際しては、大学と各   

施設及び職能団体との密接な連携と協調が必要である。そのために、日本薬剤師会、   

日本病院薬剤師会及び薬学教育協議会（調整機構）においては、薬局や病院の十分な   

協力を確保するとともに、実習を受け入れる薬局及び病院のさらなる整備を行うこと   

が必要である。  

また、例えば、複数の施設がグループを形成して学生を受け入れることにより、実   

習内容の均質化を図るといった工夫が行われる必要もある。  

（3） 

実務実習は大学における教育として行われるものである。従って、大学やミ実習の質   

の担保を図る必要があり、医療施設との十分な連携・調整のもと、指導体制が構築さ   

れる必要がある。また、制度所管官庁卑び職能団体において、実務実習の指導が十分   

に行われるよう、適切な措置が簸じられることが必要であ．る。  

① 病院実務実習の場合  

病院実務実習の場合、病院薬剤師が中心となって指導を行うこととなるがヾ医師や   

看護師を含めた医療チーム構成員との連携が必要であり、病院管理者、医師、看護師   

などに本実務実習の意義を十分に理解してもらい、病院一体となった指導体制が構築   

されることが不可欠である。  

② 薬局実務実習の場合  

薬局実務実習の場合、開局薬剤師が中心となって指導を行うごととなるが、均一な   

実習を行うために、実習に対する薬局管理者又は経営者並びに地域薬剤師会の十分な   

理解と協力が必要である。  

（4）各大学が行う▲実務実習の評価について  

本モデル・コアカリキュラムに基づいて行われる実務実習に関しては、①実習現場   

において学生をどのように評価するか、②実習現場における指導体制をどのように評   

価するか、③大学教育としての実務実習の内容をどのように評価するか、といった事   

項を明確化する必要がある。それぞれの評価が適切に行われることとなるよう、大学   

が中心となり、関係機関との間で評価方法の標準化も含めた検討が行われる必要があ  

る。  
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（5）違法性の阻却の問題   

本モデ′㌧・コアカリキュラムは大学教育における薬学教育として必要となる実務実   

習内容を盛り込んだものである。従って、実習の内容が薬剤師法等の医療関連法規に   

抵触することがないよう、違法性の阻却のための要件がさらに検討され亭必要がある。  

（6）共用試験の実施  

病院実務実習及び薬局実務実習を行う学生が、薬局や病院の現場に出る前に実習を   

行うに必要な基本的な知識・技能・態度を身につけていることを担保するためミ▲共用   

試験が実施される必要がある。共用革験においてさ享、知識が十分に習得されているか   

否かを問うための問題が作成される必要があり、また、技能・態度の評価方準に？い   

ても工夫が行われる必要がある。  

この共用試験につい七は、要務実習モデル・コアカ．リキュラムの内容に従って学生   

が実習を開始する時期までに、本格的に実施される必要がある。  

（7）実務実習モデル・コアカリキュラムの実施時期についての考え方   

実務実習モデル・コアカリキュラムは、社会のニ 

ために必須の内容セあり、各到達目標を実現するための方略を積み上げて作成したも  
のである。この実務実習モデル・．コアカリキュラムは、協力者会議報告書で述べられ   

ている6年間の教育において履修されることが適当と考える。  

なお、このモデル・コアカリキュラムを参考にし、様々な工夫のもと、速やかに各   

大学において充実した実務実習の実施に向けた取り組みが行われることを期待する。  
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教育目標（一般目標・到達目標）  

（Ⅰ）実務実習事前教育  

一般目標：   

卒業後、医療に参画できるようになるために、病院実務実習・薬局実務実習に先立って、大  

学内で調剤および製剤、服薬指導などの薬剤師職務に必要な基本的知識、技能、態度を修得す  

る。  

（1）事前学習を始めるにあたって  

一般目標：   

事前学習に積極的に取り組むために、病院と薬局での薬剤師業務の概要と社会的使命を理解  

するこ   

《薬剤師業務に注目する》   

到達目標：  

1）医療における薬剤師の使命や倫理などについて概説できる。 

2）医療の現状をふまえて、薬剤師の位置づけと役割について概説できる。   

3）薬剤師が行う業務が患者本位のファーマシューテイカルケアの概念にそったものである  

ことについて討議する。（態度）  

《チーム医療に注目する》   

到達目標：   

4）医療チ｝ムの構成や各構成員の役割、連携と責任体制を説明できる。   

5）チーム医療における薬剤師の役割を説明できる。  

△6）自分の韓カや責任範囲の限界と他の医療従事者との連携について討議する。（態度）   

《医薬分業に書生目する》   

到達目標：   

7）医薬分業の仕組みと意義を概説できる。   

（2）処方せんと調剤  

一般目標：   

医療チームの一員として調剤を正確に実施できるようになるために、処方せん授受から服薬  

指導までの流れに関連する基本的知識、技能、態度を修得する。   

《処方せんの基礎》   

到達目標′：   

り処方せんの法的位置づけと機能について説明できる。  
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2）処方オーダリングシステムを概説できる。  

3）処方せんの種類、特徴、必要記載事項について説明できる。  

4）調剤を法的根拠に基づいて説明できる。  

5）代表的な処方せん例の鑑査における注意点を説明できる。（知識・技能）  

6）不適切な処方せんの処置につJ、て説明できる。  

《医薬品の用法・用量》   

到達目標：   

7）代表的な医薬品の用法・用量および投与計画について説明できる。   

8）患者に適した剤形を選択できる。（知識・技能）   

9）患者の特性（新生児、小児、高齢者、妊婦など）に適した用法・用量について説明でき  

る。  

△10）患者の特性に適した用量を計算できる。（技能）  

11）病態（腎、肝疾皐など）に適した用量設定について説明できる。   

《服薬指導の基礎》   

到達目標：  

12）服薬指導の意義を法的、倫理的、科学的根拠に基づいて説明セきる。   

《調剤室業務入門》   

到達目標：  

△13）代表的な処方せん例の鑑査をシミュレートできる。（技能）  

△14）処方せん例に従って、計数調剤をシミュレートできる。（技能）  

△15）処方せん例に従って、計量調剤をシミュレートできる。（技能）  

△16）調剤された医薬品の鑑査をシミュレートできる。（技能）  

△17）処方せんの鑑査の意義とその必要性について討議する。，（態度）   

（3）疑義照会  

一般目標：   

処方せん上の問題点が指摘できるようになるた捌こ、用法・用量、禁忌、相互作用などを含  

む調剤上注意すべき事項に関する基本的知識、技能、態度を修得する。   

《疑義照会の意義と根拠》   

到達目標：  

1）∴疑義照会の意義について、法的根拠を含めて説明できる。   

2）但壷坦な配合変化の組合せとその理由を説明できる。  

△3）特定の配合によって生じる医薬品の性状、外観の変化を観察する。（技能）   

4）不適切な処方せん例について、その理由を説明できる。  
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《疑義照会入門》  

到達目標：  

△5）■処方せんの問題点を解決するための薬剤師と医師の連携の重要嘩を討議する。（態度）   

6）代表的な医薬品について効能・効果、用法・用量を列挙できる。   

7）代表的な医薬品について警告、禁忌、副 

8）代表的な医薬品について相互作用を列挙できる。  

9）疑義照会の流れを説明できる。  

△10）疑義照会をシミュレートする。（技能・態度）   

（4）医薬品の管理と供給  

一般目標；  

病院・薬局における医薬品の管理と供給を正しく行うために、内服薬、注射剤などの取扱い、  

および院内製剤・薬局製剤に関する基本的知識と技能を修得する。   

《医薬品の安定性に注目する》   

到達目標：  

1）医薬品管理の意義と必要性について説明できる。   

2）代表的な剤形の安定性、 

《特別な配慮を零する医薬品》   

到達目標：   

3）毒薬・劇薬の管理および取扱いにつY、て説明できる。   

4）麻薬、向精神薬などの管理と取扱い（投薬、廃棄など）について説明できる。   

5）血祭分画製剤の管理および取扱いについて説明できる。   

6）輸血用血液製剤の管理および取扱いについて説明できる。   

7）代表的な生物製剤の種類と適応を説明できる。   

8）生物製剤の管理と取扱い（投薬、廃棄など）について説明できる。  

△’9）麻薬の取扱いをシミュレートできる。（技能） 

△10）代表的な放射性医薬品の種類と用途を説肉できる。  

△11）放射性医薬品の管理と取壊い（投薬、廃棄など）について説明できる。   

《製剤化の基礎》   

到達目標：  

△12）院内製剤の意義、・調製上の手続き、品質管理などについて説明できる。  

△13）薬局製剤の意義、調製上の手続き、品質管理などについて説明できる。  

今14）代表的な院内製剤を調製できる。（技能）  

△15）無菌換作の原理を説明し、基本的な無菌操作を実施できる。（知識・技碍）  

△16）抗悪性腰瘍剤などの取扱いにおけるケミカルく＼ザード回避の基本的手技を実施できる。  

（技能）  
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《注射剤と輸液》  

到達目標：  

17）注射剤の代表的な配合変化を列挙し、その原因を説明できる。  

△18）代表的な配合変化を検出できる。（技能）  

19）代表的な輸液と経菅栄養剤の種類と適応を現明できる。  

△加）体内電解質の過不足を判断七て清正できる。〈技詑）  

《消毒秦》  

到達目標：  

21）代表的な消毒薬の用途、使用濃度を説明できる。  

22）消毒薬調製時の注意点を説明できる。  

（5）リネタマネージメント  

一般目標：  

薬剤師業務が人命にかかわる仕事であることを認識し、患者が被る危険を回避できるように  

なるために、医薬品の副作用、調剤上の危険因子とその対策、院内感染などに関する基本的知  

識、技能、態度を修得する。  

《安全管理に注目する》  

到達目標：  

1）薬剤師業務の中で起こりやすい事故事例を列挙し、その原因を説明できる。  

2）誤りを生じやすい投薬例を列挙できる。  

3）院内感染の回避方法について説明できる。  

《副作用に注目する》  

到達目標：  

4）代表的な医薬品の副作用の初期症状と検査所見を具体的に説明でき・る。  

《リスクマネージメント入門》  

到達目標：  

5）誤りを生じやすい調剤例を列挙できる。  

△6）リスクを回避するための具体策を提案する。．（態度）  

△7）事故が起こった場合の対処方法について提案する。（態度）  

（6）服薬指導と患者情報  

一般目標：  

患者の安全確保と雛L向上に貢献できるようになるために、服薬指導などに関する基本的知  

識、技能、態度を修得する。  
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《服薬指導に必要な技能と態度》   

到達目標：  

1）患者の基本的権利、自己決定権、インフォームド・コンセント、守秘義務などについて  

具体的に説明できる。   

2）代表的な医薬品の服薬指導上の注意点を列挙できる。   

3）代表的な疾患において注意すべき生活指導項目を列挙できる。  

△4）インフォームド・ 

△5・）適切な言葉を選び、適切な手順を経て服薬指導する9（技能・態度）  

△6）医薬品に不安、抵抗感を持つ理由を理解し、それを除く努力をする。（知識・態度）   

7）患者接遇に際し、配慮しなければならない注意点を列挙できる。   

《患者情報の重要性に注目する》   

到達目標：   

8）服薬指導に必要な患者情報を列挙できる。  

△9）患者背景、情報（コンプライアンス、経過、診療録、薬歴など）を把握できる。（技能）  

10）医師、看護師などとの情報の共有化の重要性を説明できる。   

《服薬指導入門》   

到達目標：  

△11）代表的な医薬品について、適切な服薬指導ができる。（知識・技能）  

△12）共感的確度で患者インタビューを行う。（技能・◆態度）  

△13）患者背景に配慮した服薬指垂ができる。（技能）  

△14）代表的な症例についての服薬指導の内容を適切に記録でき争。（技能）   

（7）事前学習のまとめ  

一般目標：  

病院実務実習、薬局実務実習に先立って大学内で行った事前学習の効果を高めるために、調剤  

および服薬指導などの薬剤師職務を総合的に実習する。  
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（Ⅱ）病院実習  

「股目標：  

病院薬剤師の業務と責任を理解し、チーム医療に参画できるようになるために」調剤および  

製剤、服薬指導などの薬剤師業務に関する基本的知識、技能、態度を修得する。  

1  

（1）病院調剤を睾軽する   

一般目標：  

病院において調剤を通して患者に最善の医療を提供するために、調剤、医薬品の適正な使用  

ならびにリスクマネージメントに関連する基本的知識、技能、感度を修得するら  

《病院調剤業務の全体の流れ》  

到達目標：  

1．患者の診療過程に同行し、その体験を通して診療システムを概説できる。  

2．病院内での患者情報の流れを図式化できる。  

3．病院に所属する医療スタッフの職種名を列挙し、その業務内容を相互に関連づけて説明で  

きる。  

4．薬剤部門を構成する各セクションの業務を体験し、その内容を相互に関連づけて説明でき  

る。  

5．処方せん（外来、入院患者を含む）の受付から点者への医薬品交付、服薬指導に至るまで  

の流れを概説できる。  

6．病院薬剤師と薬局薬剤師の連携の重要性を説明できる。  

《計数・計量調剤》  

到達目標：  

7．処方せん（麻薬、注射剤を含む）の形式、種類および記載事項について説明できる。  

8∠．処方せんの記載妻項（医薬品名、分量、用法・用量など）が整っているか確認できる。  

9∠］．代表的な処方せんについて、処方内容が適正であるか判断できる。  

104 薬歴に基づぎ、処方内容が適正であるか判断できる。  

114適切な疑義照会甲実務を体験する。  

12∠］．薬袋，薬札に記載すべき事項を列挙し、記入できる。  

13∠．処方せんの記載に従って正しく医薬品の取り．そろえができる。（技能）  

14∠］．錠剤、カプセル剤の計数調剤ができる。．（技能）  

154代表的な医薬串の剤形を列挙できる。  

164代表的な医薬品を色・形、識別コードから識別できる。（技能）  

17∠．医薬品の識別に色、形などの外観が重要であることを、具体例を挙げて説明できる。  

184 代表的な医薬品の商品名と一般名を対比できる。  

19∠］．異なる商品名で、同一有効成分を含む代表的な医薬品を列挙できる。  

20』．毒薬・劇薬、麻薬、向精神薬などの調剤ができる。（技能）  

21∠づ．一回量（－包化）調剤の必要性を判断し、実施できる。（知識・技能）  

22∠コ．散剤、液剤などの計量調剤ができる。（技能）  

67  

75   



23∠づ．調剤機器（秤量器、分包機など）の基本的■な取扱いができる。（技能）  

24∠．細胞毒性のある医薬品の調剤について説明できる。  

25∠コ．．特別な注意を要する医薬品（抗悪性腫瘍薬など）の取扱いを体験する。（技能）  

26∠】．錠剤の粉砕、およびカプセル剤の開封の可否を判断し、実施できる。（知識・技能）  

27∠．調剤された医薬品に対して、鑑査の実務を体験する。（技能）   

《服薬指導》  

到達目標：  

28∠】．患者向けの説明文書の必要性を理解して、作成二交付できる。（知識・技能） 

29』．患者に使用上の説明が必要な眼軟膏、坐剤、吸入剤などの取扱い方を説明できる。  

30』．自己注射が承認されている代表的な医薬品を調剤し、その取扱い方を説明できる。  

31∠．お薬受け渡し窓口において、薬剤の服用方法、保管方法および使用上の注意について適  

切に説明できる。  

32∠】．期待する効果が充分に現れていないか、あるいは副作用が疑われる場合のお薬受け渡し  

窓口における対処法について提案する。（知識・態度）  

《注射剤調剤》  

到達目標：  

33．注射剤調剤の流れを概説できる。  

34．注射処方せんの記載事項（医薬品名、分量、用法・用量など）・が整っているか確認できる。  

（技能）  

35・代表的な注射剤処方せんについて、処方内容が適正であるか判断できる。（技能）  

36．処方せんの記載に従って正しく注射剤の取りそろえができる。（知識・技能）  

37．注射剤（高カロリー栄養輸液など）の浪合操作を実施できる。■（技能）  

38．注射剤の配合変化に関して実施されている回避方法を列挙できる。 

39．毒薬・劇薬、麻薬、向精神薬などの注射剤の調剤と適切な取扱いができる。（技能）  

40．細胞毒性のある注射剤の調剤について説明できる。  

41．特別な注意を要す畠注射剤（抗悪性月重瘍薬など）の取扱いを体験する。（技能）  

42．調剤された注射剤に対して、正しい鑑査の実務を体験する。（技能）  

《安全対策》  

到達目標：  

43∠．リスクマネージメントにおいて薬剤師が果たしている役割を説明できる。  

44∠．調剤過誤を防止するために、．実際に工夫されている事項を列挙できる。  

45■d．商品名の綴り、発音あるいは外観が類似した代表的な医薬品を列挙できる。  

46∠．医薬品に関わる過失あるいは過誤について、適切な対処法を討議する。（態度）  

47∠．インシデント、アクシデント報告の夷例や、現場での体験をもとに、リスクマネージメ  
ントについて討議する。（態度）  

48』．職務上の過失、過誤を未然に防ぐための方策を提案できる。（態度） 

49∠d．実習中に生じた諸問題（調剤ミス、過誤、事故、クレームなど）を、当該機関で用いら  

れるフォーマットに正しく記入できる。（技能）  
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（2）医薬品を動かす・確保する  

一般目標：   

医薬品を正確かつ円滑に供給し、その品質を確保するために、医薬品の管理、．供給、保存に  

必要な基本的知識、技能、態度を修得する。   

≠匹宋戸口Uノー呂■J≡E’’Fモ不日 一1不1ナ〝  

到達目標：  

1．医薬品管痙の流れを概説できる。  

24 医薬品の適正在庫の意義を説明できる。  

3．納品から使用までの医薬品の動きに係わる人達の仕事を見学し、’薬剤師業務と関連づけて  
説明できる。  

4．医薬品の品質に影響を与える因子と保存条件を説明できる。  

5－d．納入医薬品の検収を体験し、そのチェック項目を列挙できる。  

6∠］．同一商品名の医薬品に異なった規格があるものについて具体例を列挙できる。  

7．院内における医薬品の供給方抵について説明できる。  

8＿請求のあった医薬品を取り揃えることができる。（技能）  

《特別な配慮を要する医薬品》  

到達目標：  

9∠1．麻薬・向精神薬および覚せい剤原料の取扱いを体験する。（技能）  

10∠．毒薬、劇薬を適切に取り扱うことができる。（技能）  

11．血祭分画製剤の取扱いを体験する’。（技能）  

12』・法的な管理が義務付けられて 

製剤など）を挙げ、その保管方法を見学し、その意義について考察する。（態度）  

《医薬品の採用・使用中止》  

到達目標：  

13．医薬品の採用と使用中止の手続きを説明できる。  

14．代表的な同種・同効薬を列挙できる。   

（3）情報を正しく使う 

一般目標：   

医薬品の適正使用に必要な情報を提供できるようになるために、薬剤部門における医薬品情  

報管理（DI）業務に必要な基本的知識、技能、態度を修得する。  

《病院での医薬品情報》  

到達目標：  

1．医薬品情報源のなかで、当該病院で使用しているものの種類と特徴を説明できる。 

2．院内への医薬品情報提供の手段、方法を概説できる。  

3』．緊急安全性情報、不良品回収、製造中止などの緊急情報の取扱い方法について説明できる。  
4．患者、医療スタッフへの情報提供における留意点を列挙できる。  
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《情報の入手・評価・加工》  

到達目標：  

5』∴医薬品甲基本的な情報を、文献、MR（医薬情報担当者）なとの様々な情報源から収集で  

きる。（技能）  

6．DIニュースなどを作成するために、医薬品情報の評価、加工を体験する。（技能）  

7∠．医薬品・医療用具等女全性情弔報告用紙にこ必要事項を記載できる。（知識・技能）   

《情報捏庚》  

到達目標：  

8．医療スタッフからの質問に対する適切な報告書の作成を体験する。（知識・技能）  

9／医療スタッフのニーズに合った情報提供を体験する。、（技能・態度）  

10．患者のニーズに合った情報の収集、加工および提供を体験する。（技能・態度）  

11．情報提供内容が適切か否かを追跡できる。（疲能）   

（4）ベッドサイドで学ぶ  

一般目標：   

入院患郵こ有効性と安全性の高い薬物治療を提供するために、薬剤師病棟業務の基本的知識、 

技能、態度を修得する。  

《病棟業務の概説》  

到達目標：  

1．．病棟業務における薬剤師の業務（薬剤管理、与薬、リスクマネージメント、供給管理など）  

を概説できる。 

2一葉剤師の業務内容について、正確に記録をとり、報告することの目的を説明できる。  

3．・病棟における薬剤の管理と取扱いを体験する。（知識・技能・態度）   

《医療チームへの参加》  

到達目標：  

4．医療スタッフが日常使っている専門用語を適切に使用できる。（技能）  

5．病棟において医療チームの一員として他の医療スタッフとコミュニケートする。（技能・態   

度）  

《薬剤管理指導業務》  

到達目標：  

6．診療録、看護記録、．重要な検査所見など、種々の情報源から必要な情報を収集でき．る。（技 

能）  

7・報告に必要な要素（5WIH）に留意して、収集した情報を正確に記載できる（薬歴、服薬  

指導歴など）。（技能）  

8∴収集した情報ごとに誰に報告すべきか判断できる。（技能） 

9，患者の診断名、病態から薬物治療方針を把握できる。（技能）  

10，使用医薬品の使用上の注意と副作用を説明できる。  

11・臨床検査値の変化と使用度薬品の関連性を説明できる。  

12．医師の治療方針を理解したうえで、患者への適切な服薬指導を体験する。（技能・態度）  

13．■患者の薬に対する理解を確かめるための開放型質問方法を実施する。（技能・態度）  
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14．薬に関する患者の質問に分かり易く答える。（技能・態度）  

15．患者との会話を通して、服薬状況を把握することができる。（知識・技能）  

16．代表的な医薬品の効き目を、患者との会話や患者の様子から確かめることができる。（知   

識・技能）  

17．代表的な医薬品の副作用を、患者との会話や患者の様子から気づくこと．ができる。（知識t  

18．患者がリラックスし自らすすんで話ができるようなコミュニーケションを実施できるこ（技   

能・態度）  

19．患者に共感的態度で接する。（態度）  

20．患者の薬物治療上の問題点をリストアシプし、SOAPを作成できる。（技能）  

21．期待する効果が現れていないか、あるいは不十分と思われる場合の対処法について提案す  

る。（知識・技能）  

22．副作用が疑われる湯合の適切な対処法について提案する。（知識・態度）   

《処方支援への関与》  

到達目療：  

23．治療方針決定のプロセスおよびその実施における薬剤師の関わりを見学し、他の医療スタ   

ッフ、医療機関との連携の重要性を感じとる。（態度）  

24．適正な薬物治療の実施について、他の医療スタッフと必要な意見を交換する。（態度）   

（5）襲剤を造る・調べる  

一般目標：  

、患者個々の状況に応じた嘩切な剤形の医薬品を提供するため、院内製剤の必要性を認識し、  

院内製剤の調製ならびにそれらの試験に必要とされる基本的知識、技能、態度を修蒔する。   

《院内で調製する製剤》  

到達目標：  

1．院内製剤の必要性を理解し、以下に例示する製剤のいずれかを調製でき・る。（軟膏、坐剤、   

散剤、液状製剤（消毒薬を含む）など）（技能）  

2．無菌製剤の必要性を理解し、以下に例示する製剤のいずれかを調製できる。（点眼液、注射  

液など）（技能）  

《薬物モニタリング》  

到達目標：  

3，実際の患者例に基づきTDMのデータを解析し、薬物治療の適正化について討議する。（技  

能・態度）  

《中毒医療への貢献》  

到達目標：  

4．薬物中毒患者の中毒原因物質の検出方法と解毒方法について討議する。（知識、態度）  
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（6）医療人としての薬剤師  

一般目標：   

常に患者の存在を念頭におきく倫理観を持ち、かつ責任感のある薬剤師となるために、医療  

の担い手としてふさわしい態度を修得する。  

到達目標：  

1．患者および医薬品に関連する情報の授受と共有の重要性を感じとる。（態度）  

2．患者にとって薬に関する窓口である薬剤師の果たすべき役割を討議し、その重要性を感じ  

とる。（態度）  

1 3・患者の健康の回復と維持に薬剤師が積極的に貢献することの重要性を討議する。（態度）  
4・生命に関わる職種であることを自覚し、ふさわしい態度で行動する。．（態度）  

5．医療の担い手が守るべき倫理規範を遵守する。（態度）  

6＿職務上知り得た情報について守秘義務を守るこ （態度）  
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（Ⅲ）薬局実習  

一般目標：   

薬局の社会的役割と責任を理解し、地域医療に参画できるようになるために、保険調剤、医  

薬品などの供給・管理、情報提供、健康相談、医療機関や地域との関わりについての基本的な  

知識、技能、態度を修得する。  

（1）薬局アイテムと管理  

一般目標：   

薬局で取り扱うアイテム（品目）の医療、保健・腐生における役割を理解し、それらの管理  

と保存に関する基本的知識と技能を修得する。   

《薬局アイテムの流れ》  

到達目標：  

1．薬局で取り扱うアイテムが医療の中で果たす役割について説明できる。  

2．薬局で取り扱うアイテムの保健・衛生、生活の質の向上に果たす役割を説明できる。  

3．薬局アイテムの流通機構に係わる人達の仕事を東学し、薬剤師業務と関連づけて説明でき   

る。  

《薬局製剤》  

到達目標：  

4．代表的な薬局製剤・漢方製剤につヤ、て概説できる。  

5．代表的な薬局製剤・漢方製剤を調製できる。   

《薬局アイテムの管理と保存》  

到達目標：  

6∠】．医薬品の適正在庫とその意義を説明できる。  

7』．納入医薬品の検収を体験し、そのチェック項目（使用期限、ロットな 

8．薬局におけるアイテムの管理、配列の概要を把握し、実務を体験する。（知識・技能）  

《特別な配慮を要する医薬品》  

到達目標：  

9∠d．麻薬、向精神薬などの規制医薬品の取扱いについて説明できる。  

10』．毒物、劇物の取扱いについて説明できる。  

114法的な管理が義務付けられている医薬品（麻薬、向精神薬、劇薬、毒薬，．特定生物由来   

製剤など）を挙げ、その保管方法を見学し、その意義について考察する。（態度）   

（2）情報のアクセスと活用  

一般目標：   

医薬品の適正使用に必要な情報を提供できるようになるために、薬局における医薬品情報管  

理業務に関する基本的知識、技能、態度を修得する。  

《薬剤師の心構え》  

到達目標：  

1．医療の担い手が守るべき倫理規範を遵守する。（態度）  
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2・職務上知り得た情報に？いて守秘義務を守る。（態度）  
ノ  

《情報の入手と加工》  

到達目標：  

3∠］．医薬■品の基本的な情報輝（厚生労働省、日本製薬工業協会、製薬企業、日本薬剤師会、卸  

など）の種叛と特徴を正しく理解し、適切に選択できる。（知識・技能）  

4∠】．基本的な医薬品情報（警告、禁忌、効能、副作用、相互作用など）を収集できる。（技能）  

5．処方内容から得られる患者情報を的確に把握できる。（技能）  

6．薬歴薄から得られる患者情報を的確に把握できる。（技能）  

7∠］．緊急琴全性情報、不良品回収、製造中止などの緊急情報の取扱い方法を説明できる。  

8∠．問い合わせに対し、根拠に基づいた論理的な報告書を作成できる。（知識・技能）  

94医薬品・医療用具等安全性情報報告用紙に必要事項を記載できるこ（知識・技由）   

《情報の提供》 

到達目標：  

10．入手した情報を評価し、患者に対してわかりやすい言葉、表現で適切に説明できる。（技  

能・態度）  

11∴入手した患者情報を、必要に応じ、適正な手続きを経て他の医療従事者に提供できる。（技  

能・態度）  

12∠］．患者および医薬品に関連する情報の授受と共有の重要性を感じとるこ（態度）   

（3）薬局調剤を実践する  

一般目標：  

薬局調剤を適切に行うために、魂剤、医薬品の適正な使用、リスクマネージメントに関連す  

る基本的知識、技能、態度を修轟する。   

《保険調剤業務の全体甲流れ》  

到達目標：  

1．保険調剤業務の全体の流れを理解し、処方せんの受付か●ら調剤報酬の請求享での概要を説  

明できる。  

2．保険薬局として認定される条件を、薬局の設備と関連づけて具体的に説明できる。  

《処方せんの受付》  

到達目標：  

3．処方せん（麻薬を含む）の形式および記載事項について説明できる。  

4．処方せん受付時の対応および注意事項（患者名の確認、患者の様子、処方せんの使用期限、  

記載不備、偽造処方せんへの注意など）について説明できる。  

5．初来局患者への対応と初回質問表の利用について説明できる。  

6．初来局および再来局患者から収集すべき情報の内容について説明できる。  

74 処方せん受付時の対応ができる。（技能・■態度）  

8∠．生命に関わる職種であることを自覚し、ふさわしい態度で行動する。（態度）  

9∠コ．患者が自らすすんで話ができるように工夫する。（技能・態度）  
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10』．患者との会話などを通じて、服薬上の問題点（服薬状況、副作用の発現など）を把握で  

きる。（技能）  

《処方せんの鑑査と疑義照会》   

到達目標： 

11／1． 

12∠］．処方せんに記載された処方薬の妥当性を、医薬品名、分量、用法、用量、薬物相互作用  

などの知識に基づいて判断できる。（知識・技能）  

13．薬歴簿を参照‾して処方内容の妥当性を判断できる。（知識・技能）  

14．疑義照会の行い方を身につける。（知識・態度）  

15．疑義照会事例を通して、医療機関との連携、患者への対応をシミュレ「卜する。（技能・  

態度）  

《計数・計量調剤》  

到達目標 

16∠］．薬袋、薬札に記載すべき事ユ頁を列挙できる。  

17∠d．処方せんの記載に従って正しく医薬品の取りそろえができる。（技能）  

18∠d．錠剤、カプセル剤などの計数調剤ができる。（技能）  

19∠．代表的な医薬品の剤形を列挙できる。  

204．医薬品の識別に色、形なとの外観が重要であることを、具体例を挙げ七説明できる。   

214 代表的な医薬品の商品名と一般名を対比できる。   

22∠4．同一商品名の医薬品に異なった規格があるものについて具体例を列挙できる。   

234 異なる商品名で、同一有効成分を含む代表的な医薬品を列挙できる。   

24∠］．代表的な同種・同効薬を列挙できる。   

25』．代表的な医薬品を色・形、識別コードから識別できる。（技能）   

26∠d．一回量（－包化）調剤を必要‘とするケースについて説明できる。   

27∠d．一回量（－包化）調剤を実施できる。（技能）   

28∠］．錠剤の粉砕、およびカプセル剤の開封の可否を判断し、実施できる。（知議・技能）   

29∠］．散剤、硬剤などの計量調剤ができる。（技能）   

30』．調剤機器（秤量器、分包機など）の基本的取扱いができる。（技能）   

31』．毒薬∴劇薬、麻薬、向精神薬などの調剤と取扱いができ争。（技能）   

32∠］．特別な注意を要する医薬品（抗悪性腫瘍薬など）の取扱いを体験する。（技能）  

《計数・計量調剤の鑑査》   

到達目標：   

33∠］．調剤された医薬品に対して、鑑査の実務を体験する。（技能）  

《服薬指導の基礎》   

到達目標：   

344適切な服薬指導を行うために、患者から集める情報と伝える情報を予め把握できる。（知  

識・技能）   

35．薬歴管理の意義と重要性を説明できる。   

36．薬歴簿の記載事項を列挙し、記入できる。（知識・技能）  
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37．薬歴簿の保管、管理の方法、期間などについて説明できる。  

38∠．．妊婦、小児、高齢者などへの服薬指導において、配慮すべき事項を列挙できる。  

39』．患者に使用上の説明が必要な眼軟膏、坐剤、吸入剤などの取簸い方を説明できる。（技能）  

40』．自己注射が承認されている代表的な医薬品を調剤し、その取扱い方を説明セきる。   

朋良薬指導入門 

到達目標： 

41∠］．指示通りに医薬品を使用するように適切な指導ができる。・（技能）  

42．薬歴簿を活用した服薬指導ができる。（技能）  

434患者向けの説明文書を使用した服薬指導ができる。（技能）  

44．お薬手帳、 

《服薬指導実践実習》  

到達目標：  

45∠］．患者に共感的態度で接する。（態度）  

46∠］．患者との会話を通じて病態、、服薬状況（コンプライアンス）、服薬上の問題点などを把握  

できる。（技能）  

47∠．患者が必要とする情報を的確に把握し、適切に回答できる。（技能・態度）  

48∠］．患者との会話を通じて使用案の効き目、副作用に関する情報を収集し、必要に応じて対  

処法を提案する。（技能・態度）  

49∠］．入手した情報を評価し、患者に対してわかりやすい言葉、表現で適切に説明できる。（技  

能・態度．）  

《調剤録と処方せんの保管・管理》  

到達目標：  

50．調剤録の法的規制について説明できる。  

51．調剤録への記入事項について説明できる。  

52．調剤録の保管、管理の方法、期間などについて説明できる。  

53．調剤後の処方せんへの記入事項について説明できる。  

54二 処方せんの保管、管理の方法、期間などについて説明できる。   

《調剤報酬》  

到達目標：  

55．調剤報酬を算定し、調剤報酬明細妻（レセプト）を作成できる。（技能）  

56．薬剤師の技術評価の対象について説明できるこ   

《安全対策》  

到達目標：  

57．代表的な医療事故訴訟あるいは調剤過誤事例について調査し、そめ原因について指導薬剤   

師と話し合う。（知識・態度）  

584名称あるいは外観が類似した代表的な医薬品を列挙できる。  

594特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性腫瘍薬、抗糖戻病薬など）を列挙できる。  

60』．調剤過誤を防止するために、実際に工夫されている事項を列挙できる。  
61∠］．調剤中に過誤が起こりやすいポイントについて討議する。（態度）  
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624 過誤が生じたときの対応策を討議する。（態度）  

634 インシデント、アクシデント報告の記載方法を説明できる。  

（4）薬局カウンターで学ぶ  

一般目標：  

遡戯土全  

患者、顧客の教則こ関する基本的知識、技能、態度を修得する？   

《患者・顧客との接遇》  

到達目標：  

1，かかりつけ薬局・薬剤師の役割について指導薬剤師と話し合う。（態度）  

2．患者、顧客に対して適切な態度で接する云（態度）  

3．疾病の予防および健康管理についてアドバイスできる。（技能・態度）  

4．医師への受診勧告を適切に行うことができる。（技能・態度）   

《一般用医薬品・医療用具・健康食品》  

到達巨標：  

5．セルフメディケーションのための一般用医薬品、医療用具、健康食晶などを適切に選択・  

供給できる。（技能）  

6．顧客からモニタリングによって得た副作用および相互作用情報への対応策について説明で  

きる。   

《カウンター実習》  

到達目標：  

7：顧客が自らすすんで話ができるように工夫する。（技能・態度）  

8．顧客が必要とする情報を的確に把握する。（技能・態度）  

9，顧客との会話を通じて使用薬の効き目、副作用に関する情報を収集できる。（技能・態度）  

10．入手した情報を評価し、．顧客に対してわかりやすい言葉、表現で適切に説明できる。（技  

能・態度）  

（5）地域で活躍する薬剤師  

一般目棲：   

地域に密着した薬剤師として活躍できるようになるために、在宅医療、地域医療、地域福祉、  

災害時医療、地域保健などに関する基本的知識、技能、態度を修得する。  

《在宅医療》  
－  

到達目標：  

1，訪問薬剤管理指導業務について説明できる。  

2．在宅医療における医療廃棄物の取り扱いについて説明できる。  

3．薬剤師が在宅医療に関わることの意義を指導薬剤師と話し合う。（態度）  

《地域医療・▼地域福祉》  

到達目標：  、  

4．病院薬剤師と薬局薬剤師の連携の重要性を説明できる。  
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5．当該地域における休日、夜間診療と薬剤師の役割を説明できる。  

6．当該地域での居宅介護、介護支援専門員などの医療福祉活動の状況を把握できる。（知識・   

琴能）   

《災害時医療と薬剤師》  

到達目標：  

7．緊急災害時における、当該薬局および薬剤師の役割について説明できる。  

《地域保健》  

到達目標： 

8．学校薬剤師の職務を見聞し、その役割を説明できる。  

9．地域住民に対する医薬品の適正使用甲啓発活動における薬剤師の役割を説明できるご  

10．麻薬・覚せい剤等薬物乱用防止運動における薬剤師の役割について説明できる。  

11．日用品に係る薬剤師の役割について説明できる。  

12．日用品に含まれる化学物質の危険性を列挙し、わかりやすく説明できる。  

13．誤飲、．誤食による中毒および食中毒に対して適切なアドバイスできる・。（知識・技能）  

14．生活環境における消毒の概念について説明できる。  

15．話題性のある薬物および健康問題にづいて、科学的にわかりやすく説明できる。  

（6）薬局業務を総合的に学ぶ  

「般目標： 

調剤、服薬指導、患者・顧客接遇などの薬局薬剤師の職務を終合的に実習する。 

《稔合実習》  

到達目標：  

1．薬局業務を総合的に実践する。  

2．患者の健康の回復と維持に薬剤師が積極的に貢献することの重要性を感じ取る。（態度） 

3．薬が病気の汚癒、進行防止を通して、病気の予後とQOLの改善に貢献していることを感じ  

とる。（態度）  
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（2）処方せんと調剤  
靴記載しない場合の学生数は200名【   

場所  人的資源  物的資痕（例   時間  LS   到達目標   学習方法  示）  

《処方せんの基礎》  ＼  

◎処方せんの法的位置づけと機能につい  
201   て鱒明できる。◎処方オーダリングシス  講義   ○  90xl   

テムを概説できる  
実務実習  

202  ◎処方せんの種類、特徴、必要記載事項 について説明できる 修了草生  様々な処方せん例   90xt   
．   

5  

◎調剤を法的根拠に基づいて説明でき  実務実習  
ZO3   る。◎代表的な処方せん例の鑑査にお  修了草生  様々な処方せん例   90x2   
ける注意点を説明できる，（技能）   S  

204  ◎不適切な処方せんの処置について税明 でる 
実務実習  
修了学生  

間違いを含む  

S   

処方せん例   90x2   
き．   

《医薬品の用法・用量》   

205  ◎代表的な医薬品の用法・用量および投 ついて明できる   扶養   90x2 
与計画に説  

実務実習  
修了学生  プリント・実薬   90x2   ；ZO6   

5  

◎患者の特性（新生児、′】、児、高齢者、  実務実習  
○  ○  修了学生  プリント   別）x2   ；2甲   妊婦など）に適した用法・用量について 説明できる．◎患者の特性に適した用量  

5  

を計算できる。（技能）   

；ZO8  ◎病態（腎、肝疾患など）に適した用量 ついでる 
実務実習  
停丁学生  プリント   90x2   

設定にて説明き。   
5  

《服薬指導の基礎》   

；209  ◎服薬指導の意義を法的、倫理的、科学 づいて説明できる   鱒義   ○  90xl   
的根拠に基  

《調剤重美務入門》   
◎代表叩フま父』万■甘ん桝lダフ猛食をシ′ミユ  

レートできる．（技能）◎処方せん例に  

従って、計数調剤をシミュレートでき   実習  実務実習  
○  2  

処方せん・実薬・   
；210  90x10  
計量調剤をシミュレートできる。（技  

7 寵）◎調剤された医薬品の鑑査を．シ  Lミ与ス／きょ▲bl   
；Zll   

実務実習  
○  2   修了学生  OHP   90x3   

ついて討議する。（旭度）   つのSGD）  
5  

（3）疑義照会  
靴記載しない場合の学生数は200名へ   

場所  人的資源  
LS   到達目標   学習方法  物的資醸（例示）   時間  

教室  セミナー  章  実習室  教員  補助者  病院 蕃剤一拓  開局 普粛肺  その他   

《疑義照会の意義と根拠》   

；3（〉1  ◎疑義翠全の意義について、畠的根拠を  徳義   ○  
法律家  
l名  

90x】   
含めて説明できる。  

◎代表的な配合変化の組合せとその理由  
実務実  を説明できる。◎特定の配合によって  実習  

○  2・   習修丁  
配合注雇・禁忌の実   
薬   

90x3   
；302    生じる医薬品の性状、外範の変化を観察  
する．（技能）  

学生5  

S303  ◎不適切な処方せん例について、その理  講義   ○  事故例を示す資料   90x之   
由を説明できる．  

で．「ぎ   



《崖義照会入門〉  

実務美  

S304  ◎処方せんの問題点を顔決するための夷 剤師と医師の連携の重要性を討至嘉する．   演習（10名ず つのSGD）   ○  ○  2   習修丁  医師11名   01】P   90x3  

学生5   

◎代表的な医薬品について効能・・効果、．  
用捷・用量を列挙できる，◎代表的な  
医薬品について警告、禁忌、副作用を列  

○  S：105     孝できる。◎代表的な医薬品について  講義  90x2  

相互作用を列挙できる。◎疑義腰会の流  
れを説明できる。  

◎代表的な医薬品について効青喜・効果、  
用i藍・用量を列挙できる。◎代表的な 医薬品について警告 

、禁忌、副作用を列  
実務実  不適切な処方せん  

S306     挙できる．◎代表的な医薬品について 相互作用を列挙できる ○  ○  10   習修了  例・患者情報を示す   

。◎疑義照会をシ  
学生10  資料   

ミュレートする。（技盲巨・態度）   

（4） 医薬品の管理と供給  
特に記載しない堤合の学生数は200名   

堤所  人的資源  物的資源  
LS   到達目接   

李習方法  
（例示）   時間  

《医薬品の安定性に注目する》   

S401  ◎医薬品管理の意義と必要性について説  義   ○  明できる．   ビデオ   90xl   

S40Z  ◎代表的な剤形の安定性、保存性につい  ・．＝ ミミ   ○  て説明できる。  ビデオ   90xl   

《特別な配慮を要する医薬品》   
◎毒薬・劇薬の管理および取扱いについ  

S403   て説明できる。◎麻薬、向精神薬などの 管理と取扱い（投薬、廃棄など）につい て説明できる 講義   ○  ビデオ   90xl   

．  

◎叫菜分画製剤の管理および取放いにつ  
S404   いて硯明できる．◎輸血用血液製剤の管  講義   ○  ビデオ   90xl   
理おょび取扱いについて説明できる．   

◎代表的な生物製剤ゐ種類と適応を説明  
S405   でき・る．◎生物製剤の管理と取扱い（投  講義   ○  ビデオ   90xl   

薬、廃棄など）について説明できる。  

◎毒茎葉・一別薬の管理および取扱いについ  
て説明できる．◎血祭分画製剤の管理お  
よび取扱いについて説明できる．◎輸血  

用血液製剤の管理および取扱いについて  実習  実務実  
S406      説明できる。◎代表的な生物製剤の種類  ○  2   ■習修了  各種薬物見本   90xコ   

と適応を説明できる．◎生物製剤の管理  学生5  

と取扱い（投薬、廃棄など）について挽  
明できる．◎麻薬の取扱いをシミュレー トで 
・きろご（持鮨1  

◎代表的な放射性医薬品の種類と用途を  
説明できる．◎放射性医薬品の管理と取  

S407    放い（投薬、廃棄など）について説明で  講義   ○  ビデオ   90xl   

きる。  

《製剤化の基礎》   

Sio8  ◎院内製剤の意義、調製上の手続き、品 
○  質管琶などについて説明できる。   謙義  ビデオ   9Dxl   

S409  ◎薬局製剤の意義、調製上の手続きヾ品  
質管理などについて説明できる．   雉義   ○  ビデオ   90xl   

◎代表的な院内製剤を調製できる。（技  実習  実務実  

軍10   能）  
（50名ずつ）  ○  2   習修丁  製剤機器   90x3   

学生5  

◎無菌操作の原理を醜明し、基本的な無  
菌操作を実施できろ。（知識・技能）   実習  実務実  クリーンペンチt   

S411  ○  2  90x6  
のい ミカルハザード回避の基本的手技を実施  学生5  ネット   
できる。（技能）   

《注射剤と輸液》   

◎注射剤の代表的な配合変化を列挙し、  実務実  
S412   その原因を説明できる．◎代表的な配  実習  0  2   習修了  配合注意・禁忌の注   

射剤と輸液 90x3  
合変化を検出できる。（技能）   壷生5  

◎代表的な輸液と経菅栄養剤の種翠と適  実習  実務実  
応を説明できる．◎体内電解質の過不  ○  2   習修丁  

配合注意■禁忌の注  90×3  

足を判断して補正できる。（技能）   学生5  
射剤と輸液  

毒薬》  

◎代表的な消毒薬の用途、使用濃度を説  
明できる。◎消毒薬調製時の注意点を  講義   ○  ビデオ   90xl   
説明できる。  
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（5）リスクマネージメント  
特に記凱ない場合の学生数は2隠   

琴所  人的資源 
LS   到達目標   

物的資療（例   
時間  学習方法  教員  希助者  病院 審・釧肪  開局 蕃剤師  その他   示）  

《安全管理に注目する》   

こ501  ◎薬剤師業務の中で起こりやすい事故手 例を列挙し 講義  
、その原因を説明できる。  ○  gOxl   

こ502  ◎誤りを生じヤすい投亮例を列挙でき  講義   ○  90xl   
る。   

：503  ◎院内感染の回避方法について説明でき 
講義   ○ スライド・ビデオ  90xl   

《副作用に注目する》   

504  ◎代表的な医薬品の副作用の初期症状と  講義   桟査所見を具体的に説明できる。  ○  スライド・ビデオ  90x2   

505  （診代表的な医薬品の副作用の初期症状と 査を具体的に現明できる 演習  
実務実  

検所見。  ○  2   習修了  OHP   90x3   

学生5  

《リスクマネージメント入門》   

◎誤りを生じやすい調剤例を列挙でき  実若美  
506   る．◎リスクを回避するための具体策を 惹表する ○  2   習修了  OHP   90x3   

。（梅屋）   学生5   

◎事故が起こった場合の対処方法につい  実務実 習修了  

507   て慕表する。（態度）   つの亭GD）  ○  2  OHP   90x3   

学生5   

（6） 服薬指導と患者情報  
特に記載しない場合■の学生数は200名∧   

学習方法   
場所  人的資源  

LS   到達目標  
物的資源（例  

時甲  
教室  セミナー  幸  実習室  教員  補助者  病院 蕃一糾師  開局 寒剤師  その他   示）  

《服薬指導に必要な技能と態度》   

◎患者の基本的権利、自己決定権、イン  法律家1  

601   フォームドコンセント、守毛払義務などに  ！痺義   ○  名′cRCl  90xl   

ついて具体的に説明できる．  名  

◎代表的な医薬品の服薬指導上の注意点  
60Z   を列挙できる。◎代表的な疾患において べ ・一ごi・   ○  90x2   

注意すき生活指導項目を列挙できる。  

⑲インフォームド・コンセント、守秘義 務などに配慮する．（旭度）◎適切な  実務実  

する，（技能・態度）◎医薬品に不  603    言葉を選び、適切な手鱒を経て服薬指導   2   習修了  SPl名  ビデオカメラ   90x2   

安、抵抗感を持つ理由を空廃し、それを  学生5  

瞼く拡ナ1妄・ナス＿J初夏蘇．地膚1   

604  ◎患者接遇に際し、配慮しなければなら いをでる 
な注意点列挙き。   講義   ○  SPl名  ビデオカメラ   90xl   

《患者情報の重要性に注目する》   
◎服薬碍導に必要な患者情報を列挙でき  
る。◎患者背景、情報（コンプライアン  
ス、経過、診療録、薬歴など）を把獲で  実務実  

605     きる。（技能）◎医師、看護師などとの  2   習使丁  90x3   

情報の共有化の重要性を説明できる。◎  学生5  

患者接遇に際し、配慮しなければならな  
い汚：昔古か初l堂■㌘卓ろ＿   

《月良薬指導入門》   

◎代表的な医薬品について、適切な服薬  
指導ができる。（知識・技能）◎共感的 で患者インタビ 

態度ューを行う．（技  つのSGD及 びロールブ 実＃実  

：606     能・態度）◎患者背景に配慮した月良薬指 10   習修丁  90x 6   
導ができる。（技能）◎代表的な症例に  学生10   

ついての服薬指導の内容を適切に記録で  
イ）   

きる。（技能）   

（7） 事前学習のまとめ  

LS   
場所  

到達目標   学習方法  
人的資源  物的資源（例   時間  

教室  セミナー  専  実習室  教員  補助者  病院 番手疇師  開局 著者疇師  その他   示）  

《総合実習》   
◎代表的な処方せん例の鑑査を行うこ  
とができる。（技能）◎疑義照会をシ  
ミュレートする。（技能・旭度）◎処方  
せん例に従って、計数訴㈲をシミユレー  
トできる。（技能）◎処方せん例に  実習  実務実  

○・  2   習修了  
処方せん・実薬・  

7（〉1       従って、計量調剤をシミュレートでき  
学生5   

薬袋・標準調剤機器  90x10   
る。（技能）◎調剤された医薬品の鑑  
査をシミュレートできる．（技能）◎  
患者背景に配慮した服薬指導ができる。  
（技能）  
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（Ⅱ）病院実習方略  

（1）病院調剤を実践する  
学生数は1施設に5名以内  

場所  人的資源  
LS   到達目標（SBOs）  学習方法  物的資源 （併示）  時間  患者との 関わり  備考  

《病院調剤業務の全体の流れ》   

◎患者の診療過程に同行し、その体戟を通して診  
凍システムを概説できる。◎病院内での患者情報  
の流れを図式化できる。◎病院に所属する医療ス  

ト‖01     タッフの職種名を列挙し、その業務内容を相互に づてでろ 病院  プリント  

関連け説明き。◎生命に関わる職種であ  全体  ロ  注1   OHPなど  90x2  

■■こ■－＝－●こ   

ることを自覚し、ふさわしい態度で行動する。◎  

◎薬剤部門を構成する各セクションの業務を体験  
し、その内容を相互に関連づけて説明できる。◎  

川中    処方せん（外来、入院患者を含む）の受付から息  
者への医薬皐交付、服薬指導に至るまでの流れを  

90x2  

概説できる。 
竜事件を説明できる■   

《計数・計量調剤》‾   
HlO3  ◎処方せん（麻薬、注射剤を含む）の形式、種類 ついき 
および記載事項にて説明でる｛   

（⊃  90xl  

◎処方せんの記載事項（医薬品名、分量、用法・  
用量など）が整っているか確琵できる。◎代表附  

HlO4．d    な処方せんについて、処方内容が適正であるか判  ○  
注1  

90x3  

断できる。◎業歴に基づき、処方内容が適正であ  
るか判断できる。   

HO5∠］  ◎適切な疑義照会の実務を体験する。   演習・  ○  ロ  医師1  山 注1  90）く2  

HlO6∠  ◎薬袋．薬札に記載すべき事項を列挙し、記入で きる＿  実習   ○  90x2  

◎処方せんの記載に従っt正しく医薬品の取りそ  
ろえができる。（技能）◎錠剤、カプセル剤の計  
数調剤ができる。（技能）◎調剤過誤を防止する  
た捌こ、実際に工夫されている事項を列挙でき  
る．◎代表的な医薬品の剤形を列挙できる。◎代  

HlO7∠】       表的な医薬品を色・形、識別コードから識別でき  ○  
2  i主1  90X20  

る。（技能）◎医薬品の識別に色、形などの外観  
が重要であることを、具体例を挙げて説明でき 
る。◎代表的な医薬品の商品名と一般名を対比で  
きる。◎異なる商品名で、同一有効成分を含む代  
表申な医采品を列挙できる。   

川08∠  ◎毒薬・劇薬、麻薬、向精神薬などの調剤ができ る。（技能）  実習   ・  90xl  

HlO9∠］  ◎一回量（一旬化）調剤の必要性を判断し、実施 できる．（知識・技能）  実習  ○  90xl  

◎散剤、液剤などの計量調剤ができる．（技能）  
血10∠コ   ◎調剤機器（秤量器、分包機など）の基本的な取  ○  2  

注1  
90x15  

敬いができる。（技能）   

◎細胞毒性のある医薬品の詞剤について説明でき  
Hlll∠   る。◎特別な注意を要する医薬昂（抗悪性腫瘍薬  90x2  

など）の取扱いを体験する。（技能）   

◎錠剤の粉砕、およびカプセル剤の開封の可否を  
H†12∠］   判断し、実施できる■（知識・技能）   実習，  ○  90xl  

州1コ∠】  ◎調剤された医薬品に対して、鑑査の実務を体験 する．（技能）  説明：演習  ○  90x2  

《服罪指導》   

妥習   
（⊃  1  Hl＝∠】  ◎患者向けの説明文書の必要性を理解して、作 成、交付できる．（働蔵・技能）  説明・演習・  さ生1  90x5  ○  

Hl15∠］  ◎患者に使用上の説明が必要な眼軟膏、坐剤、吸 入剤などの取扱い方を説明できる｛  説明・演習・ ．実習  ○  1 
90x2  ○  

H16∠］  ◎自己注射が承認されている代表的な医薬品を詞 ≡糾し、その取扱い方を説明できるh  説明・演習・  莫習  ○  90x2  ○  

◎お菜受け渡し窓口において、薬剤の服用方法、  
保管方法および使用上の注意について適切に説明  
できる．◎期待する効果が充分に現れていない  

Hl17∠］     か、あるいは副作用が疑われる場合のお菜受け渡  ○  注1  0肝など  90xlO  ○  
し窓口における適切な対処法について提案する。  
（知識・態度）   
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n雇扉南東剤》   

由1貞  ◎注射剤調剤の流れを敏説できる。   説明   ○  l  90ズ1  
◎注射処方せんの記載事項（医薬品名、分量、用  

H†19   法・用星など）が整っているか確経できる。（技 能）◎代表的な注射処方せんについて ○  
1 

剤、処方内 森が適正であるか判断できる 注1  90x5  

〈（儒儲）   

HT20  ◎嘩切な疑義照会の実務を体験する。（技能） 演習  ○  ロ  医師1  u 注1  90x2  

H†2†  ◎処方せんの記載に従って正しく注射剤の取りそ ろえができる．（知識・技能）  実習   ○  2  90xlO  

◎注射剤（高カロリー栄養輸液など）の浪合操作  
H122   を実施できる。・（技能）◎注射剤申配合率化に関  2  

して婁1臨されて 
注1  90xlO  いる回辞方法履屑憧できろ＿ 

H123  ◎毒薬・劇薬、麻薬、向精神薬なとの注射剤の調 割と適切な取扱いができる＿（技能）  実習   Cl  90xl  

◎細胞毒性のある注射剤の調剤について鋭明でき  
H12ヰ   る。◎特別な注意を要する注射剤（抗悪性腫瘍薬  90x2  
など）の取報いを体験ナる＿（技能）   

H125  
を体験する｛（技能）   ○  90‘X2  

′づ・，   

◎リスクマネーソメントにおいて薬剤師が果たし  
ている役割を説明できる．◎調剤過誤を防止する  

H126』    ために、実際に工夫されている事項を列挙でき  190x2  
る。◎商品名の腐り、発音あるいは外我が類似し  
た代表的な侯薬品右列婆できる《   

◎医薬品に関わる過失あるいは過誤について、適  
切な対処法を討議する。（態度）◎インシデン  
ト、一アクシデント報告の実例や、現場での体験を  
もとに、リスクマネージメントについて討議す  

H127∠］      る．。（態度）◎職務上の過失、過誤を未然に防ぐ  ○  ロ 注1  OI肝など  90x2  
ための方策を提案できる。（態度）◎実習中に生  
じた諸問題（調剤ミス、過誤、事故、クレームな  
ど）を、当吉亥機関で用いられるフォーマットに正  
しく記入できる。（技能）   

空主1 教員の参加が望ましい。  

（2）医薬品を動かす一確保する  
学 敬は1 言引こ5名以   

LS   到達目標（SBOs）   
人的資源  

物的資源 （例示）  時間  患者との 闘わり  備考  
l ・募所  1         l            学習方法  ■薬剤部  病棟・■ 外奥  その他  指導 ・雲上≡・  補助者  教員   

《医薬品の管理・供給・保存》   

（診医薬品管理の流れを概説できる。◎医薬品の適  療の保  

○  
管され い  H201』   正在庫の意義を説明できる。◎納品から使用まで の医薬品の動きに係わる人達の仕事を見学し、薬  てる  90X2  

剤肺葉務と関連づけて説明できる。   場所   

H202  ◎医薬品の品質に影響を与える因子と保存条件を 説明できる 
○  

。   

90x2  

◎納入医薬品の検収を体翠し、そのチェゝタ項目  
H203∠］   を列挙できる。◎同一商品名の医薬品に異なった  90X3  
規格鱒あるものについて具体例を列挙できる。   

◎院内における医業品の供給方法について説明で  
H204   きる．◎請求のあった医薬品を取り轍えることが  

注1  90X3  
セきる。（技能）   

《特別な配慮を要する医薬品》   

◎麻薬・向精神薬および覚せい剤原料の取扱いを  
体験する。（技能）◎毒薬、珂薬を適切に取り扱  
うことができる．（技能）◎血妹分画製剤の取扱  

H205∠】     いを体験する。（技能）◎法的な管理が義務付け られている医薬品（麻薬 
○  、向清神薬、劇薬、毒  注1  90X3  

罪、特定生物由来製剤など）を挙げ、その保管方  
法を見学し、その意義について考察ナる。（態  
度）   

《医薬品の援用・使用中止》   

、【コ ポ7   J  H206  （診医薬品の採用と使用中止の手続きを説明で吉 る．◎代嘉納な同種・同効藁を列挙できる．  説明・演習  ・○  b 注1  OHPなど  90Xl  

書生1 教員の参加が望ましい．  
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（3）情報を正しく使う  
学生数は1施設に5名以内  

LS   到革目標（SBOs）   時間  患者との 関わり  備考  

《病院での医薬品情報》  

◎医薬品情報渡のなかで、当該病院で使用してい  
るものの種類と特徴を説明できる。◎院内への医  
薬品情報提供の手段、．方法を概説できる。◎緊急  プリン  

H301     安全性情報、不良品回収、製造中止などの緊急情  ○  ト・コン  
報の取扱い方法にっいて説明できる．◎患者、医  ピューク   
済スタッフヘの情報提供における留意点を列挙で  
きる．   

ノ人手 ・＝ ・加コ：頂  

◎医莱品の基本的な愕朝を、文献、岨（医薬情報  フ■リン  副作用、  
H302∠］   抵当者）などの様々な情報源から収集できる．  MRl  ト・コン  疑義照会  

（技能）   ピューク   など  

H303  ◎DIニュースなどを作成するた動こ、医薬品情報  
の評価、加工を体験する。（技能）   実習   ○  ブ  コン  ピューク   

プリン  

H304∠］  ◎医薬品・医療用具等安全性情報報告用紙に、必 要事項を記載できる。（知盲蔽・技能）   演習   C〉  ト・報告  
用紙   

《情報提供》  
◎医療スタッフからの質問に対する適切な報告書  

H305   の作成を体験する，（知識・技能）◎医療スタッ フのニ 
プリン  

ーズに合った情報提供を体験する。（技  
0  ○  2  ト・．コン  

能・熊摩）   
ピューク   

H306  ◎患者のニーズに合った情報の収集、加工および る 
提供を体験す。（技能・態度）   

（〕  ○  2  プリント  98x3  （⊃  

H307  ◎情報提供内容が適切か否かを追跡できる．（技   実習  
能）  

○  90x3  

（4）．ベウドサイドで学ぶ  
学生数は1施設に5名以内  

LS   
人的資源  

到達目標（SBOs）   学習方法l  場所．1        物的資漁 （例示）   時間  患者との 関わり  備考  

《病棟業務の概説》   

◎病棟業務における薬剤師の業務（薬剤管理、与  
菜、リスクマネージメント、供給管理など）を概  

H401    説できる。◎薬剤師の業務内容について、正確に をとり プリン  
記録、報告することの目的を説明できる．  ト・0肝  90x5  （⊃  

◎病棟における薬剤の管理と取扱いを体験する。  
（知識・技能・態度）   

《医療チームへの参加》   

◎医凍スタッフが日常使っている専門用語を適切  60Iqinx  

H402   に使用できる。（技能）◎病棟において医凍チー ムの ○  医師1．・  90 XlO  適2回よ4  
一旦として他の医凍スタッフとコミュニケー  Z  適聞×2病  

トナる。（技能・態度）   棟注2   

《薬剤管理指導業務》 

◎診療録、看護記録、‘重要な検査所見など、種々  
の情報源から必要な情報を収集できる。（技能）  
◎報告に必要な要素（5Wl上】）に留意して、収集し  

60mimx  

H403     た情報を正確に記載できる（薬歴、服薬指導歴な  ○  医師1・  90x18  i酌回Ⅹ4  

ど）．（技能）◎収集した情報ごとに誰に報告す  
2   ≡・邪  適間×2病  

べきか判断できる。（技能）◎患者の診断名、病  
棟注2   

態から薬物治療方針を把握できる。（技能）   

（珍使用医薬品の使用上の注意と副作用を説明でき  
901ロihx  

H404   る。◎臨床検査値の変化と使用医薬品の関連性  ○  ○  2  
90x8  過1巨Iメ  

を説明できる。   
4i司間×2  

病棟注2   
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◎医師の浩東方針を理解したうえで、患者べの適  
切な服薬指導を体験する。（技能・態度）◎患者  
の粟に対する理解を確かめるための開放型質問方  
法を実施する。（技能・態度）◎薬に関する患者  
の質問に分かり易く答える．（技能・態度）◎患  
者との会話を通して、月良薬状況を把握することが  601正nズ  

H405        できる．（知層い技能）◎代表的な医薬品の効き を ○  2  

目、患者との会話や患者の様子から確かめるこ  
90x柑  ○   

週間×2病  

とができる。（知詫・圭支龍）◎代表的な医薬品の  棟注2   

副作用を、患者との会話や患者の様子から気づく  
ことができる。（知諸・技能）◎患者がリラック  
スし自らすすんで話ができるようなコミュニーケ  
ションを実施できる。（技能・態度）◎患者に共  
感的態度で接する，（態度）   

601エiIIX  

90x15  濁3【司x  H406  ◎患者の薬物治療上わ問題点をリストアップし、 SOAPを作成できる。（技能）  実習  0  ・○  2  医師1・ 看護婦1  4週間×2  

◎期待する効果が現れていないか、あるいは不十  

分と思われる場合の卦処法について提案する。 （知識・技能）◎副作用が疑われる場合の  
㌧  

演習   
90よ2  

適切な対処法についてj是嘉する。（知識・態度） 

支援への関与》  

◎治療方針決定のプロセスおよびその実施におけ  
る薬剤師の関わりを見学し、他の医療スタッフ、  
医療機関との連携の重要性を感じとる。（態度）  

医師1・  
（⊃  ○  2   看護師1   注1   ト・01】P  90x5  

◎適正な薬物治簾の実施について、他の医療ス  
クッフと必要な意見を交換する。（態度）   

注1 教員の参加が望ましい．  
注2 系統の異なる疾患の患者が入院する病棟で、それぞれ4週間を目安に患者を担当することが望ましい（例：内科疾患と外科疾患、慢性疾患と  
急性疾患など）  

（5）薬剤を造る・調べる  
学生数は1施凱5名以内   

到達日頃（SBOs）   
人的資源       l物的資源 （例示）  時間  患者との 関わり  備考  

LS  
学習方法  場所   ■l                     薬剤部  病棟・ 外来  モの他  指導 音量Il肪  補助者  教員   

《院内で調製する製剤》   

◎院内製剤の必要性を理解し、以下に例示する製  
H501   剤のいずれかを調製できる。倣膏、坐剤、散  

剤、液状製剤（消毒薬を含む）など）（技能）   

実習   0  1  90x20  

◎無菌製剤の必要性を理解し、以下に例示する製  
H502   剤のいずれかを調琴できる。（点眼液、注射液な  

ど）（技能）   

《薬物モニタリング》   

○  H503  ◎琴際の患者例に基づきTDMのデータを解析し、 薬物治療の適正化について討議する。（技能・－態 l菅1  実習または 演習  0  OHP、プ リント  90×5  
《中毒医療への貢献》  

関連費  
○  料、プリ  選択   H504  ◎葉物中毒患者の中毒原因物頃の検出方法と解毒 方法について討議する。（知識、態度）  演習、SGD  0  ント   

（6）医療人としての薬剤師  
学生致は1施設に5名以内  

L   到達目標（SBOs）   
人的資源    物的資汝 （例示）  時間  患者との 関ゎり  備考  

学習方法  場所                     薬剤部  病棟・  

◎患者および医薬品に関連する情報の授受と共有  
の重要性を感じとる。（態度）◎患者にとって薬  
に関する窓口である薬剤師の果たすべき役割を討  
議し、その皇軍性を感じとる。（態度）◎患者の  

H601      健康の回復と維持に薬剤師が積極的に貢献するこ のる 0  2  ロ 亭主i  

と重要性を討議す。（態度）◎生命に関わる  
職種であることを自覚し、ふさわしい態度で行動  
する。（態度）◎医療の担い手が守るべき倫理規  
範を遵守する。（態度）◎蒋凍上知り待た情報に  
ついて守秘義務を守る。（態度）   

注1 教員の参加が望ましい．  
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（Ⅲ）薬局実習方略  
（1）薬局アイテムと管理  

学生数は1施設2名以内  

LS   到達目標   学習方法  場所  人的資源    l物的資源 l（例示）‘   時間  患者、顧客と の関わり   備考  

《某局アイテムの流れ》  
◎薬局で取り扱うアイテムが医療の中で果た  
す役割について説明できる。◎薬局で取り扱  

0   PlOl    うアイテムの保健・衛生、生活の質の向上に 果たす役割を説明できる．◎某局アイテムの  注1  
9Dx3  

流通機構に係わる人達の仕事を見学し、薬剤  
師業務と関連づけて説明できる．   

（薬局製剤）  

PlO2  ◎代表的な薬局製剤・漢方製剤について概説 できる ○   資料、  
．   

テキスト  9〔〉xl  

l／只ヽ′．上．d＝▲LJ  b■Hl■【l、■－＿し－■トJ【－⊥  l  実習   ○   90x2  選択（他施設へ依頼  
も考慮）  

（薬局アイテムの管理と保存〉  

◎医薬品の適正在庫とその青草を説明でき  
る。◎納入医薬品の検収を体験し、その 

PlO4』  
挙できる。◎薬局におけるアイテムの管理、  

90xヰ  

配列の概要を把握し、実務を体験する。（知  
識・桔能）   

（特別な配慮を要する医薬品）  

◎麻薬、向精神薬などの規制医薬品の取扱い  
について説明できる。◎春物、劇物の取扱い  
について説明できる。◎捷的な管一里が義務付＿  

PlO5∠     けられている医薬品（麻薬、向精神薬、劇  90xl  

薬、毒薬．特定生物由来製剤など）∵を挙げ、  
その保管方法を見学．し、その意義について考  
察する。（態度）   

注1 教員の参加が望ましい。   

（2）情報のアクセスと活用  
学生数は1施設2名以内  

LS   到達目1票  
人的資源    物的資源 （例示）   時間  患者、顧客と の関わり  備考  

《薬剤師の心構え》   
各大学にお  

◎医療の担い手が守るぺき倫理規範を遵守す  ロ  
P201・   る。，（態度）◎職務上知り祷た情報について  注1  

守秘義務を守る。（態度）   提供される  

《情報の入手と加工》   

◎医薬品の基本的な情報源（厚生労働省、日  苔縛、頒儀農  

本製薬工業協会、製薬企菓、日本薬剤師会、  供資料、イン  

P202∠］    卸など）の種類と特徴を正しく理解し、■適切 に三選釈できる ロ  MRl，MS  クーネγト、  

。（知識・技能）◎基本的な 医品情（警告 
患者側明月  
リーフレッ  

薬報、禁忌、効能、副作用、棉  ト、添付文  
互作用など）一－を収集できる。（技能）   苔、処方せん   

P203  由処方内容から得られる患者情報を的確に妃  ○   
添付文書、  

握できる。（妓韓）   処方せん  90x5  

P204  ◎栗歴掃から得られる患者情報を的確に把握 できる。（技能）  演習   ○   経歴簿  90y5  

P205∠］  ◎緊急安全性情報、不良品回収、製造中止な どの緊急情報の取扱い方法を説明できる 各種関連情    9812  

，   習・実習   報  

問い合わせ事  
例、冨拝、情  
報撞供頭判、  

P206∠］  ◎問い合わせに対し、根拠に基づいた論理的 な報告書を作成できろ ○   
。（知識・技能）   

インターネッ  報告書の様式は自由   
ト、患者説明  
用リーフレッ  
ト   

P207∠  ◎医薬品・医療用具等安全性情報報告用紙に 必要事項を記載できる 事例、報告   90x之  
．（知識・技能）   用紙  

《情報の提供》   

◎入手した情報を評価し、患者に対してわか  
香斧、情報 濃供資料、  
インター  

P208   りやすい言葉、表現で適切に説明できる。  ○   ネット、息  
（技能・態度）   看視明用  

リーフレッ  
ト   

◎入手した患者情報を、必要に応じ、適正な  
P209   羊蹄きを建て他の医療従事者に提供できる。  ○   

必要に応じ   90x3  

（技能・魚座）   
た資料  

P210∠］  ◎患者および医薬品に関連する情報の授受と の重要性を感じとる 

共有。（態度）   ○   90x3  

注1 教員の参加が望ましい。  
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（ 
学生数は1瞞2名以内   

LS   到達目標  人的資源    物的資源 （例示）   時間  患者、顧客と の■関わり   備考  

《保険調剤業蕃の全体の流れ》   
◎保険調剤業務の全体の流れを理解し、処方  
せんの受付から調剤報酬の請求までの概要を  

P301    説明できる．◎保険薬局として認定される粂  プリント  90x2  
件を、薬局の設備と関連づけて具体的に説明  
できる。   

（処方せんの受付）   

◎処方せん（麻薬を含む）の形式および記載  
事項について説明できる。◎処方せん受付時  
の対応および注意事項（患者名の確終、患者  

P302     の様子、処方せんの使用期限、記載不備、偽  処方せん  90xヱ  患者  

造処方せんへの注意など）について説明でき 
る。◎初某局患者への対‾応と初回質問表の利  
用について説明できる。   

P303  ◎初来局および再来局患者から収集すべき情 のについて説できる 0   薬歴・質問    90xl  

報内容明。   表  

◎処方せん受付時の対応ができる，（技能・感  
度）（◎生命に関わる職種であることを自覚  見学‘（5分山2枚）→  

し、ふさわしい態度で行動する．（態度）◎  ロ十ルプレイ（新  

P304∠］     患者が自らすすんで話ができるように工夫す  ！OrT  患者    息，再来など15分x6  

る．（技能・態度）◎患者との会話などを通  ケース）・→美顔に  

じて、月良案上の閉居点（服薬状況、副作用の  （15分x20ケース）   

発現など）を把握できる。（技能）   

（処方せんの鑑査と疑義照会〉   

◎処方せんが正しく記載されていることを確  
箆できる。（技能）◎処方せんに記載された  

処方せんt  

P305∠    処方薬の妥当性を、医薬品名、分量、用法、  ○   添付文書  等・コン  
用量、薬物相互作用などの知識に基づいて判  ビュ「タ・   
断できる。（知識・技能）   

P306  ◎薬歴簿を参照して処方内容の妥当性を判断 でる （⊃   薬歴簿・処 せん  90T、Z  患者  15分x12枚   
き。（知識・技能）   方  

薬歴薄．・処  

P307  ◎疑義照会の行い方を身につける。（知識・ 態度）  説明・見学  ○   方せん・調  
墓舶絡   

◎疑義照会事例を通して、医療塊関との連  薬歴簿・処  
全期間を通じて事例  

方せん・調  があったときに薬剤  

剤録   
師の対応を見学す P308   携、患者への対応をシミュレートする．（技 龍・態度）  演習（ロー ルプレイ）  ○   ス   

く計数・計量調剤〉   

P309∠］  ◎薬袋、薬札に記載すべき事項を列挙でき る．  説明・実習  0   薬袋・薬札  90xl  

◎処方せんの記載に従って正しく医薬品の取  
りそろえができる。（技能）◎錠剤、カブセ  
ル剤などの計数調剤ができる。（技能）◎代  
表的な医薬品の剤形を列挙できる。◎医果品  
の言放別に色、形などの外観が重要であること  
を、・具体例を挙げて説明できる．◎代表的な  

P310∠］        医薬品の商品名と一般名を対比できる，◎同  処方せん  90）く10  以上．ただし、学生  

⊥商品名の医薬品に異なった規格があるもの  の到達度に応じて変  

について具体例を列挙できる。◎異なる商品  更する。   

名で、同一有効成分を含む代表的な医薬品を  
列挙できる，◎代表的な同種・同効薬を列挙  
できる。◎代表的な医薬品を色・形、識別  
コードから識別できる。（技能）   

◎一回皇（一旬化）調剤を必要とするケ「ス  
P311』   について説明できる。◎一回豊（一包化）詞・  薬犀簿・処 方せん  9【Ixl  

剤右・壬施できろ＿（桔能）   

P312∠］  ◎錠剤の粉砕、およびカプセル剤の開封の可 否を判断し、実施できる．（知沌・技能）  説明・実習  0 1 
資料  90xl  

◎散剤、液剤などの計量調剤ができる．（技  散剤、液剤の処方せんを  

P313』   能）．◎調剤機器（秤量器、分包機など）の基  処方せん  90x5  標準10枚以上．ただし．  
学生の到達度に応じて変  

本的：取扱いができる。（技能）   
曹十る＿   

◎毒弓粟・劇薬、麻薬、向精神薬などの調剤と  

P314∠］   取扱いができる。（技能）◎特別な注意を要 する医薬品（抗悪性腫瘍薬など）の取扱いを  0   鋸＝＝  

体験する。（技能）   

ビデオ  90×2  医療廃棄物の処理な  P315∠】  ◎自己注射が承許されている代表的な医薬品 を調剤し、その取扱い方を説明できる。  説明・演習  ○   ど   

く計数・計量調剤の鑑査〉   
P316．d  ◎調剤された医薬品に対して、鑑査の実務を 体験する 薬歴碍・処  

。（技能） 
方せん・資  
組   
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（厳重指導の基礎）  

◎適切な服薬指導を行うために、患者から集  
P317∠   める情報と伝える情報を予め把握できる。  90よ1  

（知識・技能）   

◎実歴管理め意義と重要性を説明できる。◎  

P318∠］   薬歴簿の記載事項を列挙し、記入できる。 （知識・技能）◎薬歴簿の保管二管理の方  9ロx5  

法、期間などについて説明できる。   

P319∠d  ◎妊婦、小児、高齢者などへの服業指割こお いて、・配慮すべき事項を列挙できる。  説明   0   資料  90xl  

◎患者に使用上の説明が必要な眼軟膏、坐  
P320∠］   剤、吸入剤などの取扱い方を説明できる。・  ○■   資料  90x2  

（技能）   

巌薬指導入円実習〉  
古刀て埴りに医業品を1史用丁るよっに壇9Jな  

指導ができる。（技能）◎莱歴簿を活用し■た  

P321』    服薬指導ができる。（技能）◎患者向けの説 明文書を使用した服薬指導ができる STEP椚：見学、  

。（技  
90xlヱ  患者   STEP書12：シミュレー  

籠）◎お薬手帳、健康手帳を使用した服薬指  
ト注2  

寒ができるh（技能）   

（巌薬指導実践実習）  

◎患者に共感的態度で模する．（態度）◎  
患者との会話を通じて病態、服薬状況（コン  
ブライアンス）、服薬上の問題点などを把握  
できる。（技能）◎患者が必要とする情報  
を的確に把握し、適切に回答できる。（技 STEP＃3  

P322∠］  ○   指導薬剤師指導下で  

の効き目、副作用に関する情報を収集し、必  
注1  90二140  患者    の実践（実軌こす  

要に応じて対処法を草案する。（軽蔑・態  
る）注2  

度）◎入手した情報を評価し、患者に対し  
てわかりやすい言葉、表現で適切に説明でき  
ろ。（技能・態度）   

（調剤録と処方せんの保管・管理）  
◎調剤録の法的規制について説明できる。  

90xl  P323   ◎調剤録への記入事項について説明できる。 ◎調剤録の保管、管理の方法、期間などにつ いて説明できる。  説明  ○   
P324  ◎調剤後の処方せんへの記入事項について説 明できる （⊃   

。   

9010．5  

P325  ◎処方せんの保管、管理の方法、期間などに ついて説明できる 

。   

（⊃   90xO．5  

（調剤報酬）  

P326  ◎調剤報酬を算定し、調剤報酬明細書（レセ プト）を作成できる 
。（技能）   

90x5  

P32了  ◎薬剤師の技術評価の対象について説明でき る 
．   

90x2  

（安全対策）  

◎代表的な医療事故訴訟あるいは調剤過誤事  
P328∠］   例に・ついて調査し、その原因について指導薬  事例集  90xl  

剤師と話し合うム（知識一態度）   

P329∠］  ◎名称あるいは外観が類似した代表的な医薬・ を列できる 
0   

資料（テキ ス  90Y之  
品挙．   ト）  

P330∠］  ◎特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性 腫瘍薬 
○   

資料（テキ スト  9ロxl  

、抗糖尿病薬など）を列挙できる。   ）  

ト  資料（テキ ス  90xl  P331．d  ◎調剤過誤を防止するためにこ実際に工夫さ れている事項を列挙モきる，  説明・実習  ○  ト）  

◎調剤中に過誤が起こりやすいポイントたっ  
P332∠d   りて討議する。（態度）◎過誤が生じた  事例集  90il  

ときの対応策を討…落する。（態度）   

P333∠］  ◎インシデント、アクシデント報告の記載方 法を説明できる。  講義・演習   ○   90xl  

注1 教員の参加が望ましい。   
注2  STEP＃1見辛（指導案剤師の仕事を見る）研磨：10分／患者1人x18人＝180分＝ 90分x2  レポート  90分Ⅹ4 指導案剤師と  
の討議・反省、90分x2 STEP＃2 指導薬剤師の横についてどう説明するか（立案・植械をしてみる）概算：10分／患者1人十28分／立案（リ  
アルタイムでノ羊9人＝270分＝90分x3 指導薬剤師との討議・反省・90分xI STEP＃3 指導薬剤師の指導下でコミュニケーションの実践  

（実附こする）  
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学生数は1施設2名以内  

到達目標   物的資源  備考  LS  学習方法  場所  人的資源．    l 1（例示）   の関わり  

《患者・顧客七わ接遇》   

◎かかりつけ薬局・薬剤師の役割について指  各大学の関  

PヰOl   導薬剤師と話し合う。（態度）◎患者、顧客  
ロ    連資料、粟   
注l    局で提供さ  

に対して適切な態度で接する。（態度）   九ろ首魁   

P402  ◎疾病の予防お≠び錬康管動こついてアドバ ス ○   関連資料  90x2  
イできる，（技能・態度）   

P403  ◎医師への受診勧告を適切に行うことができ る。．（技能・態度）  演習   ○   関連資料  90x2  

《一般用医薬品・医療用具・健康食品》   

◎セルフメディケーションのための一般用医  

P404   薬品、医廣用具、健康食晶などを適切に選  ○   当該商品  90x5  

択・供給できる。（技能）   

（◎顧客からモニタリングによって得た副作用  
P405   および相互作用情報への対応策について説明  ○   関連質料  90x之  

できる。   

《カウンター実習》   

顧客対応実習：◎顧客が自らすすんで話が  
できるように工夫する。（技能・態度）◎顧  
客が必要とする情報を的確に把握する．（技  
籠・態度）◎顧客との会話を通じて使用案の  

P406      効き目、副作用に関する情報を収集できる。  
（技能・態厚）◎入手した情報を評価し、顧  
客に対してわかりやすい言葉、表現で適切に  約50名の顧客と対応  

説明できる。（技能・態度）   をする．「般医薬 
晶を救っていない場  

実習・演習  ○   当該商品  90y50  顧客  

理についてアドバイスできる。（技能・僚  品を扱う薬局で実習  
度）◎セルフメディケーションのための一般  を行う（必修）。   

用医薬品・医族用具などを適切に選択・供給  
P407   
に行うことができる。（技能・態度）◎息  

注1  

者・顧客からモニタリングによって得た副作  
用および相互作用情報への対応策について説  
明できる。  

i生1 教員の参加が宴ましい．   

（5）地域で活躍する薬剤師  
学生数は1施設2名以内   

LSLS 到達目標   物的資源  考  学習方法  揚所  人的資源    l l（例示）   の関わり   

《在宅医療》   
◎訪問薬剤管理指導業務について説明でき  退院情嘲、  可能な限り患家、特  

P50l   る。◎在宅医療における医療廃棄物の取り扱  関連資料・ 用品  90xヱ  老、老健などを見学  
いについて説明できる。   する。   

P502  ◎薬剤師が在宅医療に関わることの意義を指 し 
導薬剤師と話合う。（態度〉   ○   90xl  

《地域医療・地域福祉》   

P503  ＠病院薬剤師と薬局薬剤師の連携の重要牲を できる 
90xl  

説明。   

P504  ◎当該地域における休8、夜間診療と薬剤師 の役割を説明できる。  説明・見学  休日急病 診療所   90×1  夜間となる   

介護支  ◎当該地域での居宅介護、介護支援専門見な  
P505   どの医療福祉活動の状況を把握でき■る。（知  援専門  90x2  

舌鼓・技能）   具  

（災害時医療と薬剤師〉   

P506  ◎緊急災害時における、当該薬局および薬剤 のについて説できる ○   師役割明．   
ノ・1  90xl  

防災セン  
クー、避  P507  ◎緊急災害時における、当該薬局および薬剤 のついてできる 

師役割に説明． 
1  90xZ  

剤の備蓄  
－・・   

（地域保健）   

P508  ◎学校薬剤師の職務を見聞し、その役割を説 でる 学校薬  90x2  可能な限り学校を阜  
明き。   剤師  学   

P5叩  ◎地域住民に対する医薬品の適正使用の啓発 活動における薬剤師の役割を説明できる 

。   

関連資料  9012  

P510  ◎麻薬・覚せい剤等薬物乱用防止運動におけ るの役割について説明できる 
薬剤師。   ○   掛違資料  gOxl  

◎日用品に係る薬剤師の役割について説明で  
P511   きる。◎日用品に含まれる化学物質の危険性  当該商品  90xl  
を列挙し、わかりやすく説明できる。   

P512  ◎誤飲、誤食による中毒および食中寺に対し 適切なアドバイスできる て〈（知識・技能）   ○   関連資料  90xl  

○   当該商品  90xl  P513  ◎生活療境における消毒の概念について説明 できる。  説明・演習  
P514  ◎話題性のある薬物および健康問題につい て、科学的にわかりやすく説明できる。  説明・演習  ○   関連資料  90xl  
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《地域対応実習》   

◎星屑品に貪辛れるイヒ学物質の危険性を列挙  
し、∫わかりやすく説明できる。◎誤飲、誤食  
による中毒および食中毒に対して適切なアド  

P515     バイスができる（知識・技能）◎生活斉境  演習また   ○   
における消毒の概念について説明できる。◎  l   

話題性のある葉物および健康問題について、  
科学的にわかりやすく説明できる。   

注1 教員の参加が望ましい。   

（6）薬局業務を総合的に学ぶ  

LS   到、自書更  学習方法  l場所  l  
l  

拝．・  

《総合実習》  

薬局における1週間  
P601  実習  注1  90x25  

丘毒する．   

◎患者の健康の回復と維持に薬剤師が積極的  
に貢献することの重要性を感じ取る。（態  

P602   
注l  90x2   

病気の予後とQOLの改善に貢献していることを  
感じとる。（態度）  

注1 教員の参加が望ましい。  
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